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町報かわにし
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平成３０年４月１５日

▼
３
月
24
日
・
25
日
と
東
沢
小
学
校
・
高
山
小

学
校
の
閉
校
記
念
式
典
の
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
式
典
も
、
お
世
話
に
な
っ
た
学
び
舎

に
、
歌
や
合
奏
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
子

ど
も
た
ち
。そ
の
姿
に
、保
護
者
や
地
域
の
方
々

か
ら
も
涙
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
閉
校
は
さ
び

し
い
で
す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
こ
の
選
択

が
、
よ
り
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ
優
し
い
子
ど
も
た
ち
に
成
長
さ
せ
た

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
な
に
よ

り
、
新
し
い
学
校
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
友
達
と
、

勉
強
に
遊
び
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　そ
し
て
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
広
報
担
当

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
３
年
で

た
く
さ
ん
の
方
に
出
会
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
報
か
わ
に
し
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
、
毎
月
読
ん
で
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　大

▼
こ
の
４
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
、
新
た
な

仕
事
へ
の
希
望
、
そ
し
て
未
知
の
仕
事
へ
の
不

安
の
中
、
本
号
の
編
集
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
町
報
か
わ

に
し
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
平
成
30
年

度
の
町
報
か
わ
に
し
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　田

　
　編

　後
　集

　記

　ぼくはスポーツが好きで、バスケ部と東南置賜の陸上のクラブチームに所属しています。バスケ部ではガード・
フォワードとしてプレーしています。体力に自信があるので、常に走りながら攻守でチームに貢献しようと頑張っ
ています。陸上競技では、８００ｍと１５００ｍ、駅伝競技に取り組んでいます。３月下旬には、山形県のドリー
ムキッズの一環として、大分県で青山学院大学の選手たちと一緒に合宿をして、さまざまなトレーニング方法を
教えていただきました。将来は箱根駅伝を走ることが目標で、そのために今年は県縦断駅伝の代表と、全中（全
日本中学校陸上競技選手権大会）に必ず出場して結果を残したいと思っています。
　学校生活の面では、３学期から生徒会長として活動しています。「今のうちにまざまな経験をしておきたい」
という思いで取り組んでいます。生徒会活動では、夏の体育祭と秋の合唱祭はみんなで楽しめる行事にしたいです。

川西中学校　３年生　荒木　日
ひなる
成くん

未来に向かって　～第25回～
　今年は必ず全中出場！将来は箱根駅伝を走りたい

平成30年
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

いっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうね
～あおぞら保育園入園式～
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【おめでとう そして ありがとう】は、３月に
申し込みがあった方のみ掲載しています。氏
名は、申込書のとおり掲載していますので、
戸籍や住民基本台帳の表記と異なる場合があ
ります。

…３月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

黒 澤 き の ９７ 洲　島
鈴 木 和 子 ９０ 上小松
南 　 一 郎 ８５ 玉　庭
神野イセノ ９２ 高豆　
遠藤シュン １０６ 吉　田
島貫　　章 ６９ 吉　田
玉木千枝子 ９２ 上小松
荒井　きく ８９ 下奥田
金田よし江 ９２ 中小松

島貫德右ェ門 ７０ 洲　島
伊藤きみよ ９８ 上小松
遠藤かをよ １０４ 時　田
有坂あさ子 ７４ 上小松
安部つぎよ ７５ 上小松

新郎　　　　　　　新婦 大字
村岡　茂人 ♥ 渡邊ハンナ 玉　庭
髙橋　陽一 ♥ 金子ちひろ 玉　庭
奥山　康平 ♥ 杉内　麻実 洲　島
鈴木　佳介 ♥ 淀野みずほ 西大塚
黒澤　豊和 ♥ 武田小百合 下小松

氏名 性別 保護者 大字

舩山　佳
か ほ

歩 女 国敏 ・ 洋恵 上小松

笹木　絢
あ や ね

音 女 一毅 ・小百合吉　田

渡部　愛
あ こ
徠 女 洋平 ・ 華汝 大　舟

舩山　侑
ゆ う き

己 男 浩嗣 ・布美子下小松

坂野　陽
ひ な

菜 女 直寛 ・ 春奈 時　田

小田　啓
け い た

太 男 晃司 ・ 裕子 玉　庭

関河　大
た い し

志 男 章博 ・ 綾子 西大塚

島貫　萌
も な

那 女 貴司 美由希下小松

小田　煌
る き あ

心 男 誠也 憂亜 玉　庭

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ９名

ご結婚おめでとう　５組

ご冥福を祈ります

４月の町税等川西町の人口
15,428 人　（－ 34）
男性　　7,555 人（－ 15）
女性　　7,873 人（－ 19）
世帯数　5,105 世帯 ( ＋ 2)
※３月末日現在の住民基本台帳人口

●軽自動車税（全期）
●水道・下水道料金（３月概算分）
口座振替日　５月　１日㊋
納付期限　　５月　１日㊋

よ
く
晴
れ
た
真
冬
の
空
、
と
て
も

明
る
い
夜
で
し
た

○
撮
影
者
：
藤
本
亜
紀
（
玉
庭
）

○
撮
影
場
所
：
玉
庭
の
自
宅
か
ら

春を感じる風物詩、田んぼにやってきた白鳥たち
○撮影：佐々木英之（上小松）
○撮影場所：東沢の田んぼ

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶５月号募集期間：４月１３日㈮～５月２日㈬
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

【お詫びと訂正】
　町報かわにし３月号 25 頁で、下記
のとおり誤りがありました。お詫びし
て訂正いたします。
誤）遠藤凪紗さん　正）遠藤凪沙さん

©大坪聡一郎 地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て

　高
山
小
学
校
は
、
昭
和
38
年
に
中
郡
小
学

校
か
ら
独
立
し
て
昨
年
度
で
55
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
同
校
の
特
徴
は
、
町
内
で
は
唯
一

大
字
単
位
で
行
っ
て
い
る
「
高
山
地
区
青
葉

大
運
動
会
」
と
、
児
童
、
保
護
者
、
教
員
が

一
つ
に
な
っ
て
演
奏
す
る
「
全
校
合
奏
」
で

す
。
毎
年
、
川
西
町
音
楽
見
本
市
で
は
全
校

合
奏
と
、
太
鼓
と
掛
け
声
の
「
高
山
バ
ン
ザ

イ
」
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　３
月
25
日
㈰
の
閉
校
記
念
式
典
に
は
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
児
童
代
表
の

浦
田
琉る

な名
さ
ん
は
「
今
日
で
高
山
小
学
校
は

閉
校
し
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
こ

の
学
び
舎
で
培
っ
た
も
の
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

桜
が
咲
く
こ
ろ
に
、
友
達
を
誘
っ
て
、
ま
た

高
山
小
学
校
に
来
た
い
で
す
。
外
の
世
界
で

た
く
ま
し
く
な
っ
た
私
た
ち
の
姿
を
見
せ

る
の
が
恩
返
し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。」
と
、

学
校
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
を

堂
々
と
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
衣
袋
慶
三
校
長
は
『
本
校
は
昭
和

38
年
の
独
立
校
に
な
っ
て
以
来
、「
た
く
ま

し
い
子
ど
も
」「
か
し
こ
い
子
ど
も
」「
や
さ

し
い
子
ど
も
」「
ま
じ
め
な
子
ど
も
」
の
育

成
に
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
４
つ
の
子
ど
も

の
姿
の
「
頭
文
字
」
を
と
っ
て
、
ま
さ
し
く

「
た
・
か
・
や
・
ま
」
の
子
ど
も
を
育
成
す

べ
く
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　中
郡
小
学
校
と
の
学
区
再
編
を
、「
新
た

な
教
育
の
は
じ
ま
り
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
高
山
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

を
誇
り
に
、
身
に
付
け
た
「
た・か・や・ま
」

の
力
を
発
揮
し
、
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。』
と
地
域
へ
の
感

謝
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
期
待
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

　式
典
の
最
後
は
地
域
の
方
や
保
護
者
、
先

生
方
と
一
緒
に
全
校
合
奏
を
披
露
し
、
参
加

者
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
立
派
に
演
奏

す
る
姿
に
涙
ぐ
ん
で
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

▲浦田琉名さん

▲校旗を町長に降納する衣袋校長

子どもと保護者と地域が力を合わせた「高山バンザイ」
川西町立高山小学校

特集：別れではなく、新たなスタート
高山小学校・東沢小学校の閉校

町報かわにし　2平成３０年４月１５日 町報かわにし　30平成３０年４月１５日

春キャベツの
　　さっと煮
✿ 材料＜４人分＞
○キャベツ　　　　　　
○油揚げ　　　　　　　
○にんじん　　　　　　○だし汁（かつお）
○しょうゆ　　　　　　○みりん

✿ 作り方
①キャベツは芯を取り、大きめの一口大に切る。にんじ
　んは千切りにする。
②油揚げは、熱湯をかけて油抜きし、幅１ｃｍ長さ３cm
　程度に切る。
③鍋にだし汁としょうゆ、みりんを入れて火にかける。
　煮立ったら①②を入れてフタをし、弱火で５分煮る。
　全体を軽く混ぜ、さらに５分煮る。
＊春キャベツはやわらかいので、煮る時間は短めに

みんなで
食 育

１／４個（２８０ｇ）
1枚（１０ｇ）

夜から、元気に活動する昼へのスイッチが朝食
です。脳へのエネルギーになるほか、体温も上
げてくれるので体も頭も目覚め、仕事や勉強が
はかどります。

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

丈
夫
で
長
持
ち
！

　Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
の
は
け
ご
を
手
作
り
し
て

い
ま
す
。
な
る
べ
く
材
料
費
を
抑
え
な
が

ら
、
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
よ
う
に
編
み
方

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
色
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

齋藤　浩さん
（西大塚）

　今
月
の
イ
チ
オ
シ
商
品
は
「
は
け
ご
」

で
す
。
は
け
ご
と
は
農
作
業
で
作
物
を
収

穫
す
る
と
き
に
腰
に
巻
い
て
使
う
、
竹
や

わ
ら
で
編
ん
だ
か
ご
の
こ
と
で
す
。

　現
在
は
、
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
と
い
う
強
靭
な

材
料
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
バ

ン
ド
の
色
に
よ
っ
て
カ
ラ
フ
ル
に
作
る
こ

と
が
で
き
、
腰
に
巻
く
か
ご
タ
イ
プ
の
ほ

か
、
取
っ
手
が
つ
い
た
買
い
物
か
ご
タ
イ

プ
な
ど
種
類
も
多
く
、
編
み
方
も
多
様
に

な
っ
て
き
て
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く
な

る
よ
う
な
は
け
ご
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
用
や
お
買
い
物

の
際
の
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
、
使
い
道
も
多

種
多
様
で
す
。

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
も
、
Ｐ
Ｐ

バ
ン
ド
を
手
編
み
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
は
け

ご
が
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
直
接

お
店
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
お
気
に

入
り
の
色
と
形
の
「
マ
イ
は
け
ご
」
を
見

つ
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

農作業以外で使いたいほど
　カラフルで種類が豊富な民芸品

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０

200ml
大さじ１

( 一人分当たり：エネルギー　７４kcal　 塩分相当量　０．８ｇ )

○
営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
定
休
日
：
４
月
25
日
㈬

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

●生活のリズムが整います！
　おいしく朝ごはんを食べるように意識するこ
とで、早寝・早起きにもつながり生活のリズム
も整います。新生活のリズムへも無理なく変
わっていきます。

新生活の「元気」に
朝ごはんを食べよう

●おすすめは『ごはん食』
　『ごはん』は、ゆっくりと消化・吸収される
ため腹持ちもよく、脳へ安定してブドウ糖が供
給され、頭もスッキリします。ごはんはパンや
麺に比べ、おかず（主菜・副菜）と組み合わせ
て食べることが多く、また、和・洋・中の幅広
い種類のおかずと合うため、栄養バランスがと
りやすくなります。

●朝食で一日を
　　　　元気にスタート！
　ゆっくりと脳や体を休める

２０ｇ
大さじ１

　高山小学校がなくなると聞いたときは、
この学校で同級生６人と卒業したかったな
と思い、さびしかったです。最後の青葉大
運動会で，チームみんなで協力して優勝す
ることができたのが一番の思い出です。
　中郡小学校では大勢の友達と遊びたいで

感謝の気持ちでいっぱいです

　母校が閉校すると聞いたときは悲しかっ
たですが、子どもたちのことを考えると、
大人数の学校に行くことで、団体行動や競
争ができるよさもあり、複雑な心境でした。
　今日の式典はとても感動的でした。なに
より自分が通った学校の「閉校」に携われ

明治
　５年度

第６学区第２９番高山小学校
が創立（現在の八幡神社内）

２０年度高山小学校となり、尋常科が設置される

大正
１５年度

中郡尋常小学校高山分教場と
なる

昭和
　２年度 現在地に校舎が新設

３０年度町立中郡小学校高山分校に

３８年度独立し、町立高山小学校に

４７年度独立１０周年記念事業実施

４９年度全校複式になり、３学級に

５１年度１年と２年が単式学級になり、国旗掲揚塔が新設

５３年度ＹＢＣ子ども音楽コンクールに出場（以降毎年出場）

５７年度創立２０周年。集会室に暗幕教室にカーテンを設置

５８年度青葉大運動会、教育を語る会開始

５９年度校門・校名看板を設置

６０年度親子クリーン作戦開催

６２年度創立２５周年記念レコードを作成

６３年度複式学級が解消される

平成
　元年度 全校合奏用の楽器購入

２年度旧校舎お別れ会で高山音頭が披露される

３年度新校舎竣工。国体リハーサル大会でダイヤモンドを演奏

７年度第２回川西町音楽見本市で全校合奏を披露

１５年度高山音頭保存会の太鼓使い初めで「高山バンザイ」演奏

１７年度完全複式３学級に。川西町音楽見本市に保護者も参加

２４年度創立５０周年。記念制作（木彫りの校舎）を制作

２７年度学校支援地域本部事業として地域ふれあいデーを開催

２９年度最後の卒業式、閉校記念式を挙行。５５年の歴史に幕。

す。小学６年生なので勉強ももっと頑張り、人のためになる活
動もやっていきたいです。

中郡小学校６年生　中川　茉
ま や
耶さん

友だちと仲良く過ごしてほしい
高山小学校 PTA会長　中川　直人さん

たことが良かったです。高山から中郡小学校に通う子どもたち
には、今まで通り友達と仲良く過ごしてほしいと思います。

高山小学校５５年の歴史

▲全校児童での閉校記念制作。一人ひとりの笑顔を刻む

▲全校合奏や運動会は、児童、先生、保護者、地域が一つになる

3　町報かわにし 平成３０年４月１５日



１
年
間
の
成
果
を
観
客
の
前
で
披
露

～
プ
ラ
ザ
附
属
演
劇
学
校
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
６
期
生
修
了
公
演
～

３/1８

　３
月
18
日
㈰
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

「
プ
ラ
ザ
附
属
演
劇
学
校
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
6

期
生
修
了
公
演
」
が
開
催
さ
れ
、
6
期
生
の

2
名
や
菜
の
花
座
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
劇

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
行
わ
れ
た
演
劇
は
3
つ
。
そ
の
う

ち
１
つ
は
修
了
生
2
名
に
よ
る
演
劇
で
し

た
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
お
じ
さ
ん
が
Ｖ
Ｒ（
ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
を
楽
し
め
る
機

械
を
体
験
す
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　菜
の
花
座
に
よ
る
演
劇
も
2
本
披
露
さ

れ
、
キ
レ
の
あ
る
ボ
ケ
や
突
込
み
に
観
客
席

は
笑
い
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

中
郡
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
一
冊
に

　
　
　～
『
碑
を
訪
ね
て

　瑞
穂
の
里

　中
郡
の
歴
史
探
訪
』
を
発
刊
～

▲報告に来庁された長澤善久センター長（中央）　
　と伊藤義隆編集長（右）

３/１９

　こ
の
た
び
、
中
郡
地
区
社
会
教
育
振
興
会

に
よ
っ
て
『
碑
を
訪
ね
て 

瑞
穂
の
里 

中
郡

の
歴
史
探
訪
』
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
本
は
、
中
郡
地
区
に
点
在
す
る
石
碑

を
切
り
口
に
地
区
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
、
中
近
世
の
信
仰
の
様
子
や
江
戸
時

代
以
降
の
治
水
の
経
過
な
ど
が
背
景
の
解
説

と
合
わ
せ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　本
書
は
地
区
内
の
各
戸
、
図
書
館
や
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
希
望
者
に
は
1
部
1
0
0
0
円
で
販

売
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
中
郡
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
ー
２
６
４
３
）
ま
で
。

平
成
30
年
度
も
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
委
嘱
状
を
交
付
～

　３
月
30
日
㈮
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
農
業

研
修
生
で
３
年
間
の
任
期
を
終
え
た
鎌
田
寿

さ
ん
の
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　東
京
都
出
身
で
玉
庭
地
区
在
住
の
鎌
田
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で
農
事
組
合
法
人
ほ
う
の
さ

わ
に
お
い
て
稲
作
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
野
菜
栽

培
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
引
き
続

き
町
内
を
拠
点
に
、
地
元
の
農
園
に
勤
務
し

な
が
ら
農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
。

　ま
た
、
４
月
２
日
㈪
に
は
、
地
域
づ
く
り

担
当
５
名
、
農
業
研
修
生
３
名
、
遅
筆
堂
文

庫
研
究
員
１
名
の
計
９
名
の
隊
員
に
今
年
度

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　９
名
の
隊
員
は
今
後
の
意
気
込
み
を
語

り
、
本
町
で
の
さ
ら
な
る
地
域
お
こ
し
に
向

け
た
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

4/2

▲今後の意気込みを語る鎌田寿さん（中央）　▲９名の隊員の皆さん、よろしくお願いします

▲修了生2名による演劇
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川西町立東沢小学校
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
る

　東
沢
小
学
校
は
、
明
治
36
年
に
現
在
地
に

校
舎
を
構
え
て
、
昨
年
度
で
１
１
４
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　東
沢
小
学
校
で
は
、
平
成
３
年
か
ら
東
京

都
町
田
市
か
ら
の
「
み
ち
の
く
や
ん
ち
ゃ
留

学
」
を
行
い
、
昨
年
度
ま
で
長
期
留
学
45
名
、

短
期
留
学
８
２
０
名
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
。
民
泊
に
協
力
し
て
く
れ
る
地
域
の
方
と

一
緒
に
、
児
童
た
ち
も
夏
休
み
の
４
泊
５
日

の
間
、
都
会
の
子
ど
も
た
ち
と
炭
出
し
体
験

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
を

楽
し
み
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　３
月
24
日
㈯
の
閉
校
記
念
式
典
に
は
、
児

童
や
卒
業
生
、
保
護
者
の
方
な
ど
約
２
５
０

人
が
参
加
し
、
自
分
た
ち
が
学
ん
だ
校
舎
と

の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　小
野
明
彦
校
長
か
ら
「
地
域
と
一
体
の
特

色
あ
る
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
に
対

す
る
誇
り
と
愛
着
が
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。
東

沢
小
学
校
は
、
こ
こ
に
生
き
る
人
、
学
ん
だ

子
ど
も
、
想
い
を
寄
せ
る
す
べ
て
の
人
の
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
ま
す
。」
と

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
全
校
児
童
が
歌
と
、

東
沢
小
学
校
で
の
思
い
出
や
将
来
の
夢
を
発

表
し
ま
し
た
。
全
校
児
童
が
一
生
懸
命
歌
う

姿
に
、
会
場
の
参
加
者
た
ち
は
涙
を
流
し
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
閉
校
記
念
碑
と
、
子
ど
も
た
ち

が
彫
っ
た
石
板
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
温
か

い
雰
囲
気
で
式
典
は
閉
じ
ま
し
た
。

▲文字を掘った石板と記念碑はいつまでもこの地に

▲小学生も、卒業生も一緒に校歌を歌った

地域とそして都市部との交流を大切にしてきた１１４年

町報かわにし　4平成３０年４月１５日

地
元
の
偉
人
を
後
世
に
伝
え
る
紙
芝
居
を
製
作

～
小
汐
山
を
題
材
「
日
本
一
の
力
持
ち
」
を
寄
贈
～

　

3
月
9
日
㈮
、小
林
幸
子
さ
ん
（
上
小
松
）

か
ら
、
玉
庭
村
（
現
在
の
玉
庭
地
区
）
に
生

ま
れ
、
江
戸
相
撲
で
大
関
を
破
っ
た
小お

し
お
や
ま

汐
山

を
題
材
に
し
た
「
日
本
一
の
力
持
ち
」
と
い

う
全
17
枚
か
ら
な
る
紙
芝
居
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　地
元
の
偉
人
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
、小
林
さ
ん
が
製
作
し
た
紙
芝
居
は
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
や
町
内
各
小
学
校
で

今
後
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
町
フ
レ
ン
ド
リ

ー
プ
ラ
ザ
（
☎
46
ー
３
３
１
１
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲紙芝居を寄贈いただいた小林幸子さん（右）

3/9

住
民
の
手
で
生
み
出
す
地
域
の
元
気

　
　
　
　
　
　
　～
平
成
29
年
度
川
西
町
を
元
気
に
す
る
活
動
報
告
会
～

　3
月
18
日
㈰
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
町
及
び
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

構
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
行
っ
た
団
体
の
活
動
報
告
会
が
行
わ

れ
、
活
動
の
テ
ー
マ
は
違
え
ど
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
地
域
へ
の
想
い
を

共
有
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　講
評
者
で
あ
る
と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会

代
表
理
事
の
廣
瀬
隆
人
氏
よ
り
総
括
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
視

点
や
、
若
者
・
青
年
教
育
の
重
要
性
が
述
べ

ら
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
活
動
へ

の
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
て
い
ま
し
た
。

▲事業報告を通して成果や課題を参加者で共有

3/18

江
戸
時
代
の
享
保
雛
と
郷
土
料
理
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
20
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

　３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
、
玉
庭
地
区
で
、

20
回
目
の
「
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
地
区
内
８
カ
所
で
享
保
雛
や
古
今
雛
な

ど
お
雛
様
の
展
示
と
お
も
て
な
し
料
理
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
心
温
ま
る
お
も
て
な
し

に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
２
日
間
で
約
８
０

０
名
の
参
加
者
は
、
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し

の
中
、
玉
庭
地
区
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　第
20
回
を
数
え
る
今
回
は
、
町
内
音
楽
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
や
20
周
年

記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
50
年
ぶ
り
に
お
披
露
目
さ
れ
た
古

今
雛
を
見
よ
う
と
、
カ
メ
ラ
を
手
に
、
地
区

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

3/24
～25

▲郷土料理のおもてなしも楽しみのひとつ

▲享保雛を写真に収める参加者たち

▲リコーダーアンサンブル「花音」の記念コンサート

町報かわにし　28平成３０年４月１５日

　初めて東沢小学校がなくなると聞いた
ときはびっくりして悲しくなりましたが、
本当に楽しい思い出がたくさんあります。
たった２年間でしたが東沢小学校で勉強で
きて本当によかったです。ありがとう東沢
小学校。ずっと大好きだよ。

ありがとう、大好きな東沢小学校

　私も東沢小学校にはたくさんの楽しかっ
た思い出があります。そんな母校の閉校は、
子どもの教育環境を考えると「仕方ないの
かな」というのが本音です。閉校式は子ど

　小松小学校では大勢の友達とドッヂボールなどをして遊ぶの
が楽しみです。たくさんの友達と早く仲良くなりたいです。

小松小学校３年生　情野　廉
れん
くん

子どもたちの一生懸命な歌声に感動
東沢小学校ＰＴＡ　学年部長
　　　　　　　　　佐藤　善一さん

もたちの歌声や発表が体育館中に響き渡っていて感動しました。
　小松小学校は、子どもたちにとって「友だちが多く、楽しい
ことがいっぱい増える」という期待が大きいです。

明治
　６年度 上奥田分校開設（東泉院）

３６年度大舟尋常小学校の新校舎を現在地に建設

大正
１５年度 東沢高等尋常小学校設置

昭和
１５年度

舟山の地に東沢公衆グラウン
ド開設

２６年度小中学校新校舎落成

３０年度町村合併により町立東沢小学校に

５８年度教育の森整備、校旗掲揚塔設置、中学校記念植樹

５９年度
全国へき地教育研究大会山形
大会第 6 分科会会場として、
小規模・複式学級の特性を生
かした先駆的な公開研究発表

６１年度学校文集「東の子」創刊

平成　　
３年度

山村留学協力会設立

みちのく東沢やんちゃ留学短
期留学実施（４泊 5日）

４年度第 1回長期留学 2名、短期留学 34名を受け入れ

５年度
創立 90 周年記念風土記、記
念誌、同窓生名簿発刊

やんちゃ留学同窓会開催

６年度全国小中学校環境教育賞「優秀賞」受賞

８年度県教育委員会「学校給食優良校」受賞

１２年度全学年で東京都町田市を訪問

１５年度創立 100周年記念式典挙行

１７年度町 50 周年を記念し、グラウンドに 50本の桜植樹

１８年度
ＰＴＡ会報「やまびこ」が県
学校新聞コンクールＰＴＡ新
聞部門に入選

２３年度山村留学 20 周年記念事業を開催

２５年度県内初のコミュニティ・スクールに指定

２８年度日本ＰＴＡ全国協議会長表彰受賞

２９年度最後の卒業式、閉校記念式を挙行。１１４年の歴史に幕。

東沢小学校１１４年の歴史

▲▼記念ボードには、これまでの懐かしい写真が貼られている

▲８００名を超える子どもと交流を深めてきたやんちゃ留学

5　町報かわにし 平成３０年４月１５日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

人
生
に
退
職
は
な
い

　一
気
に
雪
解
け
が
進
み
、
春
満
開
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
度
を
迎
え
、
総
会
な
ど
で

交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
事
務
局
職
員
、
自
治
会
長

さ
ん
な
ど
交
代
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。
新
任
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
役
場
も
８
人
が
退
職
、
人
事

異
動
で
担
当
が
変
わ
っ
た
り
新
採
職
員
が
配
置

さ
れ
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た

な
業
務
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　先
月
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
て
い
て
大
変

感
動
し
ま
し
た
。
登
場
し
た
の
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
出
身
で
、
平
成
18
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
さ
ん

で
す
。
彼
は
貧
し
い
農
村
社
会
を
変
革
す
る
た

め
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
設
立
、
貧
困
層
に
少
額

の
資
金
を
低
金
利
・
無
担
保
で
融
資
、
そ
の
資

金
を
元
手
に
仕
事
を
始
め
経
済
的
自
立
を
促
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
女
性
へ
の
融
資
が
多
く
、

手
仕
事
を
通
じ
商
品
を
製
作
、
販
売
し
た
お
金

で
生
活
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
学
校
に
通
い
、
一
日
３
回
の
食
事
を
し
、

清
潔
な
水
を
飲
み
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ
と
雨
漏

り
の
し
な
い
家
を
持
ち
、
ロ
ー
ン
を
返
済
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
立
を
促
す
小
規
模
融

資
制
度
が
今
で
は
60
か
国
に
広
が
り
貧
困
対
策

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
77
歳
の
今
も
世
界
中
を

飛
び
回
り
貧
困
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ユ
ヌ
ス
さ
ん
は
「
人
生
に
定
年
退
職
は
な
い
。

退
職
を
迎
え
た
人
は
高
齢
者
で
は
な
く
、
人
生

の
第
二
段
階
と
い
う
べ
き
で
、
こ
の
第
二
段
階

こ
そ
何
か
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
話
し
ま
し

た
。
定
年
を
迎
え
た
方
は
、
長
い
職
業
経
験
に

よ
り
専
門
的
な
知
識
、
技
術
、
資
金
、
人
脈
、

生
活
費
を
稼
ぐ
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
自
分
自
身

が
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
時
間
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
こ
そ
が
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
か
ら
で
す
。
身
の
周
り
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
役
立
つ
こ
と
、
助
け
合
い
に

参
加
す
る
こ
と
、
意
欲
の
あ
る
若
い
人
と
起
業

す
る
こ
と
な
ど
、
チ
ャ
ン
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
言
を
聞
い
て
、
私
は
勇
気

が
湧
き
ま
し
た
。
長
い
人
生
で
培
わ
れ
た
経
験

や
技
術
は
宝
物
で
す
。
歳
を
重
ね
熟
練
し
た
経

験
は
若
者
や
子
供
た
ち
に
素
直
に
伝
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
ユ
ヌ
ス
さ
ん
は
最
後
に
「
退
職
と
い

う
言
葉
を
世
界
か
ら
な
く
し
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
が
、
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
「
生
涯

現
役
」
が
浮
か
び
ま
し
た
。
私
も
還
暦
を
過
ぎ

多
く
の
友
人
が
定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
か
ら
こ
そ
が
何
か
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」

と
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　

  

　

第
72
回

　３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

　こ
の
度
４
月
末
を
も
っ
て
３
年
間

の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　私

は
主
に
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ

ン
教
室
や
脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
i
P
a
d
を
使
っ
た
脳
の
若
返
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
通
じ
た
交
流
の

場
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
に
は
時
に
子
ど
も
や
孫
の

よ
う
に
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
、

む
し
ろ
地
域
や
人
生
に
つ
い
て
な
ど

教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
活
動
は
ゆ
る
や
か
な

ペ
ー
ス
で
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
同
世
代
の

仲
間
と
と
も
に
、「
こ
ま
つ
☆
ん
め

も
ん
プ
ロ
レ
ス
」
や
「
こ
ど
も
ふ
く

☆
こ
う
か
ん
会
」
を
開
催
し
た
り
、

地
区
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
手

伝
い
と
し
て
参
加
し
た
り
と
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
仲
間
と

と
も
に
築
き
上
げ
る
楽
し
さ
や
達
成

感
、
課
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
感
じ
た
事
や
経

験
を
今
後
も
色
々
な
場
面
で
活
か
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　今
思
え
ば
協
力
隊
と
し
て
３
年
間

は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
ご
心
配
、

ご
迷
惑
も
掛
け
し
ま
し
た
が
、
そ
の

た
び
ご
協
力
・
応
援
し
て
下
さ
っ
た

地
域
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

川
西
町
に
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
活
動
報
告
集
完
成
】

　平
成
29
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告
集
「
ち
ま
る
の
し
ご

と
２
０
１
７
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
の
派
遣
活
動
か
ら
自

主
活
動
、
農
業
研
修
、
遅
筆
堂
文
庫

で
の
活
動
な
ど
隊
員
ご
と
、
多
岐
に

渡
る
活
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
求
め
の
方
は
町
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
42
ー
６
６
１
３
）、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
メ
ー
ルchim

aru@
m
s5.

om
n.ne.jp

ま
で
！

　
　
　
　
　
　窪
村

　郁
子▲好評だった脳若トレーニング

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

特集：別れではなく、新たなスタート
高山小学校・東沢小学校閉校

学
区
再
編
ま
で
の
経
過

【
平
成
25
年
】

○
５
月
27
日

　「あ
す
の
川
西
町
の
小
学
校
を
考
え
る
協

　議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
第
１
回
協
議
会
を

　開
催

○
９
月
～
12
月

　幼
児
施
設
、
小
学
校
、
各
地
区
を
対
象
に

　懇
談
会
を
開
催

【
平
成
26
年
】

○
９
月
～
11
月

　幼
児
施
設
、
小
学
校
、
各
地
区
を
対
象
に
、

　懇
談
会
を
開
催

○
12
月
９
日

　第
７
回
協
議
会
を
開
催（
答
申
書
の
確
認
）

○
12
月
16
日

　協
議
会
の
検
討
内
容
を
、
町
教
育
委
員
会

　に
答
申

【
平
成
27
年
】

○
１
月

　町
教
育
委
員
会
が
、
協
議
会
の
答
申
を
基

　に
「
川
西
町
立
小
学
校
再
編
整
備
計
画
」

　を
策
定

○
７
月

　犬
川
小
学
校
区
、
高
山
小
学
校
区
、
東
沢

　小
学
校
区
、
玉
庭
小
学
校
区
で
学
区
再
編

　検
討
委
員
会
が
立
ち
上
が
る

【
平
成
28
年
】

○
２
月

　東
沢
小
学
校
区
で
学
区
再
編
実
施
が
決
定

○
４
月

　高
山
小
学
校
区
で
学
区
再
編
実
施
が
決
定

４
つ
の
小
学
校
で
再
編
を
検
討

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
少
子
化
に
よ
る
児

童
の
減
少
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

平
成
25
年
度
に
小
学
校
の
学
区
再
編
と
将
来

の
小
学
校
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
あ
す
の

川
西
町
の
小
学
校
を
考
え
る
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
「
学
区
再
編

の
基
本
的
な
考
え
方
と
ル
ー
ル
を
協
議
し
て

い
た
だ
き
、
町
教
育
委
員
会
に
答
申
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を

基
に
、
平
成
27
年
１
月
に
「
川
西
町
立
小
学

校
再
編
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
27
年

２
校
の
閉
校
ま
で
を
振
り
返
る

▲高山小学校閉校記念碑の除幕式

年度 高山小学校 東沢小学校

昭和 22年 37人（最多）47人（最多）

平成 20年 7人 5人

平成 21年 2人 4人

平成 22年 3人 5人

平成 23年 なし 5人

平成 24年 6人 7人

平成 25年 2人 7人

平成 26年 7人 8人

平成 27年 6人 2人

平成 28年 3人 4人

平成 29年 5人 7人

卒業生合計 592人 2,111 人

高山小学校・東沢小学校卒業生の推移

～

年度 出生者数

平成 20年 121人

平成 21年 99人

平成 22年 121人

平成 23年 103人

平成 24年 114人

年度 出生者数

平成 25年 93人

平成 26年 90人

平成 27年 100人

平成 28年 92人

平成 29年 93＝人

川西町の出生者数の推移

度
に
は
犬
川
、
高
山
、
玉
庭
、
東
沢
の
各
小

学
校
区
で
、
学
区
再
編
検
討
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
、
学
区
再
編
が
必
要
な
の
か
、
再
編

の
場
合
は
ど
こ
の
学
校
に
通
う
の
が
望
ま
し

い
の
か
な
ど
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
高
山
小
学
校
と
東
沢
小
学
校
で
「
学

区
再
編
の
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
至

り
ま
し
た
。

　今
回
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
町
教
育
委

員
会
が
地
域
に
対
し
て
学
区
再
編
を
勧
め
る

も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
、
保
護
者
の

方
々
で
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
み
な

さ
ん
の
意
向
を
最
優
先
に
学
区
再
編
の
結
論

を
出
す
と
い
う
進
め
方
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

町報かわにし　6平成３０年４月１５日 町報かわにし　26平成３０年４月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●５月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

● 5 月のおはなし会　おはなしのへや
　５月 12 日㈯　午前 11 時～ 11 時 30 分
　紙芝居と絵本の読み聞かせ。みんなきてね！

こどもの本

おとなの本
『ついつい出ちゃう！日本人のかんちがい英語』

ゲーリー・スコット・ファイン著　
高橋書店刊
　今まで習ってきた英語、使えないもの
もたくさんあるそうです。海外旅行など
で誤解されないよう、もう一度英語を勉
強してみるのはいかがでしょうか。

●遅筆堂文庫読書会
　５月６日㈰　午後 2 時～

●井上ひさし展示室　
　「生活者大学校 2018 で憲法を学ぶ」展

●おすすめ本のコーナー
　～こども読書週間「はじまるよ！本のカーニバル」～
　たのしい絵本がいっぱい

入
いりふねていせんたつ

船亭扇辰独演会 こまつ座第 122 回公演「父と暮せば」

■ 日時　６月２１日㈭ 　午後 2 時開演
■ 会場　フレンドリープラザホール

■ 料金　・一般：4,000 円　・会員：3,800 円
　　　　  ・青少年席（25 歳未満）：1,500 円

父と娘の「命」の会話が新たなキャストでよみがえる
■ 作：井上ひさし　■ 演出：鵜山仁
■ 出演：山崎一、伊勢佳世

『千びきおおかみ』
　　　　　　　　　　　筒井悦子再話　太田大輔絵　こぐま社刊

　旅の商人が森へ迷いこみ、木の上で一夜
を明かします。やがて夜がふけ、木の下に
は狼の群れが…。本のタイトルにもなって
いる『千びきおおかみ』をはじめ、日本の
こわい昔話が 6 話入っています。読書をは
じめた小学校 1 ～ 2 年生におすすめです。

こども読書週間の催し 4/24 ㈫～ 5/13 ㈰
✿「おはなし　たからばこ」福袋で絵本を貸出します。
✿「おはなしの森クエスト」クイズに答えてプレゼントゲット

こっけい噺、人情噺を得意とする入船亭扇辰がプラザ
寄席に再登場！客席の真ん中で名人芸が聴ける、見ら
れるというぜいたくな落語会はプラザ寄席だけ。いま、
落語は若い人に超人気です！
■ 日　　時　５月 27 日㈰ 　午後３時開演
■ 会　　場　フレンドリープラザロビー
■ 前売料金　
　一般：3,200 円（当日：3,400 円）
　会員：3,000 円（当日：3,200 円）
　高校生以下：1,700 円（当日：1,900 円）

高
山
小
学
校
学
区
再
編
検
討
委
員
会

　高
山
地
区
で
は
、
11
名
の
方
が
委
員
と
な

り
、
約
１
年
間
、
委
員
会
で
の
協
議
の
他
、

保
護
者
対
象
の
懇
談
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
対
象

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
は
、
多
く
が
「
統
合
し
た
ほ
う

が
い
い
」
と
い
っ
た
意
見
で
、「
よ
り
多
く

の
児
童
と
接
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
成
長
に

つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
「
子
ど
も
の
た
め
」

の
意
見
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
「
中
郡
小
学

校
区
へ
の
学
区
再
編
」
と
い
う
道
を
選
択
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
円
滑
な
統
合
に
向
け
た

合
同
学
習
会
の
開
催
や
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

の
通
学
案
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
仲

良
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
協
議
を
重

ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
沢
小
学
校
学
区
再
編
検
討
委
員
会

　東
沢
地
区
で
は
、
12
名
の
方
が
委
員
と
な

り
、
委
員
会
の
ほ
か
地
区
懇
談
会
、
保
護
者

向
け
の
説
明
会
な
ど
で
、
可
能
な
限
り
地
区

の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
母
親
た
ち
の
集
ま
り
で
協
議
を
行
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
多
数
が
学
区
再
編
に

対
し
て
前
向
き
な
意
見
で
し
た
。
そ
の
う
え

で
「
子
ど
も
た
ち
の
事
を
考
え
る
と
早
急
に

学
区
再
編
に
向
け
た
議
論
を
進
め
た
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　検
討
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
「
平
成
30
年
度
を
め
ど
に
小
松
小
学

校
区
に
学
区
再
編
す
る
」
と
い
う
結
論
を
出

し
ま
し
た
。
東
沢
小
学
校
区
も
高
山
小
学
校

区
と
同
様
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
い

う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
た
だ
い
た
結
果

で
す
。

　今
回
、
高
山
小
学
校
と
東
沢
小
学
校
が
そ

の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　約
５
年
間
、
多
く
の
方
が
議
論
を
重
ね
、

「
学
区
再
編
」
を
選
択
し
た
の
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
と
未
来
の
た
め
」
で
す
。
今
小

学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
こ
れ
か

ら
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

を
最
優
先
に
考
え
、
前
向
き
な
選
択
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　２
つ
の
学
校
に
通
っ
た
み
な
さ
ん
が
、
学

校
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
ず
っ
と
み
な
さ
ん

の
心
の
中
に
残
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し

▲高山小学校全校合奏。感謝の思いを込めて

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
未
来
の
た
め
に

高山小学校（上）と、東沢小学校（下）で
立派に巣立った最後の卒業生たち

て
、
今
回
の
選
択
が
地
域
の
方
々
に
と
っ
て

も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
「
前
向
き
な

選
択
」
だ
っ
た
証
し
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
新
し
い
学
校
で
、
毎
年
春
に
咲
く
桜
の
よ

う
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
成
長
し
て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。

▲東沢小学校の校内装飾

7　町報かわにし 平成３０年４月１５日
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米
沢
法
人
会
記
念
講
演
会

▼
日
時
：
5
月
21
日
㈪
　午
後
2

　時
～
3
時
30
分

▼
会
場
：
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

▼
演
題
：
戦
国
武
将
の
リ
ー
ダ
ー

　シ
ッ
プ
～
信
長
・
秀
吉
・
家
康

　に
学
ぶ
経
営
戦
略
～

▼
講
師
：
静
岡
大
学
名
誉
教
授

　小
和
田
　哲
夫
氏

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会

☎
22
ー
５
４
０
１

ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン

作
戦

▼
日
時
：
5
月
27
日
㈰
　

　午
前
6
時
集
合
（
7
時
ま
で
）

▼
会
場
・
集
合
場
所
：
フ
レ
ン
ド

　リ
ー
プ
ラ
ザ
（
小
雨
決
行
）

※
参
加
者
に
は
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ

　ン
ト
し
ま
す

▼
持
ち
物
：
軍
手
、
草
む
し
り
用

　具
な
ど

▼
申
込
：
5
月
18
日
㈮
ま
で

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会

☎
22
ー
５
４
０
１

裁
判
所
見
学
会

▼
日
時
：
5
月
16
日
㈬
　午
後
1

　時
10
分
～
3
時

▼
会
場
：
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

　所
米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
）

▼
内
容
：
裁
判
手
続
き
及
び
裁
判

　員
制
度
の
説
明
・
法
廷
見
学

▼
人
数
：
先
着
15
名

問
山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶

　務
課
　☎

22
ー
２
１
６
５

山
形
県
看
護
協
会

　
　

「
健
康
ま
つ
り
」
開
催

▼
日
時
：
5
月
12
日
㈯
　午
前
10

時
　～
午
後
3
時

▼
会
場
：
山
形
県
看
護
協
会
会
館

▼
内
容

【
1
日
ま
ち
の
保
健
室
】

①
測
定
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

　血
圧
測
定
、
健
康
相
談
な
ど

②
体
験
コ
ー
ナ
ー

　ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

③
白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影

　ナ
ー
ス
の
お
仕
事
体
験
と
記
念

　撮
影

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

４・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

5月14日㈪・28日㈪
午前 8 時 30 ～
　　　　　午後 5 時 15 分

町健康福祉課 町健康福祉課
☎ ４２－６６４０

弁護士
消費生活相談

５月 9 日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 ５月 16 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

５月

期　間 当番店（社） 電話番号

４月９日～15日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

4 月16日～22日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

4 月23日～29日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

４月30日～5 月6日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

5 月7日～13日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

5 月１4日～20日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

▼
参
加
費
：
無
料

問
山
形
県
看
護
協
会

☎
０
２
３
ー
６
８
５
ー
８
０
３
３

日
本
酒
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

試
飲
会

　I
W
C
「
S
A
K
E
部
門
」

や
ま
が
た
開
催
記
念
。
I
W
C

出
品
酒
の
ほ
か
県
産
酒
が
楽
し
め

る
一
般
向
け
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
：
5
月
20
日
㈰
　午
前
11

催

　
　
し

　時
～
午
後
4
時

▼
会
場
：
米
沢
市
営
体
育
館

▼
チ
ケ
ッ
ト
価
格
：（
お
猪
口
、
　

　I
W
C
酒
５
杯
、
地
酒
５
杯
）

○
前
売
り
：
2
0
0
0
円

　
　（４
月
12
日
か
ら
販
売
開
始
）

○
当
日
：
2
5
0
0
円

問
I
W
C
２
０
１
８
「
S
A
K

　E
部
門
」
や
ま
が
た
開
催
支

　援
委
員
会

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
５
４
２

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

　介
護
保
険
料
は
、高
齢
者
人
口
、

被
保
険
者
数
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
者
数
な
ど
の
増
加
に
伴
う
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
量
及
び
第
１
号
被

保
険
者
の
負
担
割
合
（
前
期
計
画

よ
り
１
％
増
加
し
23
％
）
な
ど
か

ら
算
出
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

　な
お
、
個
人
ご
と
の
介
護
保
険

料
は
、
７
月
中
旬
頃
に
送
付
す
る

納
入
通
知
書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

 
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
！

　
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
の

介
護
保
険
事
業
計
画
時
に
見
直
さ

れ
ま
す
。
町
で
は
、
今
年
３
月
に

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
7

期
）
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き

介
護
保
険
料
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

各段階ごとの保険料率と保険料（年額）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
段　階 対　象　者 保険料率 保険料（年）

第１段階
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税の人
・世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額（※）の合
計が 80 万円以下の人

基準額× 0.50 35,400

第２段階 世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
が 80 万円を超え 120 万円以下の人 基準額× 0.75 53,100

第３段階 世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
が 120 万円を超える人 基準額× 0.75 53,100

第４段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の人 基準額× 0.90 63,720

第５段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円を超える人 基準額× 1.00 70,800

第６段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 基準額× 1.20 84,960

第７段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満
の人 基準額× 1.30 92,040

第８段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満
の人 基準額× 1.50 106,200

第９段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 300 万円以上の人 基準額× 1.70 120,360

項　目
第 6 期 第 7 期

 Ｈ 27 年度  Ｈ 28 年度  Ｈ 29 年度  Ｈ 30 年度  Ｈ 31 年度  Ｈ 32 年度

総人口（人） 16,197 15,873 15,605 15,301 14,997 14,692

被保険者数（人） 5,306 5,387 5,444 5,453 5,459 5,492

うち 65 ～ 74 歳 2,225 2,310 2,428 2,529 2,582 2,683

うち 75 歳以上 3,081 3,077 3,016 2,924 2,877 2,809

高齢化率（％） 32.7 33.9 34.9 35.6 36.4 37.4

認定者数（人） 984 1,007 1,017 1,041 1,062 1,078
第 1 号被保険者の
認定数（％） 18.1 18.3 18.2 18.6 18.9 18.9

※平成 29年度からの各項目の数値は見込値になります。
※被保険者数、高齢化率及び介護認定者数は年々増加していく見込みです。

町の総人口の推移と今後の見込値

 平成 30 年からの
　　　　　介護保険料
○基準額 70,800 円
　（月額 5,900 円）
※月額前期比 500 円増

※「合計所得金額」とは、租税特別措置法に規定される長期譲渡所得または短期譲渡所得を控除した額（第１～９段階の人） 
　と年金収入に係る所得を控除した額（第１～５段階の人）を指します。

町報かわにし　8平成３０年４月１５日 町報かわにし　24平成３０年４月１５日

県
管
理
河
川
の
支
障
木

を
無
償
で
提
供
し
ま
す

　県
で
は
良
好
な
河
川
環
境
を
保

つ
た
め
伐
採
し
た
支
障
木
を
、
薪

ス
ト
―
ブ
や
キ
ノ
コ
の
ほ
だ
木
な

ど
へ
の
利
用
を
希
望
す
る
一
般
の

方
に
、
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

▼
提
供
期
間
：
５
月
23
日
㈬
～

※
無
く
な
り
次
第
終
了
（
土
日
祝

　日
を
除
く
）

▼
提
供
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後

　４
時

▼
提
供
場
所
：
鬼
面
川
橋
下
流
西

　側
河
川
敷
（
米
沢
市
六
郷
町
西

　藤
泉
地
内
）

▼
受
付
け
開
始
日
時
：
４
月
24
日

　㈫
午
前
９
時
～
（
要
申
込
み
）

※
詳
細
は
置
賜
総
合
支
庁
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
河
川
砂

　防
課

　☎
26
ー
６
０
８
５

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
①
助
産
師

②
看
護
師
　③
薬
剤
師

④
作
業
療
法
士
　⑤
理
学
療
法
士

⑥
言
語
聴
覚
士
⑦
臨
床
検
査
技
師

▼
採
用
予
定
人
員
：
①
4
名
程
度

　②
33
名
程
度
　③

3
名
程
度
　

　④
～
⑦
若
干
名

▼
受
験
資
格
：

【
①
②
】
昭
和
49
年
4
月
2
日
以

　降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
当
該
職

　種
の
免
許
を
有
す
る
方
も
し
く

　は
平
成
31
年
6
月
30
日
ま
で
に

　当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

　の
方

【
③
～
⑦
】
昭
和
59
年
4
月
2
日

　以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
当
該

　職
種
の
免
許
を
有
す
る
方
も
し

　く
は
平
成
31
年
6
月
30
日
ま
で

　に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込

　み
の
方

▼
採
用
予
定
年
月
日
：

　平
成
31
年
4
月
1
日

※
但
し
、
①
～
⑤
に
つ
い
て
既
に

　資
格
を
有
す
る
方
は
平
成
30
年

　度
中
途
の
採
用
も
可
能
で
す
。

▼
試
験
期
日
：
5
月
27
日
㈰

▼
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
付
期
限
：
5
月
17
日
㈭
必
着

▼
試
験
案
内
：
置
賜
広
域
病
院
企

　業
団
事
務
局
総
務
企
画
課
等
で

　配
布
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

　ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

問
山
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
総
務

　企
画
課
職
員
係

☎
46
ー
５
０
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
・
乙
種
（
全

　類
）・
丙
種

①
第
１
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
９
日
㈯
午
前
中

▼
試
験
会
場
：
米
沢
市
、
村
山
市

▼
受
付
：
4
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

②
第
2
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
16
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
山
形
市
、
酒
田
市

▼
受
付
：
５
月
７
日
㈪
～
17
日
㈭

③
第
３
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
23
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
寒
河
江
市

　鶴
岡
市

▼
受
付
：
５
月
14
日
㈪
～
24
日
㈭

④
第
４
回
試
験

▼
期
日
：
７
月
14
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
新
庄
市
、
長
井
市

▼
受
付
：
５
月
28
日
㈪
～
６
月
７

　日
㈭

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
（
全
類
）・

　乙
種
（
全
類
）

①
第
1
回
試
験

▼
期
日
：
5
月
26
日
㈯
　午
前
中

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
受
付
期
間
：
4
月
19
日
㈭
ま
で

②
第
２
回
試
験

▼
期
日
：
９
月
15
日
㈯
　午
前
中

▼
会
場：山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ・

　酒
田
産
業
会
館

▼
受
付
期
間
：
７
月
23
日
㈪
～
8

　月
2
日
㈭

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会

▼
期
日
：

①
乙
種
第
4
類
：
5
月
24
日
㈭
・

　25
日
㈮

②
丙
種
：
5
月
24
日
㈭

▼
講
習
会
場
：
両
日
と
も
米
沢
市

　す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
：
①
１
０
０
名

　②
20
名

▼
受
付
期
間
：
4
月
16
日
㈪
～

　5
月
14
日
㈪
（
定
員
に
な
り
次

　第
締
切
）

問
川
西
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務

　局
（
川
西
消
防
署
内
）

☎
42
ー
３
７
０
０

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘
こ

だ
ま
寮
職
員
募
集

▼
勤
務
地
：
コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

　こ
だ
ま
寮

▼
募
集
人
数
：
男
女
と
も
若
干
名

　（契
約
職
員
）

▼
内
容
：
知
的
障
害
の
あ
る
大
人

　の
方
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
や

　活
動
の
支
援
（
変
則
勤
務
）

問
こ
だ
ま
寮

☎
46
ー
３
１
０
０

ア
グ
リ
ウ
ー
マ
ン
塾 

　

受
講
生
募
集

　農
業
経
営
に
意
欲
的
な
若
い
女

性
農
業
者
を
対
象
に
、
実
践
力
と

経
営
感
覚
を
養
う
養
成
塾
で
す
。

▼
研
修
期
間
：
全
５
回

▼
募
集
人
員
：
20
名
程
度

　（概
ね
40
歳
未
満
の
方
）

▼
会
場
：
村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎

　（山
形
市
）
ま
た
は
西
村
山
地

　域
振
興
局（
寒
河
江
市
）（
予
定
）

▼
受
講
料：無
料
（
要
実
費
負
担
）

▼
申
込
み
：
置
賜
総
合
支
庁
農
業

　技
術
普
及
課
ま
で
（
５
月
８
日

　締
め
切
り
）

問
山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３
ー
22
ー
８
７
９
４

試
験
案
内

募

　
集

お
知
ら
せ

 

介
護
保
険
制
度
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
！

　平
成
12
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
及
び
介
護
認
定
者
が
増
加
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
も
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
が
自
立
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
く
て
も
楽
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
３
年
ご
と
に
制
度

が
見
直
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
今
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　10
月
か
ら
、
貸
与
価
格
の
バ
ラ

つ
き
を
抑
制
し
、
適
正
価
格
で
の

貸
与
を
確
保
す
る
た
め
、
国
か
ら

福
祉
用
具
の
商
品
ご
と
に
全
国
平

均
貸
与
価
格
の
公
表
と
、
貸
与
価

格
の
上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　利
用
者
が
福
祉
用
具
を
借
り
る

場
合
は
、
事
業
者
か
ら
全
国
平
均

価
格
と
そ
の
事
業
者
の
価
格
の
両

方
の
説
明
を
受
け
ま
す
。

　ま
た
、
４
月
か
ら
機
能
や
価
格

帯
の
異
な
る
複
数
の
商
品
の
提
示

を
受
け
、
福
祉
用
具
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
は
、
所
得
に
よ
り
１
割
も
し
く

は
２
割
負
担
で
し
た
が
、
８
月
か

ら
２
割
負
担
の
方
の
中
で
特
に
所

得
の
高
い
方
の
負
担
割
合
が
３
割

負
担
に
な
り
ま
す
。

【
３
割
負
担
の
要
件
】

○
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万
円

　以
上

○
年
金
収
入
と
合
計
所
得
金
額

　（年
金
以
外
）
の
合
計
が
　
　

　３
４
０
万
円
（
世
帯
内
に
本
人

　以
外
に
第
１
号
被
保
険
者
が
い

　る
場
合
は
４
６
３
万
円
）
以
上

※
な
お
、
負
担
割
合
が
３
割
負
担

　に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
７
月

　末
頃
に
送
付
す
る
「
介
護
保
険

　負
担
割
合
証
」
に
て
お
知
ら
せ

　し
ま
す
。

介
護
医
療
院
の
創
設

　今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
慢

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　高
齢
者
と
障
が
い
者
が
同
一
の

事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
、
介
護
保
険
と
障
が

い
福
祉
の
両
制
度
に
新
た
に
「
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
、

高
齢
・
障
が
い
な
ど
の
枠
を
超
え

た
横
断
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
本
町
や
近
隣
市
町
で
は
、
現
時

　点
で
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

　事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
用
具
貸
与
価
格
の

平
均
価
格
が
公
表
さ
れ
ま
す

高
所
得
利
用
者
の

負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

第
２
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
に
総
報
酬
割
が
導
入

　介
護
保
険
制
度
の
財
源
の
一
部

は
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医
療

保
険
者
が
負
担
す
る
介
護
保
険
料

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
料
の
負
担
方
法
は
医
療
保
険
者

ご
と
に
加
入
割
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
個
々
の

負
担
能
力
（
報
酬
額
）
に
応
じ
た

負
担
と
す
る
た
め
『
総
報
酬
割
』

が
一
部
導
入
さ
れ
、
段
階
的
に
移

行
さ
れ
ま
す
。

Ｈ 30
年度

Ｈ 31
年度

Ｈ 32
年度

総報酬導入
の医療保険
者割合

１／２ ３／４ 全面
導入

性
期
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
の
た
め
、「
日
常
的
な
医
学

管
理
が
必
要
な
重
介
護
者
の
受
け

入
れ
」
や
「
看
取
り
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
等
の
機
能
と
、「
生
活
施
設
」

と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
新

た
な
介
護
保
険
施
設
「
介
護
医
療

院
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　現
在
の
介
護
療
養
型
医
療
施
設

（
介
護
療
養
病
床
）
は
、
医
療
保

険
の
適
用
さ
れ
る
医
療
療
養
病
床

と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
た

め
廃
止
さ
れ
、
経
過
措
置
と
し
て

他
施
設
へ
の
転
換
期
限
は
平
成
35

年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
本
町
や
近
隣
市
町
で
は
、
現
時

　点
で
新
設
や
転
換
す
る
施
設
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

問
町
健
康
福
祉
課 

介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

　　　お気軽にご相談にお越しください！
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公
立
置
賜
総
合
病
院
　川
西
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　渋
間
　久
　所
長

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
13
回
　糖
尿
病
の
重
症
化
予
防

臓
病
が
進
行
し
て
透
析
治
療
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
人
の
半
数
近
く
は
糖

尿
病
の
悪
化
に
よ
る
も
の
で
、
全
国
で
年

間
１
６
０
０
０
人
に
上
り
ま
す
。
ま
た
網

膜
症
の
進
行
に
よ
り
毎
年
３
０
０
０
人
が

失
明
し
て
い
ま
す
。

　予
備
群
の
う
ち
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
理

解
し
て
、
食
事
療
法
・
運
動
療
法
を
開
始

す
る
か
、
軽
症
の
う
ち
に
内
服
治
療
を
開

始
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
合

併
症
を
発
症
す
る
こ
と
な
く
、
健
康
寿
命

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
診
を

受
け
て
、
予
備
群
の
う
ち
に
か
か
り
つ
け

医
や
町
健
康
福
祉
課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

　平成
30
年
度
の
健
康
に
関
す
る
町
の
重

点
取
り
組
み
施
策
と
し
て
、「
糖
尿
病
・

慢
性
腎
臓
病
重
症
化
予
防
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　町
で
は
、
約
１
０
０
０
人
の
治
療
を
要

す
る
糖
尿
病
の
方
、
ま
た
約
１
０
０
０
人

の
予
備
群
（
H
b
A
1
c
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
が
６・
０
～
６・
４
％
）

の
方
が
い
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
糖
尿
病

が
重
症
化
す
る
と
、
慢
性
腎
臓
病
・
網
膜

症
・
神
経
障
害
と
い
う
三
大
合
併
症
の
ほ

か
に
、高
血
圧
症・高
脂
血
症
と
あ
い
ま
っ

て
脳
梗
塞
や
、
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
重
大

な
病
気
に
な
り
易
く
な
り
ま
す
。
慢
性
腎

診察日と診療科目
第１診察室 第２診察室

月
総合診療科内科　渋間所長火

水 整形外科山川医師
（第 2・4 週）

木 総合診療科
外科 山田医師

総合診療科
内科 渋間所長 外科　東医師

金 総合診療科
内科　渋間所長

内科（週交替）
・安日医師
・塚本医師

内科
塚本医師
（隔週）

※受付：午前８時３０分～１１時３０分　午後１時３０分～３時３０分
※診察：午前９時～正午　午後２時～４時（第３火曜日：往診）
※安日医師の専門：糖尿病などの内分泌科
※塚本医師の専門：呼吸器科

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
が
や
き
の
丘
　☎
42
ー
５
０
０
０

▼
対
象
地
区

　小松
・
中
郡
（
下
奥
田
）

　
　
　
　
　
　玉庭
・
東
沢

【
健
康
や
介
護
の
こ
と
】

○
今
の
健
康
を
維
持
し
た
い

○
体
操
教
室
に
参
加
し
た
い

○
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

　た
い

○
体
調
が
悪
く
不
安
が
あ
る

【
財
産
や
権
利
の
こ
と
】

○
１
人
暮
ら
し
で
財
産
の
管
理
が
心
配

○
悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
た
か
も

○
虐
待
を
受
け
て
い
る
か
も

【
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
】

○
近
所
に
住
む
高
齢
者
が
最
近
閉
じ
こ
も

　り
が
ち
で
心
配

○
認
知
症
か
気
に
な
る
（
物
忘
れ
な
ど
）

そ
よ
風
の
森
　☎
46
ー
２
１
２
１

▼
対
象
地
区

　大
塚
・
犬
川
・
中
郡
（
下

　
　
　
　
　
　奥
田
除
く
）・
吉
島

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
日
程
は
、
行
事
予

定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
住
み

慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
介

護
、
健
康
、
福
祉
、
虐
待
防
止
、
権
利
擁

護
な
ど
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
や
問
題
に
対
応
す
る
総
合
相

談
窓
口
で
健
康
福
祉
課
内
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
役
場
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
ご

自
宅
へ
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
も
し
く
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い
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町

　長

　原

　田

　俊

　二
　
　副
町
長

　山

　口

　俊

　昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
長

　小

　野

　庄

　士

平成 30年度　川 西 町 職 員 配 置
調
整
監

　鈴
木
清
隆

総
務
課

　課
長

　
（
鈴
木
清
隆
）

行
政
管
理
主
幹

　原
田
智
和

　総務
主
査

　奥村
大
祐

　経
営
管
理
主
査

　鈴
木
和
子

　主
事

　朽
木

　惇
、
千
葉
有
生
子
、

　
　
　
　
（
渡
部

　大
）

危
機
管
理
主
幹

　五
十
嵐
義
文

　危
機
管
理
主
査

　前
山
律
雄

契
約
管
財
主
幹

　伊
藤
勝
彦

　

　管
財
主
査

　
小
倉
繁
樹

　

　契
約
検
査
主
査
（
伊
藤
勝
彦
）

　主
事

　宮
田
将
大

自
動
車
運
転
手

　齋
藤
広
則
、竹
田
牧
人
、

　川
崎
政
弘
、
竹
田
博
昭
（
再
任
用
）

総
務
課
付

　置賜
広
域
病
院
企
業
団
派
遣

　主
幹

　坂
野
成
昭
、
田
中
和
広

　

　主
査

　梶
山
由
美
、
米
野

　宏

山
形
県
派
遣

　
主
事

　須
貝
健
斗

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　広域
連
合
派
遣

　主
事

　鈴
木
健
久
朗

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　川西
消
防
署
併
任

課
長

　新
藤
兼
一

　

　主
幹

　金
子
幸
夫

　主
査

　遠
藤

　亘

未
来
づ
く
り
課

　課
長

　井
上
憲
也

政
策
調
整
主
幹

　金
子
征
美

　政策
調
整
主
査

　石田
英
之

　

　主
任

　笹

　龍
太
（
県
か
ら
派
遣
）

　主
事

　髙
橋
知
希

財
政
主
幹

　中
山
宗
隆

　財
政
主
査

　
（
中
山
宗
隆
）

　
主
事

　
田
村
直
之
、
今
野
あ
い

未
来
創
造
室

　室長

　

 

遠
藤
準
一

未
来
創
造
主
幹

　有
坂
強
志

　未
来
創
造
主
査

　平
田
一
則

　主
事

　遠
藤

　渡
、
小
林
駿
太

住
民
生
活
課

　課長

　滝田
浩
一

戸
籍
住
民
主
幹

　内
谷
浩
美

　戸
籍
住
民
主
査

　齋
藤
久
美
子

　主

　事

　猪
野
春
香
、
寒
河
江
桜
子

　

　主
事
補

　大
河
原
綾
乃
、

　
　
　
　
　小
関
未
夢
（
新
規
採
用
）

生
活
環
境
主
幹

　今
野
辰
也

　生
活
安
全
主
査

　緒
形
成
美

　

　環
境
衛
生
主
査

　
（
今
野
辰
也
）

　主
任

　孫
田
之
絵

　主
事

　江
袋
征
太

　主
事
補

　髙
田
翔
汰
（
新
規
採
用
）

健
康
専
門
員

　
井
上
道
子

　健
康
主
査

　小
野
久
仁
子
、
岡
﨑
ま
き

　主
任
（
保
健
師
）

　

 

吉
村
恵
美
子

　保
健
師

　齋
藤
美
咲
、

　
　
　
　
　黒
木
紫
帆
（
新
規
採
用
）

　管
理
栄
養
士

　原

　美
沙
子

介
護
支
援
主
幹

　小
林
俊
一

　

　介護
支
援
主
査

　伊藤
聡
子

　

　主
任

　一
條
恵
美
、
髙
橋
利
幸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　所
長
（
鈴
木
浩
之
）

　副
所
長

　安
藤
美
樹

　包
括
支
援
専
門
員

　淀

　ひ
ろ
み

　主
任
（
保
健
師
）

　推
名
志
保

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
鈴
木
浩
之
）

会
計
管
理
者

　後藤
哲
雄

税
務
会
計
課

　課長

　
（
後
藤
哲
雄
）

町
税
主
幹

　鈴
木

　玄

　住
民
税
主
査

　中
野
ゆ
か
り

　

　資
産
税
主
査

　渡
部
浩
明

　

　主
任

　菊
地
絵
梨
子
、
平

　百
合
、

　
　
　
　

 

須
貝
真
奈
美

　

　主
事

　高
橋
和
久
、
川
崎
俊
輔
、

　
　
　
　

 

髙
橋
聡
太

　

収
納
主
幹

　堀
内
広
幸

　収
納
主
査

　
寒
河
江
陽
子

　

    

主
事

　
片
倉

　
壮
、
大
平
麻
人

会
計
主
幹

　髙
橋
和
恵

　出
納
主
査

　中
山 

恵

健
康
福
祉
課

　課長

　鈴木
浩
之

福
祉
主
幹

　大
滝
治
則

　福
祉
主
査

　竹
田
紀
子

　主
任

　米
野
徳
子
、
平
山
敦
子
、

　
　
　
　小
林
善
久

　主
事

　髙
橋

　司
、
髙
橋
拓
海

健
康
推
進
主
幹

　齋
藤
富
士
雄

　医
療
給
付
主
査

　黒
澤
直
樹

　

　主
任

　関
川
麻
美

　

　主
事

　加
藤

　遥
、
神
野
瑞
穂

産
業
振
興
課

　課長

　奥村
邦
彦

６
次
産
業
化
主
幹

　色
摩
良
一

　６
次
産
業
化
主
査

　髙
橋
陽
一

　

農
業
主
幹

　鈴
木
優
徳

　農
業
企
画
主
査

　嵐

　孝
久

　

　生
産
振
興
主
査

　佐
藤
朋
和

　主
事

　鈴
木

　栄
、
梅
津
智
史
、

　
　
　
　平
間

　恵
、
佐
田
宗
人

　主
事
補

　寒
河
江
一
満
（
新
規
採
用
）

商
工
観
光
主
幹

　内
谷
新
悟

　商
工
労
政
主
査

　小
形
崇
洋

　

　観
光
主
査

　大
友
登
貴
子

　

　主
任

　鷲
尾

　優

　主
事

　相
羽

　洋
、
小
形
悠
介

ま
ち
づ
く
り
課

　課長

　緒形
信
彦

地
域
振
興
主
幹

　大
河
原
孝
如

　地
域
振
興
主
査

　金
子
満
博

　

　定
住
促
進
主
査

　齊
藤
敏
明

　

　主
任

　関
川

　守

　主
事

　齋
藤
由
惟

情
報
統
計
主
幹

　安
部
博
之

　情
報
管
理
主
査

　加
藤
元
康

　広
報
統
計
主
査

　近

　祐
子

　

　主
事

　田
宮
悠
佑

4
月
20
日
㊎
　折
り
紙
で
遊
ぼ
う

5
月
2
日
㊌
　こ
ど
も
の
日
を
お
祝
い
し
よ
う
・
身
体
測
定
①

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

４
月
16
日
㊊

　５
月
21
日
㊊
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　美
郷
幼
稚
園

　５
月
１
日
㊋

　北
斗
幼
稚
園

　5
月
9
日
㊌

　

申
込
・
問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
子育て世代包括支援センターを

開設しました　
妊娠期から子育て期まで、切れ目ない支援を行いま
す。母子健康手帳の交付や、さまざまな子育て支援
事業も行います。妊娠、子育てについてお気軽にご
相談ください。

〈所　　在〉町健康福祉課　健康推進グループ内
〈業務内容〉子育てに関する各種支援、相談など
　（母子健康手帳交付は毎週月曜から金曜）

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉5 月 17 日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

対象者 受付時間
平成 28 年 5 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 5 月、平成 27 年 11 月
平成 29 年 3 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
９・１０カ月児
健康教室

期日：5 月 16 日㈬
対象：H29.7.1 ～ 8.31 生まれ

１歳６か月児
健康診査

期日：5 月 18 日㈮
対象：H28.9.1 ～ 10.31 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　　
各保険者から送付される医療費通知は、皆様の健康へ
の意識向上や重複受診の防止などを目的としたもので
す。ぜひご確認ください。

献　　血
〈期　日〉5 月 25 日㈮ 午後１時 30 分～３時 30 分
〈場　所〉町中央公民館
〈対象者〉男性：17 歳～ 69 歳
　　　　 女性：18 歳～ 69 歳
※ 65 歳以上の場合は、60 ～ 64 歳で献血した方

〈持ち物〉献血カード
〈その他〉４００ｍｌｍの献血のみになります

＊
ル
ン
ル
ン
サ
タ
デ
ー
（
1
日
開
所
日
）

　5
月
12
日
㈯

＊
育
児
相
談
（
保
健
師
来
所
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

５
月
10
日
㊍

　申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学５年生
　誕生日：４月２日～５月１日
■ 発送日 ４月２３日㈪
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ママパパ教室
〈期　　日〉5 月１５日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉５月８日㈫まで電話で申込

こあらっこ広場
〈期日・会場〉
　① 4 月 24 日㈫　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
　　子育て支援センターこあら
　② 5 月 11 日㈮　午前 11 時 30 分～ 12 時 30 分
　　生きがい交流館

〈対　象〉妊婦さん、1 歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や　
　　　　相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

▲子育て世代を全力サポートします！
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農
地
林
務
課

　課長

　阪野
正
則

農
地
主
幹

　佐
藤
紀
子

　農
地
主
査

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　主
事

　淀
野
拓
也
、
田
宮
枝
里
子
、

　
　
　
　玉
田
絵
里
子
、
原
田
恭
兵

農
村
林
務
主
幹

　今
井
俊
宏

　農
村
主
査

　
竹
田
真
也

　
林
務
主
査

　
佐
々
木
伸
治

　

地
域
整
備
課

　課
長

　吉
田
良
司

建
設
管
理
主
幹

　佐
藤
賢
一

　整
備
主
査

　後
藤

　毅

　

　都
市
計
画
主
査

　
（
後
藤

　毅
）

　道
路
管
理
主
査

　佐
々
木
満
樹

　

　用
地
主
査

　
（
佐
藤
賢
一
）

　主
任
（
建
築
技
師
）

　伊
藤

　敦

　主
任

　山
田
耕
司
、
竹
田
智
弘

　

　主事

　渡部
達
朗

　主
事
補

　秋
葉
春
輝

上
下
水
道
主
幹

　髙
橋
光
好

　

主
幹

　齋
藤
政
浩

　上
水
道
主
査

　齊
藤

　誠
、

　
　
　
　
　
　
　鈴
木
ル
ミ
子

　下
水
道
主
査

　
（
齋
藤
政
浩
）

　主
事

　長
澤
拓
斗
、
山
口
健
太
郎

議
会
事
務
局 

事
務
局
長 

藤
﨑
良
子

事
務
局
長
補
佐

　大友
勝
治

　

　議
事
調
査
主
査
（
大
友
勝
治
）

　主
査
（
梅
津
郭
文
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

　
　
　
　
　書
記
長

　
（
鈴
木
清
隆
）

書
記
長
補
佐

　
（
原
田
智
和
）

　

　書
記

　渡
部

　大

　
（
伊
藤
勝
彦
）

　
（
五
十
嵐
義
文
）（
内
谷
浩
美
）

　
（
前
山
律
雄
）（
小
倉
繁
樹
）（
鈴
木
和
子
）

　
（
奥
村
大
祐
）（
朽
木
惇
）（
千
葉
有
生
子
）

　
（
宮
田
将
大
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　

　
　
　
　事
務
局
長

　
（
阪
野
正
則
）

事
務
局
長
補
佐

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　農地
主
査

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　職員

　
（
今
井
俊
宏
）（
佐
々
木
伸
治
）

　
（
竹
田
真
也
）（
淀
野
拓
也
）（
田
宮
枝

　里
子
）（
玉
田
絵
里
子
）（
原
田
恭
兵
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

　課
長

　淀
野
芳
広

教
育
総
務
主
幹

　奥
村
正
隆

　

　教育
総
務
主
査

　佐
々
木
裕
子

　

　教育
施
設
主
査

　寒河
江
哲
也

　

　指導
主
事

　梅津
幸
太
、
島
貫
祐
樹

　

　主事

　情野
紗
季

　主
事
補

　猪
目
朱
美
（
新
規
採
用
）

子
育
て
支
援
主
幹

　會田
美
由
紀

　子育
て
支
援
主
査

　神尾
亜
希
之

　

 

　主
事
補

　遠
藤
実
加
子
（
新
規
採
用
）

中
央
公
民
館
館
長

　
（
淀
野
芳
広
）

　調
理
師

　髙
橋
美
和
、 

安
達
百
合

　

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】
所
長 

小
形
弘
子

　主
査
（
保
育
士
）
島
貫
由
佳
里

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

　所
長
（
淀
野
芳
広
）

　保
育
士

　寒
河
江
幸
子
（
再
任
用
）

平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

　島貫
啓
一
（
会
計
管
理
者
）

　栗
田
純
子
（
副
所
長
）

　金
田
実
佳
子
（
主
事
）

　松浦
啓
子
（
園
長
）

　淀野
洋
子
（
園
長
）

　寒
河
江
幸
子
（
所
長
）

　牛
澤
京
子
（
所
長
）

　安部
美
智
子
（
副
園
長
）

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　事
務
局
長

　
（
藤
﨑
良
子
）

事
務
局
長
補
佐

　
（
大
友
勝
治
）

　

　監
査
主
査

　梅
津
郭
文

幼
稚
園
・
保
育
所
・

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長

　吉
田
玲
子

　

　副
園
長

　齋
藤
美
貴
子

　

　主
査
（
教
諭
）
丹
野
小
織

　

　主任
（
教
諭
）
星
野
真
紀

　教
諭

　竹
内
晴
美
、

　
　
　
　漆
山
沙
織
（
新
規
採
用
）

【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長

　菅
井
真
紀
子

　

　副園
長

　小
方
恵
美
子

　主
査
（
教
諭
）
土
田
江
里
子

　主
任
（
教
諭
）
井
上
千
穂

　

　教諭

　安
部
加
奈
子

【
小
松
保
育
所
】
所
長

　久
坂
部
令
子

　副
所
長

　八巻

　薫

　

　主査
（
保
育
士
）
須
貝
真
希
、

　
　
　
　
　
　
　
　梅津

　泉

　
主
任
（
保
育
士
）
藤
田
江
里
、

　保
育
士

　
井
上
美
穂
、
佐
藤

　
愛
、

　
　
　
　
　
渡
部
恵
子
（
新
規
採
用
）
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生
涯
学
習
課

　課
長

　針
生
富
雄

生
涯
学
習
主
幹

　井
上
明
子

　生
涯
学
習
主
査

　高
橋
豊
文

　

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
査

　齋
藤
雅
美

　

　文
化
振
興
主
査

　
（
井
上
明
子
）

　

　主
事

　五
雲
寺

　良

　
　
　
　佐
東
順
子
（
再
任
用
）

埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館

　
　
　
　
　
　
　
　館
長
（
針
生
富
雄
）

小
学
校
・
中
学
校

　

【
小
松
小
学
校
】
調
理
師

　蔵
田
明
美
、

　

　巻
田
千
香
子
、
髙
橋
万
里
子
、

　小
林
貴
美
子
（
再
任
用
）

　用
務
員

　笹
木

　誠

【
大
塚
小
学
校
】

　調
理
師

　神
保
美
由
紀
、
松
木

　泉

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師

　奥
村
千
枝
子

【
吉
島
小
学
校
】

　調
理
師

　小
林
美
紀
子
、
鈴
木
祐
子

【
中
郡
小
学
校
】
調
理
師

　髙
橋
泰
子
、

　

　佐藤

　恵

【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師

　後
藤
久
美
子

【
川
西
中
学
校
】
調
理
師

　大
河
原
妙
子
、

　齋
藤
久
美
、
平
田
あ
や
子
、
舩
山
美
香

　用
務
員

　松
田
一
志



▼
対
象
者
　町
に
住
所
を
有
す
る

　次
の
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
23
歳
か
ら
50

　歳
の
女
性

（
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
）

②
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
、
①

　の
夫
及
び
同
居
家
族

③
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
妊
婦

　の
夫
及
び
同
居
家
族

【
助
成
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
】

○
妊
娠
中
の
方

○
風
疹
の
予
防
接
種
を
２
回
以
上

　接
種
し
て
い
る
方

○
風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

　方
○
過
去
に
助
成
を
受
け
て
、
風
疹

　抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
を
受

　け
た
方

▼
助
成
金
額
　風
疹
抗
体
検
査
、

　風
疹
予
防
接
種
費
用
の
全
額

▼
申
請
期
限
　

　平
成
31
年
３
月
15
日
㈮

▼
申
請
場
所
　町
健
康
福
祉
課

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
②
、
③
に
該
当

　す
る
方
は
、
以
下
の
も
の
を
お

　持
ち
く
だ
さ
い
。

　①
風
疹
抗
体
検
査
の
数
値
が
確

　
　認
で
き
る
も
の

　②
母
子
健
康
手
帳

▼
助
成
期
限

　平
成
31
年
３
月
31
日

▼
実
施
医
療
機
関

・
公
立
置
賜
総
合
病
院

・
公
立
置
賜
川
西
診
療
所

・
柄
沢
医
院

・
斎
藤
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ

　ク
・
き
じ
ま
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
ほ
か
の
医
療
機
関
で
の
接
種
希

　望
の
場
合
は
担
当
課
へ
。

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

　風
疹
は
、
特
に
妊
娠
初
期
の
感
染
す
る
と
新
生
児
に
難
聴
や
白
内
障
、

心
疾
患
な
ど
の
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
風
疹

抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

▼
対
象
者
　町
に
住
所
を
有
し
、

　次
の
①
又
は
②
の
条
件
を
満
た

　す
方

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　受
け
た
方
は
、
対
象
外

①
次
の
生
年
月
日
の
方

　対
象
者
に
は
、
個
別
に
ハ
ガ
キ

　を
送
付
し
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

　肺
炎
や
気
管
支
炎
の
予
防
又
は
重
症
化
予
防
を
目

的
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

対象年齢 生年月日
６５歳 昭和２８年４月２日生 ～ 昭和２９年４月１日生
７０歳 昭和２３年４月２日生 ～ 昭和２４年４月１日生
７５歳 昭和１８月４月２日生 ～ 昭和１９年４月１日生
８０歳 昭和１３年４月２日生 ～ 昭和１４年４月１日生
８５歳 昭和   ８年４月２日生 ～ 昭和   ９年４月１日生
９０歳 昭和   ３年４月２日生 ～ 昭和　４年４月１日生
９５歳 大正１２年４月２日生 ～ 大正１３年４月１日生

１００歳 大正   ７年４月２日生 ～ 大正   ８年４月１日生

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

　心
臓
じ
ん
臓
呼
吸
器
な
ど
で
身

　障
者
１
級
相
当
の
方
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
医
療

　機
関
窓
口
に
提
示
。

▼
助
成
額
　３
５
０
０
円

　（１
人
１
回
限
り
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
費
用
全
額

　助
成
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
期
限
　

　平
成
31
年
３
月
31
日

▼
接
種
方
法
　ご
希
望
の
医
療
機

　関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
者
、
置
賜
地
域
以
外

　の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
方
は
、

　事
前
に
健
康
福
祉
課
で
手
続
き

　が
必
要
で
す
。

▼
持
ち
物

　町
か
ら
の
ハ
ガ
キ
、

　健
康
保
険
証
な
ど
（
対
象
者
確

　認
の
た
め
）

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

まちからのお知らせ
town information

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

　今
年
度
の
、
お
子
さ
ん
の
予
防

接
種
の
種
類
と
対
象
年
齢
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　詳
細
は
、
個
別
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
第
２
期
】

▼
対
象
年
齢
　小
学
６
年
生

　（平
成
18
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　翌
年
４
月
１
日
生
）

【
麻
し
ん
・
風
し
ん

　
　
　
　
　予
防
接
種
第
２
期
】

▼
対
象
年
齢
　年
長
児

　（平
成
24
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　翌
年
４
月
１
日
生
）

【
日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期
】

▼
対
象
年
齢

①
小
学
４
年
生
（
平
成
20
年
４
月

　２
日
～
翌
年
４
月
１
日
生
）

②
18
歳
に
な
る
方
（
平
成
12
年
４

　月
２
日
～
翌
年
４
月
１
日
生
）

※
他
の
年
代
の
方
に
は
、
順
次
ご

　案
内
し
ま
す
。

問
町
健
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まちからのお知らせ
town information

適
正
な
処
理
と
認
め
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　～
監
査
結
果
報
告
～

▼
監
査
の
種
類

　地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
４
項
及
び
川
西
町

　監
査
の
執
行
に
関
す
る
条
例
第

　２
条
で
規
定
す
る
定
例
監
査

▼
監
査
執
行
日
及
び
対
象
課

①
２
月
20
日
㈫

　農
地
林
務
課
、
議
会
事
務
局

②
２
月
21
日
㈬

　産
業
振
興
課

③
２
月
26
日
㈪

　生
涯
学
習
課

▼
監
査
委
員

　島
貫
憲
明
、
髙
梨
勇
吉

▼
監
査
対
象
事
項

　対
象
所
管
課
等
の
、
主
と
し
て

　平
成
29
年
度
に
お
け
る
財
務
に

　関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経

　営
に
関
す
る
事
業
の
管
理
に
関

　す
る
事
項

▼
監
査
の
結
果

　監
査
対
象
事
項
に
お
い
て
、
適

　正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

問
町
監
査
委
員
事
務
局

☎
42
ー
６
６
７
４

　１
月
10
日
～
３
月
15
日
の
約
２

か
月
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
ス
ザ
ノ
市
・
イ
ペ
ラ
ン
ジ
ア

ホ
ー
ム
ダ
リ
ア
園
へ
ダ
リ
ア
の
栽

培
技
術
指
導
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

五
十
嵐
正
孝
さ
ん
（
中
郡
）
が
、

無
事
に
帰
国
し
、
３
月
22
日
に
帰

町
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
ダ
リ
ア
園
は
、
平
成
５

年
に
故 

藤
倉
恵
三
さ
ん
（
犬
川
）

が
構
想
を
立
て
、
故 

内
谷
忠
雄

さ
ん
（
大
塚
）
が
農
地
と
施
設
を

日
伯
援
護
協
会
に
寄
付
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
発
足
し
た
も
の
で
、

平
成
10
年
に
は「
姉
妹
ダ
リ
ヤ
園
」

の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　３
月
４
日
、
11
日
に
ダ
リ
ア
祭

が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ダ
リ
ア
栽
培
管
理
の
技
術
指

導
の
要
請
を
受
け
、
ダ
リ
ア
栽
培

に
詳
し
い
五
十
嵐
さ
ん
が
派
遣
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
２
カ
月
間
で
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
川
西
で
は
、
ダ

リ
ア
の
見
せ
方
が
違
い
戸
惑
う
部

分
も
多
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
伝

え
た
い
部
分
を
く
み
取
っ
て
く
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
健
康
で
無
事
に
帰
国
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。」
と
感
想
を
述

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
正
孝
さ
ん
（
中
郡
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　２
カ
月
の
ダ
リ
ア
栽
培
指
導
か
ら
帰
国

ダ
リ
ア
祭
に
向
け
て
指
導

ダ
リ
オ
さ
ん
と
呼
ば
れ

　五
十
嵐
さ
ん
は
、
そ
の
人
柄
と

ダ
リ
ア
の
知
識
が
豊
富
な
こ
と
か

ら
、
現
地
で
は
「
ダ
リ
オ
さ
ん
」

の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
親
し
ま
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
現
地
で
は
作
業

開
始
前
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

こ
と
を
定
着
さ
せ
、
長
い
時
で
は

現
地
の
方
が
１
時
間
ほ
ど
作
業
に

つ
い
て
質
問
す
る
な
ど
、
熱
心

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　報
告
会
で
は
「
長
い
よ
う
で

過
去
最
高
の
人
出
を
記
録

　な
お
、
五
十
嵐
さ
ん
が
指
導
し

た
ダ
リ
ア
を
披
露
す
る
ダ
リ
ア
祭

り
は
、
２
日
間
で
２
万
人
の
来
場

者
が
訪
れ
、
過
去
最
大
の
賑
わ
い

を
見
せ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

▲現地指導を振り返る五十嵐さん

▲身振り手振りで指導

▲ＴＶ効果もあり大盛況

○
役
場
第
二
分
庁
舎
（
産
業
振
興

　課
、
農
地
林
務
課
庁
舎
）

○
中
央
公
民
館
（
２
階
、
３
階
、

　４
階
）

○
川
西
町
交
流
館（
体
育
館
除
く
）

〈
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）〉

　無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
一
つ
。
ID
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

電
波
の
届
く
範
囲
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
ま
す
。

　３
月
19
日
か
ら
、
町
役
場
で
Ｗ

ｉ
ー
Ｆ
ｉ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ID
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド

は
、
各
施
設
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
可
能
場
所
】

○
役
場
本
庁
舎
（
１
階
、
２
階
）

○
役
場
第
一
分
庁
舎
（
地
域
整
備

　課
庁
舎
）

役
場
で
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
が
利
用
可
能
に

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 
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日
か
ら
、
町
役
場
で
Ｗ

役
場
で
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
が
利
用
可
能
に

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

町報かわにし　12平成３０年４月１５日

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
①
～

　「原
田
城
址
」
は
、
現
在
の
置

賜
公
園
の
場
所
に
あ
っ
た
伊
達
家

譜
代
の
家
臣
・
原
田
氏
の
居
城

で
、
天
文
年
間
（
１
５
３
２
～

１
５
５
５
）
前
後
に
築
城
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
付
近
一

帯
は
藤
ヶ
森
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
地

で
、
三
方
を
崖
地
に
囲
ま
れ
、
前

方
を
流
れ
る
犬
川
を
天
然
の
堀
に

見
立
て
た
要
害
で
し
た
。
現
在
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
の
あ
た
り
に
本
丸

が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
周
囲
に
は
土

「
文
化
財
も
の
が
た
り
」
か
ら
名
称
を
変
更
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

「
原
田
城
址
」

塁
や
空
堀
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

　17
代
当
主
左
馬
介
宗
時
の
時
、

主
君
・
政
宗
の
岩
出
山
城
（
宮
城

県
大
崎
市
）
移
封
に
従
い
当
地
を

離
れ
た
た
め
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

左
馬
介
は
「
伊
達
騒
動
」
で
有
名

な
原
田
甲
斐
宗
輔
の
祖
父
の
代
に

あ
た
り
ま
す
。

　城
址
が
置
賜
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
る
と
、
周
辺
に
は
桜
が
植
樹

さ
れ
、
春
に
は
多
く
の
花
見
客
で

に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
35
年
に
は
、
当
時
国
内
で
は

唯
一
の
観
光
ダ
リ
ヤ
園
が
開
園
し
、

全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
町
の
花
と
し
て
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

の
後
平
成
11
年
に
ダ
リ
ヤ
園
が
現

在
の
場
所
に
移
る
と
、
県
内
で
も

最
大
級
の
ハ
ー
ブ
園
と
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
こ
の
地
を

守
っ
て
い
た
勇
将
の
居
城
は
、
多

く
の
人
が
集
い
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
憩
い
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲原田城址の桜

まちからのお知らせ
town information

▼
日
時

　４
月
22
日
㈰

　午
前
８
時
45
分
～
11
時
45
分

▼
会
場

○
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
分
列
行
進

　（美
女
木
地
内
）

○
式
典
（
多
目
的
運
動
場
）

※
雨
天
時
：
小
松
小
学
校
体
育
館

春
季
消
防
演
習

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

　消
防
署 

☎
42
ー
３
７
０
０

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ 

☎
42
ー
６
６
１
２

初
期
消
火
訓
練
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す

　
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　若
干
名

▼
申
込
方
法

　左
記
担
当
課
に
電

　話
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

　４
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
、
申
込
み
い
た
だ
い
た

　方
に
直
接
ご
連
絡
し
ま
す
。

　「こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ

　に
し
で
す
。」

♪
下
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
放
送
内
容
は
予
定
で
す

▼
放
送
内
容
の
再
確
認
方
法

　防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
さ
れ

た
内
容
は
、「
防
災
情
報
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
」

☎
42
ー
４
２
６
１

☎
42
ー
４
２
６
２

☎
42
ー
４
２
６
３

　で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　緊
急
時
に
迅
速
か
つ
確
実
な
情

報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報
伝

達
訓
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
訓
練
実
施
日
時
（
予
定
）

①
５
月
16
日
㈬
　午
前
11
時

②
８
月
29
日
㈬

　午
前
11
時

③
11
月
21
日
㈬

　午
前
11
時

④
平
成
31
年
２
月
20
日
㈬

　午
前
11
時

▼
防
災
無
線
か
ら
の
放
送
内
容

♪
上
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

　「こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　ス
ト
で
す
。」

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

　町
で
は
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細

胞
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
移
植
・
ド
ナ
ー

登
録
の
推
進
を
図
る
た
め
、
提
供

者
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
で
き
る
方

　骨
髄
な
ど
の
提
供
日
に
、
本
町

に
住
所
が
あ
る
方
で
、
ド
ナ
ー
休

暇
制
度
が
導
入
さ
れ
た
企
業
・
団

体
な
ど
に
属
し
て
い
な
い
方

▼
助
成
金
額

　最
大
14
万
円

　

町
で
は
、
が
ん

患
者
の
方
の
治
療

と
就
労
の
両
立
、

療
養
生
活
の
質
の

向
上
の
た
め
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象

　平
成
29
年
４
月
１

　日
以
降
の
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
用

▼
助
成
金
額

　最
大
２
万
円

骨
髄
提
供
者
を
支
援

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

　
　
　購
入
を
助
成

※
申
請
書
や
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
こ
ち
ら
ま
で

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

町報かわにし　20平成３０年４月１５日

まちからのお知らせ
town information

◎身体障害者相談員

安部　眞
まこと
さん

☎４６－２１４１
【大塚・犬川
地区担当】

登坂幸
こういち
一さん

☎４８－２７２５
【中郡・東沢・
吉島地区担当】

髙橋かつ美さん
☎４２－３９８０
【小松・玉庭
地区担当】

◎知的障害者相談員

鈴木鋭
さとし
さん

☎４２－６８０４
【全地区担当】

１
人
で
悩
ま
ず
に

　気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　こ
の
た
び
次
の
方
々
が
、
町
の
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者

相
談
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期：平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
）

障
が
い
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
や
困
っ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
３
５

　障害者相談員は、障がいのある者同士、同じ痛みや
悩みを経験した仲間として相談に応じるという制度で、
町長から任命されています。
　どのような相談も親身になって各地区の相談員が対
応します。お気軽にご連絡ください。

私たちが障がい者の相談員です

新任

④
Ｊ
Ｒ
東
日
本
普
通
回
数
券

　発
売
額
２
万
円
以
内

⑤
川
西
商
業
協
同
組
合
共
通

　商
品
券
　２
万
円
分

※
④
は
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
今
泉
駅
か

　ら
米
沢
駅
ま
で
の
指
定
区
間
の

　普
通
回
数
券

▼
申
請
方
法
　運
転
免
許
証
返
納

　時
に
交
付
さ
れ
る
「
申
請
に
よ

　る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

　と
「
印
鑑
（
認
印
可
）」
を
持

　参
の
う
え
、
担
当
課
に
申
し
出

　て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
方
法
　提
出
さ
れ
た
申
請

　書
を
審
査
し
、
適
正
と
判
断
さ

　れ
る
場
合
は
、
後
日
支
援
品
を

　送
付
し
ま
す
。

　町
で
は
、
運
転
に
不
安
を
感
じ

る
方
や
運
転
の
必
要
が
な
く
な
っ

た
方
で
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
方
に
対
し
て
、
ほ
か
の
交

通
手
段
に
係
る
経
費
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。（
一
人
一
度
限
り
）

▼
対
象
　次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
運

　転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
行
っ

　た
方

②
自
主
返
納
時
お
よ
び
町
へ
の
申

　請
時
に
町
民
で
あ
る
方

▼
支
援
内
容
（
ど
れ
か
１
点
）

①
山
形
県
タ
ク
シ
ー
共
通
乗
車
券

　２
万
円
分

②
山
形
交
通
バ
ス
普
通
回
数
券

　

　２
万
２
０
０
０
円
分

③
山
形
鉄
道
利
用
券
　

　２
万
２
０
０
０
円
分

運
転
免
許
証
が
不
要
に
な
っ
た
方
の

　
　免
許
証
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
６

　町
の
学
校
給
食
調
理
場
に
お
い

て
、
調
理
師
に
欠
員
が
生
じ
る
場

合
（
１
日
単
位
）
の
代
替
調
理
師

を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
日
　不
定
期
。
学
校
か
ら

　の
依
頼
を
受
け
て
、
可
能
な
場

　合
に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
勤
務
場
所
　町
内
小
中
学
校
の

　調
理
場
。
日
に
よ
っ
て
異
な
る

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
資
格
等
　調
理
師
免
許
所
持
の

　有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
賃
金
額

○
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

　１
時
間
当
た
り
８
３
９
円
（
最

　高
７
時
間
勤
務
）

○
調
理
師
免
許
を
持
た
な
い
方

　１
時
間
当
た
り
７
７
４
円
（
最

　高
７
時
間
勤
務
）

▼
登
録
開
始

　随
時
登
録

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
５
９

代
替
調
理
師
を
募
集

▲事故につながる前に

▲町内タクシー会社で利用可能

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

新任再任 再任
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まちからのお知らせ
town information

【
町
営
舘
之
北
住
宅
】

▼
部
屋
数
　８・６・６
畳
・
Ｄ
Ｋ

▼
戸
　数
　１
戸
（
３
階
）

▼
家
賃
　１
７
６
０
０
円
～
２
９
９
０
０
円

【
町
営
根
岸
住
宅
】

▼
部
屋
数
　６
畳
、
Ｄ
Ｋ

▼
戸
　数
　１
戸
（
１
階
）

▼
家
賃
　１
１
６
０
０
円
～
１
９
７
０
０
円

※
申
し
込
み
資
格
に
適
合
す
る
か
事
前
審
査

　を
行
い
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る

　方
は
、
全
員
分
の
過
去
１
年
間
の
所
得
を

　証
明
す
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
　５
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

▼
入
居
時
期
　６
月
上
旬

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
（
２
戸
）

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
７

▼
区
　
　分
　一
般
用

▼
選
考
方
法
　住
宅
困
窮
度
判
断
基
準
に
よ

　る
選
考

▼
事
前
審
査
・
申
込
書
配
布
期
間

　４
月
23
日
㈪
～
５
月
11
日
㈮

　４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
再
開

し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺

に
物
を
置
い
た
り
、
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ

り
し
な
い
よ
う
、
検
針
へ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課 

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
５
３

　ま
た
、
４
月
の
検
針
に
て
冬
期
間
の
料
金

の
精
算
を
行
い
ま
す
。
精
算
方
法
は
、
検
針

時
に
配
布
す
る「
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
検
針
日
程
】

○
大
塚
・
犬
川
・
中
郡
・
吉
島
地
区
・
小
松

　地
区
の
一
部

　４
月
15
日
㈰
～
20
日
㈮

○
小
松
・
玉
庭
・
東
沢
地
区

　４
月
25
日
㈬
～
30
日
㈪
㈷

国
民
健
康
保
険
税
率
が
変
わ
り
ま
す

所得割 資産割 均等割 平均割

29 年度 ８．５％ ４０％ 24,300 円 31,000 円

30年度 ７．１％ 廃止 23,000 円 28,000 円

所得割 資産割 均等割 平均割

29 年度 ２．３％ １０％ 6,600 円 9,000 円

30年度 ２．５％ 廃止 9,000 円 8,200 円

所得割 資産割 均等割 平均割

29 年度 １．１％ ８．５％ 6,500 円 3,900 円

30年度 １．８％ 廃止 9,000 円 4,500 円

　国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
る
た
め
、
４
月

か
ら
、
市
町
村
に
加
え
、
県
も
国
民
健
康
保

険
制
度
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
医

療
給
付
費
を
全
額
負
担
し
ま
す
。
町
は
、
所

得
水
準
、
医
療
費
水
準
、
被
保
険
者
数
に
応

じ
て
決
定
さ
れ
た
国
保
事
業
費
納
付
金
（
保

険
税
負
担
額
）
を
県
に
対
し
て
納
付
し
ま
す
。

納
付
額
は
、
県
内
で
保
険
税
負
担
を
公
平
に

支
え
合
う
観
点
か
ら
標
準
保
険
税
率
が
示
さ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
状
況
に

応
じ
て
、
標
準
保
険
税
率
等
を
参
考
に
税
率

を
定
め
ま
す
。

　町
の
今
年
度
の
保
険
税
率
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
賦
課
方
式
は
、
資
産
割
が
廃
止
さ

れ
、
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
に
よ
る
３

方
式
に
な
り
ま
す
。

平成３０年度の保険税率

○基礎（医療）分

○後期高齢者支援金分

○介護納付金分

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
２

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録
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まちからのお知らせ
town information

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
学
習
会
を
開
催

　
　
　～
ま
ち
の
偉
人
を
よ
く
知
ろ
う
～

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

　今
年
開
館
３
年
目
を
迎
え
る
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
で
は
、
本
町

出
身
で
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
た
先

人
５
名
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
る

た
め
の
学
習
会
を
、
下
記
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
毎
回
、
対
象
と

な
る
人
物
に
詳
し
い
方
を
ゲ
ス
ト

に
招
き
、
話
し
合
い
な
が
ら
楽
し

く
学
び
ま
す
。

　の
こ
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
や
ゲ

ス
ト
が
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
と
お

し
て
、
先
人
の
業
績
や
ふ
る
さ
と

の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
５
月
16
日
㈬
　午
後
７
時
～
】
　

▼
内
容
　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館

　に
つ
い
て

【
５
月
30
日
㈬
　午
後
７
時
～
】
　

▼
内
容

　知
を
愛
し
、
人
を
愛
し

　た
教
育
者

　本
間
喜
一

【
６
月
13
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　ふ
る
さ
と
を
描
い
た
洋

　画
家

　黒
澤
梧
郎

【
６
月
27
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
英
語

　学
者

　髙
梨
健
吉

【
７
月
11
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　青
年
運
動
史
に
輝
く
巨

　星
　寒
河
江
善
秋

【
７
月
25
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　東
北
が
生
ん
だ
現
代
の

　戯
作
者

　井
上
ひ
さ
し

▼
会
場

　川
西
町
交
流
館
あ
い
ぱ

　る
（
旧
川
西
第
２
中
学
校
）

▼
定
員

　各
回
30
名
程
度

※
定
員
に
到
達
次
第
募
集
を
締
切

　町
で
は
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

く
親
し
み
や
す
い
新
庁
舎
の
整
備

に
向
け
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
設
計

を
進
め
て
い
く
た
め
の
「
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま

す
。　ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
各
地
区

や
各
種
団
体
等
か
ら
の
参
加
者
と

応
募
に
よ
る
参
加
者
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時
（
全
日
程
午
前
９
時
30
分

～
　午
後
０
時
30
分
）

○
第
１
回

　５
月
13
日
㈰

○
第
２
回

　６
月
３
日
㈰

○
第
３
回

　６
月
24
日
㈰

▼
会
場

　町
中
央
公
民
館

▼
主
な
内
容

　新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
テ
ー
マ

毎
に
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、

ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　い
た
だ
い
た
意
見
を
基
に
、
新

庁
舎
の
設
計
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

　町
内
在
住
で
、
全
３
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
が
可
能
な
方
。

※
18
歳
未
満
の
方
は
、
保
護
者
の

　同
意
が
必
要
で
す

▼
募
集
人
数

　５
名
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
）

▼
応
募
締
切

　５
月
７
日
㈪
必
着

▼
応
募
方
法

　

　参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　参
加
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
役
場
窓
口
、
中
央
公
民

館
、
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た

　
　
　
　町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

問
町
未
来
創
造
室

　☎
42
ー
６
６
０
４

　
３
月
27
日
㈫
、
今
年
度
の
川
西

夏
ま
つ
り
開
催
に
向
け
た
実
行
委

員
会
本
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
開
催
日
の
確
認
や
役

員
選
出
な
ど
を
行
い
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

川
西
夏
ま
つ
り

８
月
11
日
㈯
開
催

▼
日
時

　８
月
11
日
㈯
㈷

　午
後
３
時
～
９
時

▼
会
場

　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　駐
車
場
お
よ
び
Ｊ
Ａ
山
形
お
き

　た
ま
本
店
駐
車
場
周
辺
ほ
か

▼
役
員
体
制

○
実
行
委
員
長

　

　原
田
俊
二
（
川
西
町
長
）

○
副
実
行
委
員
長

　渡
部
順
一
（
町
観
光
協
会
長
）

　髙
橋
冷
子
（
町
女
性
団
体
連
絡

　協
議
会
代
表
）

　安
部
哲
男
（
小
松
地
区
交
流
セ

　ン
タ
ー
長
）

　　今
後
も
、
引
き
続
き
町
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
と
お
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん

お
楽
し
み
に
！

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

　務
局
（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
42
ー
６
６
１
３
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町
内
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
支
援

▼
対 

象 

者

①
町
内
で
住
宅
な
ど
を
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

　な
ど
の
工
事
を
行
う
方

②
町
内
の
施
工
業
者
と
契
約
す
る
方
（
県
補

　助
金
の
場
合
は
、
県
内
業
者
で
可
）

③
10
万
円
以
上
の
工
事
を
行
う
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
方

▼
補
助
内
容

①
町
補
助
金
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
20
％
（
上
限
10
万
円
）

②
県
補
助
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
10
％
（
上
限
20
万
円
）

③
町
・
県
補
助
の
両
方
を
受
け
る
場
合

・
町
補
助
金
…
工
事
費
の
10
％

　（上
限
10
万
円
）

・
県
補
助
金
…
②
と
同
様

※
県
補
助
事
業

①
「
部
分
補
強
」「
寒
さ
対
策
・
断
熱
化
」「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
」「
県
産
木
材
使
用
」「
克

　

雪
化
」
の
い
ず
れ
か
が
必
要
。

②
県
産
木
材
を
３
㎥
使
用
す
る
か
、
空
き
家

　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
は
、
県
補
助
金

　の
上
限
が
30
万
円
。

③
３
世
代
・
移
住
・
近
居
・
新
婚
・
子
育
て

　世
代
の
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
30
万
円
）

④
②
と
③
に
当
て
は
ま
る
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
40
万
円
）

　町
内
住
宅
の
質
の
向
上
を
目
的
に
、
町
内
で
の
住
宅
建
設
を
支
援
し
ま
す
。

【
参
考
】

○
工
事
費
２
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合

①
町
補
助
…
10
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　＋

②
県
補
助
…
20
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　
←

30
万
円
の
補
助
金

▼
対
象
者

①
夫
、
妻
の
ど
ち
ら
か
が
満
40
歳
未
満
の
若

　者
夫
婦
、
ま
た
は
ひ
と
り
親
世
帯

②
町
外
に
１
年
以
上
居
住
し
町
内
に
転
入
す

　る
世
帯
、
ま
た
は
町
内
の
賃
貸
住
宅
に
１

　年
以
上
居
住
し
て
い
る
世
帯

③
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
新
築
住

　宅
を
取
得
す
る
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
方

⑥
公
共
事
業
に
よ
る
移
転
補
償
の
伴
う
新
築

　住
宅
取
得
で
な
い
方

※
そ
の
他
要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
補
助
内
容

○
町
内
業
者
契
約 

60
万
円

○
県
内
業
者
契
約 
30
万
円

　活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
定
住

の
意
志
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を
取
得
す
る

若
者
夫
婦
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
入
居
時
に
義
務
教
育
終
了
前
の
子
を
養
育

　し
同
居
し
て
い
る
３
世
代
世
帯

②
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
新
築
住

　宅
を
取
得
す
る
方

③
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
方

⑤
公
共
事
業
に
よ
る
移
転
補
償
の
伴
う
新
築

　住
宅
取
得
で
な
い
方

※
そ
の
他
要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
補
助
内
容

①
町
外
に
１
年
以
上
居
住
し
町
内
に
転
入
す

　る
者
を
含
む
場
合

○
町
内
業
者
契
約 

１
０
０
万
円

○
県
内
業
者
契
約 

70
万
円

②
町
外
転
入
者
を
含
ま
な
い
場
合

○
県
内
業
者
契
約 

50
万
円

　心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
、
１
人
高
齢
者

世
帯
の
減
少
、
空
き
家
の
防
止
な
ど
の
た
め

に
定
住
す
る
意
思
を
持
っ
て
町
内
に
住
宅
を

取
得
す
る
３
世
代
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

万
円

 

若
者
の

 

移
住
定
住
を
支
援

 

３
世
代
同
居
の

 

住
宅
建
設
を
支
援

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
４
７

まちからのお知らせ
town information

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
支
援

　～
４
月
16
日
㈪
受
付
開
始
～

▼
か
さ
上
げ
メ
ニ
ュ
ー

①
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

　町
補
助
を
受
け
る
場
合
、
工
事
費
の
20
％

　（上
限
30
万
円
）

②
置
賜
産
木
材
使
用

　町
補
助
を
受
け
る
場
合
、
工
事
費
の
20
％

　（上
限
20
万
円
）

※
町
・
県
補
助
の
両
方
を
受
け
る
場
合
①
②

　と
も
に
、
工
事
費
の
10
％
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　毎
年
恒
例
の
ダ
リ
ア
球
根
直
売

会
。
多
種
多
様
な
ダ
リ
ア
の
球
根

が
、
花
の
写
真
を
見
な
が
ら
購
入

で
き
ま
す
。

　芽
出
し
済
み
の
球
根
な
の
で
、

購
入
後
は
す
ぐ
に
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ダ
リ

ア
で
華
や
か
な
花
壇
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

✿
日
時
　５
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
４
時

✿
会
場

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
内

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　特
設
会
場

✿
金
額

　１
球

　５
０
０
円
、

　

　
　
　
　７
０
０
円
、
９
０
０
円

川
西
ダ
リ
ヤ
園
産
球
根
直
売
会

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
５

✿
ダ
リ
ア
栽
培
講
習
会

　直
売
会
と
同
時
開
催
！
ダ
リ
ア

栽
培
の
プ
ロ
が
、
球
根
の
植
え
方
、

育
て
方
を
説
明
し
ま
す
。

　初
め
て
栽
培
さ
れ
る
方
、
栽
培

の
コ
ツ
を
知
り
た
い
方
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

✿
日
　時
　球
根
直
売
会
中
の

　①
午
前
11
時
～

　②
午
後
１
時
～

✿
会
　場

　

　
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

✿
参
加
費
　無
料

ま
い
も
ん
”
を
取
り
揃
え
て
開
催

し
ま
す
！
出
店
者
な
ど
の
詳
細
は

開
催
日
前
の
新
聞
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　５
月
か
ら
11
月
ま
で

　の
第
２
土
曜
日

▼
時
間
　午
前
７
時
～
８
時
30
分

▼
会
場
　Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
川

　西
支
店
東
側
駐
車
場
（
雨
天
時

　及
び
11
月
は
町
中
央
公
民
館
）

※
開
催
内
容
は
町
報
や
チ
ラ
シ
な

　ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

５
月
12
日
㈯
は
こ
ま
つ
市
へ
行
こ
う
！

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
９
６

　成
人
式
は
一
生
に
一
度
で
す
。

　ぜ
ひ
参
加
し
て
、
大
人
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
　５
月
３
日
㈭
㈷

▼
会
場
　川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
　
　
　プ
ラ
ザ

▼
日
程
　

①
受
　
　付
：
午
前
９
時
30
分
～

②
記
念
撮
影
：
午
前
９
時
45
分
～

③
式
　
　典
：

　午
前
10
時
30
分
～
11
時

④
記
念
行
事
：

　午
前
11
時
10
分
～
正
午

▼
対
象
者
　平
成
９
年
４
月
２
日

　～
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

　生
ま
れ
た
町
内
在
住
者
及
び
町

　立
中
学
校
卒
業
者

※
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
案
内

　状
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※
会
場
に
は
一
般
席
を
準
備
し
ま

　す
。
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
一
緒

　に
祝
福
く
だ
さ
い
。

５月３日は
「成人式」

　今
年
も
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ

る
朝
市
と
し
て
、
町
内
外
の
“
う

▲毎年大盛況の販売会

▲栽培初心者の方も安心の講習会

まちからのお知らせ
town information

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ
　☎

44
ー
２
８
４
３

「成人式」

　下
小
松
古
墳
群
に
は
、
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
る
野
生
の
桜
（
奥
丁

子
桜
、
上
溝
桜
、
大
山
桜
、
霞
桜
、

犬
桜
）
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
桜
を
観
察
す
る
「
野
生
の
桜
観

察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　申
込
不
要
、
参
加
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
春
爛
漫
の
里
山
に
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　５
月
６
日
㈰
　午
前
９

　時
～
11
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
　下
小
松
古
墳
駐
車
場
　

　（二
番
公
民
館
上
方
）

▼
案
内
人
　白
壁
　洋
子
氏

（
や
ま
が
た
公
益
の
森
づ
く
り
支

　援
セ
ン
タ
ー
）

▼
服
装
・
持
ち
物

　長
袖
長
ズ
ボ

　ン
、
帽
子
、
飲
み
物

野
生
の
桜
観
察
会
を
開
催
し
ま
す

問
里
山
と
下
小
松
古
墳
群
を
守
る

　会
　青
木
さ
ん

☎
42
ー
４
６
７
６

▲大山桜

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

15　町報かわにし 平成３０年４月１５日



まちからのお知らせ
town information

　
運
転
・
設
備
資
金
と
し
て
今
年
度
内
に
借

入
れ
た
支
払
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　川
西
町
中
小
企
業
・
小
規
模
事

　業
者
振
興
条
例
に
基
づ
く
町
内
の
事
業
者

▼
対
象
と
な
る
融
資
　公
的
・
民
間
金
融
機

　関
が
行
う
事
業
資
金
の
融
資

▼
利
子
補
給
額

　初
回
の
返
済
日
か
ら
数
え

　て
１
年
間
に
支
払
っ
た
利
子
額
の
20
％
以

　内
の
額
（
上
限
10
万
円
）

事
業
資
金
を
借
入
れ
た
企
業
へ

　（中
小
企
業
制
度
資
金
利
子
補
給
補
助
金
）

　町
内
で
創
業
す
る
際
の
初
期
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　今
年
４
月
以
降
町
内
で
創
業
す

　る
方

▼
対
象
経
費
　創
業
に
必
要
な
経
費

※
店
舗
取
得
費
・
改
修
費
、
広
報
費
、
採
用

　活
動
費
等

▼
補
助
金
額
　取
得
価
格
の
２
／
３
以
内

　（補
助
上
限
50
万
円
）

▼
募
集
期
限
　５
月
31
日
㈭

　創
業
な
ど
を
目
的
に
今
年
度
内
に
融
資
を

受
け
た
事
業
者
に
対
し
、
支
払
利
子
の
一
部

を
３
年
間
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
　町
内
に
事
業
所
が
あ
る
方
ま
た
は
、

　町
内
で
創
業
す
る
方
が
創
業
や
新
分
野
進

　出
を
行
う
た
め
に
受
け
た
融
資
（
返
済
期

　間
が
１
年
以
上
）

▼
利
子
補
給
額

　年
利
１・
０
％
以
内

　相

　当
額
を
３
年
間
補
助

▼
補
助
上
限
額

　３
年
間
で
15
万
円
ま
で

※
原
則
、
１
事
業
所
１
回
の
み

創
業
・
新
分
野
進
出
な
ど
を
行
う
方
へ

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

▼
縦
覧
期
間
　５
月
31
日
㈭
ま
で

　（平
日
の
み
）

▼
利
用
時
間
　午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
　町
税
務
会
計
課

▼
縦
覧
で
き
る
方
　今
年
度
（
賦
課
期
日
平   

　成
30
年
１
月
１
日
現
在
）、
本
町
に
課
税

　さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
納

　税
者

▼
閲
覧
で
き
る
方
　土
地
・
家
屋
・
償
却
資

　産
の
納
税
義
務
者
、
借
地
、
借
家
人
な
ど

▼
そ
の
他
　同
居
の
親
族
、
死
亡
し
た
方
の

　相
続
人
、
委
任
さ
れ
た
方

▼
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容

①
縦
覧

　○
土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　
　
　
　
　価
格

　○
家
屋：所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

　
　
　
　  

床
面
積
、
価
格

②
閲
覧
　所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳
、
賃

　貸
借
契
約
等
の
資
産
の
課
税
台
帳

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

　

○
官
公
署
発
行
の
写
真
つ
き
の
本
人
確
認
書

　類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
場
合
は
１
点
、

　健
康
保
険
証
な
ど
写
真
の
な
い
も
の
は
複

　数
点
。

※
委
任
者
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
手
数
料
　

○
縦
覧
　無
料

○
閲
覧
　縦
覧
期
間
中
は
無
料

▼
注
意
事
項

①
縦
覧
帳
簿
に
は
所
有
者
が
記
載
さ
れ
て
い

　ま
せ
ん
。
所
在
・
地
番
・
家
屋
番
号
を
指

　定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
縦
覧
帳
簿
は
コ
ピ
ー
で
き
ま
せ
ん
。（
書

　き
写
し
は
可
）

③
縦
覧
は
、
ご
自
身
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

　額
の
妥
当
性
確
認
の
た
め
、
他
の
土
地
・

　家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す
る
制
度
で
す
。

　そ
の
他
の
目
的
で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

　課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
方
が
、
他
の
土
地
や
建
物
の
価
格
と
比
較
し
、

価
格
の
適
正
さ
を
判
断
す
る
制
度
が
『
縦
覧
・
閲
覧
制
度
』
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
４

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

川
西
町
内
で
創
業
を
行
う
方
へ
（
創
業
促
進
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
　

☎
42
ー
６
６
４
５

創
業
資
金
を
借
入
れ
た
企
業
へ

　
　
　
　
　（創
業
支
援
利
子
補
給
補
助
金
）
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まちからのお知らせ
town information

　町
内
中
小
企
業
の
積
極
的
な
事
業
拡
大
を

図
る
取
組
み
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

　
　
　
　
　企
業
者

▼
内
容

【
ハ
ー
ド
事
業
】

▼
対
象
設
備

　取
得
価
格
10
万
円
以
上
の
、

　新
た
な
製
品
、
商
品
の
開
発
及
び
新
た
な

　生
産
方
法
の
導
入
の
た
め
に
必
要
と
な
る

　機
械
・
装
置
及
び
そ
の
設
備
が
設
置
さ
れ

　る
建
物

▼
補
助
金
額

　取
得
価
格
の
１
／
３
以
内

　

　（補
助
上
限
額
３
０
０
万
円
）

※
昨
年
実
績（
設
備
投
資
促
進
事
業
補
助
金
）

　２
件
（
店
舗
改
修
・
食
品
加
工
機
器
導
入
、

　支
援
総
額
２
８
６
万
円
）

【
ソ
フ
ト
事
業
】

▼
対
象
経
費

　広
報
費
、
展
示
会
等
出
展
費
、

　採
用
活
動
費
、
従
業
員
の
研
修
費
等

▼
補
助
金
額

　事
業
費
の
１
／
２
以
内

　（上
限
50
万
円
）

※
昨
年
実
績

　２
件
（
総
額
47
万
円
）

▼
募
集
期
限

　５
月
31
日
㈭

事
業
拡
大
を
図
る
企
業
へ
（
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　
求
職
者
の
就
労
支
援
お
よ
び
勤
労
者
の
能

力
向
上
の
た
め
、
資
格
等
の
取
得
に
要
し
た

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　町
内
の
求
職
者
、
勤
労
者

（
事
業
所
か
ら
の
申
請
は
年
度
内
３
人
ま
で
）

▼
内
容

　今
年
度
内
に
取
得
し
た
、
国
家
資

　格
や
民
間
資
格
等（
技
能
講
習
等
を
含
む
）

　の
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
一
種
免
許
・
二
輪
免
許
は
対

　象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
経
費

　受
講
料
、
教
材
費
、
受
験
料
、

　資
格
の
登
録
料
等

▼
補
助
金
額

　対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
以

　内
（
最
大
５
万
円
）

※
昨
年
度
実
績
：
６
件
（
は
ん
だ
検
定
・
玉

　掛
技
能
講
習・溶
接
技
術
検
定
等
22
万
円
）

ス
キ
ル
向
上
を
目
指
す
方
へ
（
資
格
取
得
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　６
次
産
業
化
へ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

必
要
な
施
設
機
器
の
整
備
や
技
術
習
得
、
商

品
開
発
な
ど
の
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　農
業
者
、
商
工
業
者
及
び
各
事

　業
者
が
組
織
す
る
団
体

▼
内
容

①
ハ
ー
ド
面
の
支
援
：
農
産
物
加
工
施
設
、

　農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備

②
ソ
フ
ト
面
の
支
援
：
人
材
育
成
、
先
進
地

　調
査
、
新
商
品
開
発
、
新
作
物
導
入
費

▼
補
助
金
額
：
対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
～

　２
／
３
以
内
（
15
万
円
～
70
万
円
）

６
次
産
業
化
を
支
援
し
ま
す
！
（
６
次
産
業
化
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
９
６

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

取
組
み
を
応
援
し
ま
す
！

　町
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
施
行
し
た
川
西
町
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
振
興
条
例
と
「
か

わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
川
西
町
総
合
計
画
）」
に
基
づ
き
、
産
業
の
振
興
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まちからのお知らせ
town information

　
運
転
・
設
備
資
金
と
し
て
今
年
度
内
に
借

入
れ
た
支
払
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　川
西
町
中
小
企
業
・
小
規
模
事

　業
者
振
興
条
例
に
基
づ
く
町
内
の
事
業
者

▼
対
象
と
な
る
融
資
　公
的
・
民
間
金
融
機

　関
が
行
う
事
業
資
金
の
融
資

▼
利
子
補
給
額

　初
回
の
返
済
日
か
ら
数
え

　て
１
年
間
に
支
払
っ
た
利
子
額
の
20
％
以

　内
の
額
（
上
限
10
万
円
）

事
業
資
金
を
借
入
れ
た
企
業
へ

　（中
小
企
業
制
度
資
金
利
子
補
給
補
助
金
）

　町
内
で
創
業
す
る
際
の
初
期
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　今
年
４
月
以
降
町
内
で
創
業
す

　る
方

▼
対
象
経
費
　創
業
に
必
要
な
経
費

※
店
舗
取
得
費
・
改
修
費
、
広
報
費
、
採
用

　活
動
費
等

▼
補
助
金
額
　取
得
価
格
の
２
／
３
以
内

　（補
助
上
限
50
万
円
）

▼
募
集
期
限
　５
月
31
日
㈭

　創
業
な
ど
を
目
的
に
今
年
度
内
に
融
資
を

受
け
た
事
業
者
に
対
し
、
支
払
利
子
の
一
部

を
３
年
間
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
　町
内
に
事
業
所
が
あ
る
方
ま
た
は
、

　町
内
で
創
業
す
る
方
が
創
業
や
新
分
野
進

　出
を
行
う
た
め
に
受
け
た
融
資
（
返
済
期

　間
が
１
年
以
上
）

▼
利
子
補
給
額

　年
利
１・
０
％
以
内

　相

　当
額
を
３
年
間
補
助

▼
補
助
上
限
額

　３
年
間
で
15
万
円
ま
で

※
原
則
、
１
事
業
所
１
回
の
み

創
業
・
新
分
野
進
出
な
ど
を
行
う
方
へ

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

▼
縦
覧
期
間
　５
月
31
日
㈭
ま
で

　（平
日
の
み
）

▼
利
用
時
間
　午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
　町
税
務
会
計
課

▼
縦
覧
で
き
る
方
　今
年
度
（
賦
課
期
日
平   

　成
30
年
１
月
１
日
現
在
）、
本
町
に
課
税

　さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
納

　税
者

▼
閲
覧
で
き
る
方
　土
地
・
家
屋
・
償
却
資

　産
の
納
税
義
務
者
、
借
地
、
借
家
人
な
ど

▼
そ
の
他
　同
居
の
親
族
、
死
亡
し
た
方
の

　相
続
人
、
委
任
さ
れ
た
方

▼
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容

①
縦
覧

　○
土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　
　
　
　
　価
格

　○
家
屋：所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

　
　
　
　  

床
面
積
、
価
格

②
閲
覧
　所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳
、
賃

　貸
借
契
約
等
の
資
産
の
課
税
台
帳

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

　

○
官
公
署
発
行
の
写
真
つ
き
の
本
人
確
認
書

　類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
場
合
は
１
点
、

　健
康
保
険
証
な
ど
写
真
の
な
い
も
の
は
複

　数
点
。

※
委
任
者
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
手
数
料
　

○
縦
覧
　無
料

○
閲
覧
　縦
覧
期
間
中
は
無
料

▼
注
意
事
項

①
縦
覧
帳
簿
に
は
所
有
者
が
記
載
さ
れ
て
い

　ま
せ
ん
。
所
在
・
地
番
・
家
屋
番
号
を
指

　定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
縦
覧
帳
簿
は
コ
ピ
ー
で
き
ま
せ
ん
。（
書

　き
写
し
は
可
）

③
縦
覧
は
、
ご
自
身
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

　額
の
妥
当
性
確
認
の
た
め
、
他
の
土
地
・

　家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す
る
制
度
で
す
。

　そ
の
他
の
目
的
で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

　課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
方
が
、
他
の
土
地
や
建
物
の
価
格
と
比
較
し
、

価
格
の
適
正
さ
を
判
断
す
る
制
度
が
『
縦
覧
・
閲
覧
制
度
』
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
４

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

川
西
町
内
で
創
業
を
行
う
方
へ
（
創
業
促
進
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
　

☎
42
ー
６
６
４
５

創
業
資
金
を
借
入
れ
た
企
業
へ

　
　
　
　
　（創
業
支
援
利
子
補
給
補
助
金
）
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　町
内
中
小
企
業
の
積
極
的
な
事
業
拡
大
を

図
る
取
組
み
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

　
　
　
　
　企
業
者

▼
内
容

【
ハ
ー
ド
事
業
】

▼
対
象
設
備

　取
得
価
格
10
万
円
以
上
の
、

　新
た
な
製
品
、
商
品
の
開
発
及
び
新
た
な

　生
産
方
法
の
導
入
の
た
め
に
必
要
と
な
る

　機
械
・
装
置
及
び
そ
の
設
備
が
設
置
さ
れ

　る
建
物

▼
補
助
金
額

　取
得
価
格
の
１
／
３
以
内

　

　（補
助
上
限
額
３
０
０
万
円
）

※
昨
年
実
績（
設
備
投
資
促
進
事
業
補
助
金
）

　２
件
（
店
舗
改
修
・
食
品
加
工
機
器
導
入
、

　支
援
総
額
２
８
６
万
円
）

【
ソ
フ
ト
事
業
】

▼
対
象
経
費

　広
報
費
、
展
示
会
等
出
展
費
、

　採
用
活
動
費
、
従
業
員
の
研
修
費
等

▼
補
助
金
額

　事
業
費
の
１
／
２
以
内

　（上
限
50
万
円
）

※
昨
年
実
績

　２
件
（
総
額
47
万
円
）

▼
募
集
期
限

　５
月
31
日
㈭

事
業
拡
大
を
図
る
企
業
へ
（
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　
求
職
者
の
就
労
支
援
お
よ
び
勤
労
者
の
能

力
向
上
の
た
め
、
資
格
等
の
取
得
に
要
し
た

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　町
内
の
求
職
者
、
勤
労
者

（
事
業
所
か
ら
の
申
請
は
年
度
内
３
人
ま
で
）

▼
内
容

　今
年
度
内
に
取
得
し
た
、
国
家
資

　格
や
民
間
資
格
等（
技
能
講
習
等
を
含
む
）

　の
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
一
種
免
許
・
二
輪
免
許
は
対

　象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
経
費

　受
講
料
、
教
材
費
、
受
験
料
、

　資
格
の
登
録
料
等

▼
補
助
金
額

　対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
以

　内
（
最
大
５
万
円
）

※
昨
年
度
実
績
：
６
件
（
は
ん
だ
検
定
・
玉

　掛
技
能
講
習・溶
接
技
術
検
定
等
22
万
円
）

ス
キ
ル
向
上
を
目
指
す
方
へ
（
資
格
取
得
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　６
次
産
業
化
へ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

必
要
な
施
設
機
器
の
整
備
や
技
術
習
得
、
商

品
開
発
な
ど
の
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　農
業
者
、
商
工
業
者
及
び
各
事

　業
者
が
組
織
す
る
団
体

▼
内
容

①
ハ
ー
ド
面
の
支
援
：
農
産
物
加
工
施
設
、

　農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備

②
ソ
フ
ト
面
の
支
援
：
人
材
育
成
、
先
進
地

　調
査
、
新
商
品
開
発
、
新
作
物
導
入
費

▼
補
助
金
額
：
対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
～

　２
／
３
以
内
（
15
万
円
～
70
万
円
）

６
次
産
業
化
を
支
援
し
ま
す
！
（
６
次
産
業
化
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
９
６

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

取
組
み
を
応
援
し
ま
す
！

　町
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
施
行
し
た
川
西
町
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
振
興
条
例
と
「
か

わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
川
西
町
総
合
計
画
）」
に
基
づ
き
、
産
業
の
振
興
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【
町
営
舘
之
北
住
宅
】

▼
部
屋
数
　８・６・６
畳
・
Ｄ
Ｋ

▼
戸
　数
　１
戸
（
３
階
）

▼
家
賃
　１
７
６
０
０
円
～
２
９
９
０
０
円

【
町
営
根
岸
住
宅
】

▼
部
屋
数
　６
畳
、
Ｄ
Ｋ

▼
戸
　数
　１
戸
（
１
階
）

▼
家
賃
　１
１
６
０
０
円
～
１
９
７
０
０
円

※
申
し
込
み
資
格
に
適
合
す
る
か
事
前
審
査

　を
行
い
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る

　方
は
、
全
員
分
の
過
去
１
年
間
の
所
得
を

　証
明
す
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
　５
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

▼
入
居
時
期
　６
月
上
旬

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
（
２
戸
）

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
７

▼
区
　
　分
　一
般
用

▼
選
考
方
法
　住
宅
困
窮
度
判
断
基
準
に
よ

　る
選
考

▼
事
前
審
査
・
申
込
書
配
布
期
間

　４
月
23
日
㈪
～
５
月
11
日
㈮

　４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
再
開

し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺

に
物
を
置
い
た
り
、
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ

り
し
な
い
よ
う
、
検
針
へ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課 

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
５
３

　ま
た
、
４
月
の
検
針
に
て
冬
期
間
の
料
金

の
精
算
を
行
い
ま
す
。
精
算
方
法
は
、
検
針

時
に
配
布
す
る「
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
検
針
日
程
】

○
大
塚
・
犬
川
・
中
郡
・
吉
島
地
区
・
小
松

　地
区
の
一
部

　４
月
15
日
㈰
～
20
日
㈮

○
小
松
・
玉
庭
・
東
沢
地
区

　４
月
25
日
㈬
～
30
日
㈪
㈷

国
民
健
康
保
険
税
率
が
変
わ
り
ま
す

所得割 資産割 均等割 平均割

29 年度 ８．５％ ４０％ 24,300 円 31,000 円

30年度 ７．１％ 廃止 23,000 円 28,000 円

所得割 資産割 均等割 平均割

29 年度 ２．３％ １０％ 6,600 円 9,000 円

30年度 ２．５％ 廃止 9,000 円 8,200 円

所得割 資産割 均等割 平均割

29 年度 １．１％ ８．５％ 6,500 円 3,900 円

30年度 １．８％ 廃止 9,000 円 4,500 円

　国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
る
た
め
、
４
月

か
ら
、
市
町
村
に
加
え
、
県
も
国
民
健
康
保

険
制
度
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
医

療
給
付
費
を
全
額
負
担
し
ま
す
。
町
は
、
所

得
水
準
、
医
療
費
水
準
、
被
保
険
者
数
に
応

じ
て
決
定
さ
れ
た
国
保
事
業
費
納
付
金
（
保

険
税
負
担
額
）
を
県
に
対
し
て
納
付
し
ま
す
。

納
付
額
は
、
県
内
で
保
険
税
負
担
を
公
平
に

支
え
合
う
観
点
か
ら
標
準
保
険
税
率
が
示
さ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
状
況
に

応
じ
て
、
標
準
保
険
税
率
等
を
参
考
に
税
率

を
定
め
ま
す
。

　町
の
今
年
度
の
保
険
税
率
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
賦
課
方
式
は
、
資
産
割
が
廃
止
さ

れ
、
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
に
よ
る
３

方
式
に
な
り
ま
す
。

平成３０年度の保険税率

○基礎（医療）分

○後期高齢者支援金分

○介護納付金分

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
２

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録
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ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
学
習
会
を
開
催

　
　
　～
ま
ち
の
偉
人
を
よ
く
知
ろ
う
～

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

　今
年
開
館
３
年
目
を
迎
え
る
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
で
は
、
本
町

出
身
で
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
た
先

人
５
名
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
る

た
め
の
学
習
会
を
、
下
記
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
毎
回
、
対
象
と

な
る
人
物
に
詳
し
い
方
を
ゲ
ス
ト

に
招
き
、
話
し
合
い
な
が
ら
楽
し

く
学
び
ま
す
。

　の
こ
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
や
ゲ

ス
ト
が
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
と
お

し
て
、
先
人
の
業
績
や
ふ
る
さ
と

の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
５
月
16
日
㈬
　午
後
７
時
～
】
　

▼
内
容
　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館

　に
つ
い
て

【
５
月
30
日
㈬
　午
後
７
時
～
】
　

▼
内
容

　知
を
愛
し
、
人
を
愛
し

　た
教
育
者

　本
間
喜
一

【
６
月
13
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　ふ
る
さ
と
を
描
い
た
洋

　画
家

　黒
澤
梧
郎

【
６
月
27
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
英
語

　学
者

　髙
梨
健
吉

【
７
月
11
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　青
年
運
動
史
に
輝
く
巨

　星
　寒
河
江
善
秋

【
７
月
25
日
㈬

　午
後
７
時
～
】

　

▼
内
容

　東
北
が
生
ん
だ
現
代
の

　戯
作
者

　井
上
ひ
さ
し

▼
会
場

　川
西
町
交
流
館
あ
い
ぱ

　る
（
旧
川
西
第
２
中
学
校
）

▼
定
員

　各
回
30
名
程
度

※
定
員
に
到
達
次
第
募
集
を
締
切

　町
で
は
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

く
親
し
み
や
す
い
新
庁
舎
の
整
備

に
向
け
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
設
計

を
進
め
て
い
く
た
め
の
「
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま

す
。　ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
各
地
区

や
各
種
団
体
等
か
ら
の
参
加
者
と

応
募
に
よ
る
参
加
者
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時
（
全
日
程
午
前
９
時
30
分

～
　午
後
０
時
30
分
）

○
第
１
回

　５
月
13
日
㈰

○
第
２
回

　６
月
３
日
㈰

○
第
３
回

　６
月
24
日
㈰

▼
会
場

　町
中
央
公
民
館

▼
主
な
内
容

　新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
テ
ー
マ

毎
に
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、

ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　い
た
だ
い
た
意
見
を
基
に
、
新

庁
舎
の
設
計
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

　町
内
在
住
で
、
全
３
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
が
可
能
な
方
。

※
18
歳
未
満
の
方
は
、
保
護
者
の

　同
意
が
必
要
で
す

▼
募
集
人
数

　５
名
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
）

▼
応
募
締
切

　５
月
７
日
㈪
必
着

▼
応
募
方
法

　

　参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　参
加
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
役
場
窓
口
、
中
央
公
民

館
、
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た

　
　
　
　町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

問
町
未
来
創
造
室

　☎
42
ー
６
６
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３
月
27
日
㈫
、
今
年
度
の
川
西

夏
ま
つ
り
開
催
に
向
け
た
実
行
委

員
会
本
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
開
催
日
の
確
認
や
役

員
選
出
な
ど
を
行
い
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

川
西
夏
ま
つ
り

８
月
11
日
㈯
開
催

▼
日
時

　８
月
11
日
㈯
㈷

　午
後
３
時
～
９
時

▼
会
場

　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　駐
車
場
お
よ
び
Ｊ
Ａ
山
形
お
き

　た
ま
本
店
駐
車
場
周
辺
ほ
か

▼
役
員
体
制

○
実
行
委
員
長

　

　原
田
俊
二
（
川
西
町
長
）

○
副
実
行
委
員
長

　渡
部
順
一
（
町
観
光
協
会
長
）

　髙
橋
冷
子
（
町
女
性
団
体
連
絡

　協
議
会
代
表
）

　安
部
哲
男
（
小
松
地
区
交
流
セ

　ン
タ
ー
長
）

　　今
後
も
、
引
き
続
き
町
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
と
お
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん

お
楽
し
み
に
！

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

　務
局
（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
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６
６
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町
内
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
支
援

▼
対 

象 

者

①
町
内
で
住
宅
な
ど
を
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

　な
ど
の
工
事
を
行
う
方

②
町
内
の
施
工
業
者
と
契
約
す
る
方
（
県
補

　助
金
の
場
合
は
、
県
内
業
者
で
可
）

③
10
万
円
以
上
の
工
事
を
行
う
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
方

▼
補
助
内
容

①
町
補
助
金
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
20
％
（
上
限
10
万
円
）

②
県
補
助
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
10
％
（
上
限
20
万
円
）

③
町
・
県
補
助
の
両
方
を
受
け
る
場
合

・
町
補
助
金
…
工
事
費
の
10
％

　（上
限
10
万
円
）

・
県
補
助
金
…
②
と
同
様

※
県
補
助
事
業

①
「
部
分
補
強
」「
寒
さ
対
策
・
断
熱
化
」「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
」「
県
産
木
材
使
用
」「
克

　

雪
化
」
の
い
ず
れ
か
が
必
要
。

②
県
産
木
材
を
３
㎥
使
用
す
る
か
、
空
き
家

　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
は
、
県
補
助
金

　の
上
限
が
30
万
円
。

③
３
世
代
・
移
住
・
近
居
・
新
婚
・
子
育
て

　世
代
の
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
30
万
円
）

④
②
と
③
に
当
て
は
ま
る
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
40
万
円
）

　町
内
住
宅
の
質
の
向
上
を
目
的
に
、
町
内
で
の
住
宅
建
設
を
支
援
し
ま
す
。

【
参
考
】

○
工
事
費
２
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合

①
町
補
助
…
10
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　＋

②
県
補
助
…
20
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　
←

30
万
円
の
補
助
金

▼
対
象
者

①
夫
、
妻
の
ど
ち
ら
か
が
満
40
歳
未
満
の
若

　者
夫
婦
、
ま
た
は
ひ
と
り
親
世
帯

②
町
外
に
１
年
以
上
居
住
し
町
内
に
転
入
す

　る
世
帯
、
ま
た
は
町
内
の
賃
貸
住
宅
に
１

　年
以
上
居
住
し
て
い
る
世
帯

③
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
新
築
住

　宅
を
取
得
す
る
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
方

⑥
公
共
事
業
に
よ
る
移
転
補
償
の
伴
う
新
築

　住
宅
取
得
で
な
い
方

※
そ
の
他
要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
補
助
内
容

○
町
内
業
者
契
約 

60
万
円

○
県
内
業
者
契
約 
30
万
円

　活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
定
住

の
意
志
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を
取
得
す
る

若
者
夫
婦
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
入
居
時
に
義
務
教
育
終
了
前
の
子
を
養
育

　し
同
居
し
て
い
る
３
世
代
世
帯

②
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
新
築
住

　宅
を
取
得
す
る
方

③
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
方

⑤
公
共
事
業
に
よ
る
移
転
補
償
の
伴
う
新
築

　住
宅
取
得
で
な
い
方

※
そ
の
他
要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
補
助
内
容

①
町
外
に
１
年
以
上
居
住
し
町
内
に
転
入
す

　る
者
を
含
む
場
合

○
町
内
業
者
契
約 

１
０
０
万
円

○
県
内
業
者
契
約 

70
万
円

②
町
外
転
入
者
を
含
ま
な
い
場
合

○
県
内
業
者
契
約 

50
万
円

　心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
、
１
人
高
齢
者

世
帯
の
減
少
、
空
き
家
の
防
止
な
ど
の
た
め

に
定
住
す
る
意
思
を
持
っ
て
町
内
に
住
宅
を

取
得
す
る
３
世
代
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

万
円

 

若
者
の

 

移
住
定
住
を
支
援

 

３
世
代
同
居
の

 

住
宅
建
設
を
支
援

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ 

☎
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まちからのお知らせ
town information

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
支
援

　～
４
月
16
日
㈪
受
付
開
始
～

▼
か
さ
上
げ
メ
ニ
ュ
ー

①
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

　町
補
助
を
受
け
る
場
合
、
工
事
費
の
20
％

　（上
限
30
万
円
）

②
置
賜
産
木
材
使
用

　町
補
助
を
受
け
る
場
合
、
工
事
費
の
20
％

　（上
限
20
万
円
）

※
町
・
県
補
助
の
両
方
を
受
け
る
場
合
①
②

　と
も
に
、
工
事
費
の
10
％
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　毎
年
恒
例
の
ダ
リ
ア
球
根
直
売

会
。
多
種
多
様
な
ダ
リ
ア
の
球
根

が
、
花
の
写
真
を
見
な
が
ら
購
入

で
き
ま
す
。

　芽
出
し
済
み
の
球
根
な
の
で
、

購
入
後
は
す
ぐ
に
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ダ
リ

ア
で
華
や
か
な
花
壇
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

✿
日
時
　５
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
４
時

✿
会
場

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
内

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　特
設
会
場

✿
金
額

　１
球

　５
０
０
円
、

　

　
　
　
　７
０
０
円
、
９
０
０
円

川
西
ダ
リ
ヤ
園
産
球
根
直
売
会

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
　☎
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✿
ダ
リ
ア
栽
培
講
習
会

　直
売
会
と
同
時
開
催
！
ダ
リ
ア

栽
培
の
プ
ロ
が
、
球
根
の
植
え
方
、

育
て
方
を
説
明
し
ま
す
。

　初
め
て
栽
培
さ
れ
る
方
、
栽
培

の
コ
ツ
を
知
り
た
い
方
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

✿
日
　時
　球
根
直
売
会
中
の

　①
午
前
11
時
～

　②
午
後
１
時
～

✿
会
　場

　

　
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

✿
参
加
費
　無
料

ま
い
も
ん
”
を
取
り
揃
え
て
開
催

し
ま
す
！
出
店
者
な
ど
の
詳
細
は

開
催
日
前
の
新
聞
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　５
月
か
ら
11
月
ま
で

　の
第
２
土
曜
日

▼
時
間
　午
前
７
時
～
８
時
30
分

▼
会
場
　Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
川

　西
支
店
東
側
駐
車
場
（
雨
天
時

　及
び
11
月
は
町
中
央
公
民
館
）

※
開
催
内
容
は
町
報
や
チ
ラ
シ
な

　ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

５
月
12
日
㈯
は
こ
ま
つ
市
へ
行
こ
う
！

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化

　グ
ル
ー
プ
　☎
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　成
人
式
は
一
生
に
一
度
で
す
。

　ぜ
ひ
参
加
し
て
、
大
人
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
　５
月
３
日
㈭
㈷

▼
会
場
　川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
　
　
　プ
ラ
ザ

▼
日
程
　

①
受
　
　付
：
午
前
９
時
30
分
～

②
記
念
撮
影
：
午
前
９
時
45
分
～

③
式
　
　典
：

　午
前
10
時
30
分
～
11
時

④
記
念
行
事
：

　午
前
11
時
10
分
～
正
午

▼
対
象
者
　平
成
９
年
４
月
２
日

　～
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

　生
ま
れ
た
町
内
在
住
者
及
び
町

　立
中
学
校
卒
業
者

※
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
案
内

　状
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※
会
場
に
は
一
般
席
を
準
備
し
ま

　す
。
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
一
緒

　に
祝
福
く
だ
さ
い
。

５月３日は
「成人式」

　今
年
も
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ

る
朝
市
と
し
て
、
町
内
外
の
“
う

▲毎年大盛況の販売会

▲栽培初心者の方も安心の講習会

まちからのお知らせ
town information

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ
　☎
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「成人式」

　下
小
松
古
墳
群
に
は
、
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
る
野
生
の
桜
（
奥
丁

子
桜
、
上
溝
桜
、
大
山
桜
、
霞
桜
、

犬
桜
）
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
桜
を
観
察
す
る
「
野
生
の
桜
観

察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　申
込
不
要
、
参
加
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
春
爛
漫
の
里
山
に
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　５
月
６
日
㈰
　午
前
９

　時
～
11
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
　下
小
松
古
墳
駐
車
場
　

　（二
番
公
民
館
上
方
）

▼
案
内
人
　白
壁
　洋
子
氏

（
や
ま
が
た
公
益
の
森
づ
く
り
支

　援
セ
ン
タ
ー
）

▼
服
装
・
持
ち
物

　長
袖
長
ズ
ボ

　ン
、
帽
子
、
飲
み
物

野
生
の
桜
観
察
会
を
開
催
し
ま
す

問
里
山
と
下
小
松
古
墳
群
を
守
る

　会
　青
木
さ
ん

☎
42
ー
４
６
７
６

▲大山桜

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録
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▼
対
象
者
　町
に
住
所
を
有
す
る

　次
の
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
23
歳
か
ら
50

　歳
の
女
性

（
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
）

②
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
、
①

　の
夫
及
び
同
居
家
族

③
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
妊
婦

　の
夫
及
び
同
居
家
族

【
助
成
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
】

○
妊
娠
中
の
方

○
風
疹
の
予
防
接
種
を
２
回
以
上

　接
種
し
て
い
る
方

○
風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

　方
○
過
去
に
助
成
を
受
け
て
、
風
疹

　抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
を
受

　け
た
方

▼
助
成
金
額
　風
疹
抗
体
検
査
、

　風
疹
予
防
接
種
費
用
の
全
額

▼
申
請
期
限
　

　平
成
31
年
３
月
15
日
㈮

▼
申
請
場
所
　町
健
康
福
祉
課

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
②
、
③
に
該
当

　す
る
方
は
、
以
下
の
も
の
を
お

　持
ち
く
だ
さ
い
。

　①
風
疹
抗
体
検
査
の
数
値
が
確

　
　認
で
き
る
も
の

　②
母
子
健
康
手
帳

▼
助
成
期
限

　平
成
31
年
３
月
31
日

▼
実
施
医
療
機
関

・
公
立
置
賜
総
合
病
院

・
公
立
置
賜
川
西
診
療
所

・
柄
沢
医
院

・
斎
藤
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ

　ク
・
き
じ
ま
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
ほ
か
の
医
療
機
関
で
の
接
種
希

　望
の
場
合
は
担
当
課
へ
。

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

　風
疹
は
、
特
に
妊
娠
初
期
の
感
染
す
る
と
新
生
児
に
難
聴
や
白
内
障
、

心
疾
患
な
ど
の
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
風
疹

抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

▼
対
象
者
　町
に
住
所
を
有
し
、

　次
の
①
又
は
②
の
条
件
を
満
た

　す
方

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　受
け
た
方
は
、
対
象
外

①
次
の
生
年
月
日
の
方

　対
象
者
に
は
、
個
別
に
ハ
ガ
キ

　を
送
付
し
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

　肺
炎
や
気
管
支
炎
の
予
防
又
は
重
症
化
予
防
を
目

的
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

対象年齢 生年月日
６５歳 昭和２８年４月２日生 ～ 昭和２９年４月１日生
７０歳 昭和２３年４月２日生 ～ 昭和２４年４月１日生
７５歳 昭和１８月４月２日生 ～ 昭和１９年４月１日生
８０歳 昭和１３年４月２日生 ～ 昭和１４年４月１日生
８５歳 昭和   ８年４月２日生 ～ 昭和   ９年４月１日生
９０歳 昭和   ３年４月２日生 ～ 昭和　４年４月１日生
９５歳 大正１２年４月２日生 ～ 大正１３年４月１日生

１００歳 大正   ７年４月２日生 ～ 大正   ８年４月１日生

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

　心
臓
じ
ん
臓
呼
吸
器
な
ど
で
身

　障
者
１
級
相
当
の
方
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
医
療

　機
関
窓
口
に
提
示
。

▼
助
成
額
　３
５
０
０
円

　（１
人
１
回
限
り
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
費
用
全
額

　助
成
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
期
限
　

　平
成
31
年
３
月
31
日

▼
接
種
方
法
　ご
希
望
の
医
療
機

　関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
者
、
置
賜
地
域
以
外

　の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
方
は
、

　事
前
に
健
康
福
祉
課
で
手
続
き

　が
必
要
で
す
。

▼
持
ち
物

　町
か
ら
の
ハ
ガ
キ
、

　健
康
保
険
証
な
ど
（
対
象
者
確

　認
の
た
め
）

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

まちからのお知らせ
town information

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

　今
年
度
の
、
お
子
さ
ん
の
予
防

接
種
の
種
類
と
対
象
年
齢
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　詳
細
は
、
個
別
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
第
２
期
】

▼
対
象
年
齢
　小
学
６
年
生

　（平
成
18
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　翌
年
４
月
１
日
生
）

【
麻
し
ん
・
風
し
ん

　
　
　
　
　予
防
接
種
第
２
期
】

▼
対
象
年
齢
　年
長
児

　（平
成
24
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　翌
年
４
月
１
日
生
）

【
日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期
】

▼
対
象
年
齢

①
小
学
４
年
生
（
平
成
20
年
４
月

　２
日
～
翌
年
４
月
１
日
生
）

②
18
歳
に
な
る
方
（
平
成
12
年
４

　月
２
日
～
翌
年
４
月
１
日
生
）

※
他
の
年
代
の
方
に
は
、
順
次
ご

　案
内
し
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０
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I
ー
F
I

相
談
員
紹
介
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報
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まちからのお知らせ
town information

適
正
な
処
理
と
認
め
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　～
監
査
結
果
報
告
～

▼
監
査
の
種
類

　地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
４
項
及
び
川
西
町

　監
査
の
執
行
に
関
す
る
条
例
第

　２
条
で
規
定
す
る
定
例
監
査

▼
監
査
執
行
日
及
び
対
象
課

①
２
月
20
日
㈫

　農
地
林
務
課
、
議
会
事
務
局

②
２
月
21
日
㈬

　産
業
振
興
課

③
２
月
26
日
㈪

　生
涯
学
習
課

▼
監
査
委
員

　島
貫
憲
明
、
髙
梨
勇
吉

▼
監
査
対
象
事
項

　対
象
所
管
課
等
の
、
主
と
し
て

　平
成
29
年
度
に
お
け
る
財
務
に

　関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経

　営
に
関
す
る
事
業
の
管
理
に
関

　す
る
事
項

▼
監
査
の
結
果

　監
査
対
象
事
項
に
お
い
て
、
適

　正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

問
町
監
査
委
員
事
務
局

☎
42
ー
６
６
７
４

　１
月
10
日
～
３
月
15
日
の
約
２

か
月
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
ス
ザ
ノ
市
・
イ
ペ
ラ
ン
ジ
ア

ホ
ー
ム
ダ
リ
ア
園
へ
ダ
リ
ア
の
栽

培
技
術
指
導
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

五
十
嵐
正
孝
さ
ん
（
中
郡
）
が
、

無
事
に
帰
国
し
、
３
月
22
日
に
帰

町
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
ダ
リ
ア
園
は
、
平
成
５

年
に
故 

藤
倉
恵
三
さ
ん
（
犬
川
）

が
構
想
を
立
て
、
故 

内
谷
忠
雄

さ
ん
（
大
塚
）
が
農
地
と
施
設
を

日
伯
援
護
協
会
に
寄
付
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
発
足
し
た
も
の
で
、

平
成
10
年
に
は「
姉
妹
ダ
リ
ヤ
園
」

の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　３
月
４
日
、
11
日
に
ダ
リ
ア
祭

が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ダ
リ
ア
栽
培
管
理
の
技
術
指

導
の
要
請
を
受
け
、
ダ
リ
ア
栽
培

に
詳
し
い
五
十
嵐
さ
ん
が
派
遣
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
２
カ
月
間
で
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
川
西
で
は
、
ダ

リ
ア
の
見
せ
方
が
違
い
戸
惑
う
部

分
も
多
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
伝

え
た
い
部
分
を
く
み
取
っ
て
く
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
健
康
で
無
事
に
帰
国
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。」
と
感
想
を
述

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
正
孝
さ
ん
（
中
郡
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　２
カ
月
の
ダ
リ
ア
栽
培
指
導
か
ら
帰
国

ダ
リ
ア
祭
に
向
け
て
指
導

ダ
リ
オ
さ
ん
と
呼
ば
れ

　五
十
嵐
さ
ん
は
、
そ
の
人
柄
と

ダ
リ
ア
の
知
識
が
豊
富
な
こ
と
か

ら
、
現
地
で
は
「
ダ
リ
オ
さ
ん
」

の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
親
し
ま
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
現
地
で
は
作
業

開
始
前
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

こ
と
を
定
着
さ
せ
、
長
い
時
で
は

現
地
の
方
が
１
時
間
ほ
ど
作
業
に

つ
い
て
質
問
す
る
な
ど
、
熱
心

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　報
告
会
で
は
「
長
い
よ
う
で

過
去
最
高
の
人
出
を
記
録

　な
お
、
五
十
嵐
さ
ん
が
指
導
し

た
ダ
リ
ア
を
披
露
す
る
ダ
リ
ア
祭

り
は
、
２
日
間
で
２
万
人
の
来
場

者
が
訪
れ
、
過
去
最
大
の
賑
わ
い

を
見
せ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

▲現地指導を振り返る五十嵐さん

▲身振り手振りで指導

▲ＴＶ効果もあり大盛況

○
役
場
第
二
分
庁
舎
（
産
業
振
興

　課
、
農
地
林
務
課
庁
舎
）

○
中
央
公
民
館
（
２
階
、
３
階
、

　４
階
）

○
川
西
町
交
流
館（
体
育
館
除
く
）

〈
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）〉

　無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
一
つ
。
ID
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

電
波
の
届
く
範
囲
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
ま
す
。

　３
月
19
日
か
ら
、
町
役
場
で
Ｗ

ｉ
ー
Ｆ
ｉ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ID
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド

は
、
各
施
設
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
可
能
場
所
】

○
役
場
本
庁
舎
（
１
階
、
２
階
）

○
役
場
第
一
分
庁
舎
（
地
域
整
備

　課
庁
舎
）

役
場
で
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
が
利
用
可
能
に

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
６
８

日
か
ら
、
町
役
場
で
Ｗ

役
場
で
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
が
利
用
可
能
に

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３
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わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
①
～

　「原
田
城
址
」
は
、
現
在
の
置

賜
公
園
の
場
所
に
あ
っ
た
伊
達
家

譜
代
の
家
臣
・
原
田
氏
の
居
城

で
、
天
文
年
間
（
１
５
３
２
～

１
５
５
５
）
前
後
に
築
城
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
付
近
一

帯
は
藤
ヶ
森
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
地

で
、
三
方
を
崖
地
に
囲
ま
れ
、
前

方
を
流
れ
る
犬
川
を
天
然
の
堀
に

見
立
て
た
要
害
で
し
た
。
現
在
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
の
あ
た
り
に
本
丸

が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
周
囲
に
は
土

「
文
化
財
も
の
が
た
り
」
か
ら
名
称
を
変
更
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

「
原
田
城
址
」

塁
や
空
堀
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

　17
代
当
主
左
馬
介
宗
時
の
時
、

主
君
・
政
宗
の
岩
出
山
城
（
宮
城

県
大
崎
市
）
移
封
に
従
い
当
地
を

離
れ
た
た
め
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

左
馬
介
は
「
伊
達
騒
動
」
で
有
名

な
原
田
甲
斐
宗
輔
の
祖
父
の
代
に

あ
た
り
ま
す
。

　城
址
が
置
賜
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
る
と
、
周
辺
に
は
桜
が
植
樹

さ
れ
、
春
に
は
多
く
の
花
見
客
で

に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
35
年
に
は
、
当
時
国
内
で
は

唯
一
の
観
光
ダ
リ
ヤ
園
が
開
園
し
、

全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
町
の
花
と
し
て
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

の
後
平
成
11
年
に
ダ
リ
ヤ
園
が
現

在
の
場
所
に
移
る
と
、
県
内
で
も

最
大
級
の
ハ
ー
ブ
園
と
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
こ
の
地
を

守
っ
て
い
た
勇
将
の
居
城
は
、
多

く
の
人
が
集
い
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
憩
い
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲原田城址の桜

まちからのお知らせ
town information

▼
日
時

　４
月
22
日
㈰

　午
前
８
時
45
分
～
11
時
45
分

▼
会
場

○
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
分
列
行
進

　（美
女
木
地
内
）

○
式
典
（
多
目
的
運
動
場
）

※
雨
天
時
：
小
松
小
学
校
体
育
館

春
季
消
防
演
習

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

　消
防
署 

☎
42
ー
３
７
０
０

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ 

☎
42
ー
６
６
１
２

初
期
消
火
訓
練
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す

　
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　若
干
名

▼
申
込
方
法

　左
記
担
当
課
に
電

　話
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

　４
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
、
申
込
み
い
た
だ
い
た

　方
に
直
接
ご
連
絡
し
ま
す
。

　「こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ

　に
し
で
す
。」

♪
下
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
放
送
内
容
は
予
定
で
す

▼
放
送
内
容
の
再
確
認
方
法

　防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
さ
れ

た
内
容
は
、「
防
災
情
報
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
」

☎
42
ー
４
２
６
１

☎
42
ー
４
２
６
２

☎
42
ー
４
２
６
３

　で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　緊
急
時
に
迅
速
か
つ
確
実
な
情

報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報
伝

達
訓
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
訓
練
実
施
日
時
（
予
定
）

①
５
月
16
日
㈬
　午
前
11
時

②
８
月
29
日
㈬

　午
前
11
時

③
11
月
21
日
㈬

　午
前
11
時

④
平
成
31
年
２
月
20
日
㈬

　午
前
11
時

▼
防
災
無
線
か
ら
の
放
送
内
容

♪
上
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

　「こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　ス
ト
で
す
。」

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

　町
で
は
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細

胞
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
移
植
・
ド
ナ
ー

登
録
の
推
進
を
図
る
た
め
、
提
供

者
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
で
き
る
方

　骨
髄
な
ど
の
提
供
日
に
、
本
町

に
住
所
が
あ
る
方
で
、
ド
ナ
ー
休

暇
制
度
が
導
入
さ
れ
た
企
業
・
団

体
な
ど
に
属
し
て
い
な
い
方

▼
助
成
金
額

　最
大
14
万
円

　

町
で
は
、
が
ん

患
者
の
方
の
治
療

と
就
労
の
両
立
、

療
養
生
活
の
質
の

向
上
の
た
め
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象

　平
成
29
年
４
月
１

　日
以
降
の
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
用

▼
助
成
金
額

　最
大
２
万
円

骨
髄
提
供
者
を
支
援

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

　
　
　購
入
を
助
成

※
申
請
書
や
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
こ
ち
ら
ま
で

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

町報かわにし　20平成３０年４月１５日

まちからのお知らせ
town information

◎身体障害者相談員

安部　眞
まこと
さん

☎４６－２１４１
【大塚・犬川
地区担当】

登坂幸
こういち
一さん

☎４８－２７２５
【中郡・東沢・
吉島地区担当】

髙橋かつ美さん
☎４２－３９８０
【小松・玉庭
地区担当】

◎知的障害者相談員

鈴木鋭
さとし
さん

☎４２－６８０４
【全地区担当】

１
人
で
悩
ま
ず
に

　気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　こ
の
た
び
次
の
方
々
が
、
町
の
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者

相
談
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期：平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
）

障
が
い
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
や
困
っ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
３
５

　障害者相談員は、障がいのある者同士、同じ痛みや
悩みを経験した仲間として相談に応じるという制度で、
町長から任命されています。
　どのような相談も親身になって各地区の相談員が対
応します。お気軽にご連絡ください。

私たちが障がい者の相談員です

新任

④
Ｊ
Ｒ
東
日
本
普
通
回
数
券

　発
売
額
２
万
円
以
内

⑤
川
西
商
業
協
同
組
合
共
通

　商
品
券
　２
万
円
分

※
④
は
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
今
泉
駅
か

　ら
米
沢
駅
ま
で
の
指
定
区
間
の

　普
通
回
数
券

▼
申
請
方
法
　運
転
免
許
証
返
納

　時
に
交
付
さ
れ
る
「
申
請
に
よ

　る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

　と
「
印
鑑
（
認
印
可
）」
を
持

　参
の
う
え
、
担
当
課
に
申
し
出

　て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
方
法
　提
出
さ
れ
た
申
請

　書
を
審
査
し
、
適
正
と
判
断
さ

　れ
る
場
合
は
、
後
日
支
援
品
を

　送
付
し
ま
す
。

　町
で
は
、
運
転
に
不
安
を
感
じ

る
方
や
運
転
の
必
要
が
な
く
な
っ

た
方
で
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
方
に
対
し
て
、
ほ
か
の
交

通
手
段
に
係
る
経
費
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。（
一
人
一
度
限
り
）

▼
対
象
　次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
運

　転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
行
っ

　た
方

②
自
主
返
納
時
お
よ
び
町
へ
の
申

　請
時
に
町
民
で
あ
る
方

▼
支
援
内
容
（
ど
れ
か
１
点
）

①
山
形
県
タ
ク
シ
ー
共
通
乗
車
券

　２
万
円
分

②
山
形
交
通
バ
ス
普
通
回
数
券

　

　２
万
２
０
０
０
円
分

③
山
形
鉄
道
利
用
券
　

　２
万
２
０
０
０
円
分

運
転
免
許
証
が
不
要
に
な
っ
た
方
の

　
　免
許
証
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
６

　町
の
学
校
給
食
調
理
場
に
お
い

て
、
調
理
師
に
欠
員
が
生
じ
る
場

合
（
１
日
単
位
）
の
代
替
調
理
師

を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
日
　不
定
期
。
学
校
か
ら

　の
依
頼
を
受
け
て
、
可
能
な
場

　合
に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
勤
務
場
所
　町
内
小
中
学
校
の

　調
理
場
。
日
に
よ
っ
て
異
な
る

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
資
格
等
　調
理
師
免
許
所
持
の

　有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
賃
金
額

○
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

　１
時
間
当
た
り
８
３
９
円
（
最

　高
７
時
間
勤
務
）

○
調
理
師
免
許
を
持
た
な
い
方

　１
時
間
当
た
り
７
７
４
円
（
最

　高
７
時
間
勤
務
）

▼
登
録
開
始

　随
時
登
録

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
５
９

代
替
調
理
師
を
募
集

▲事故につながる前に

▲町内タクシー会社で利用可能

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

新任再任 再任

13　町報かわにし 平成３０年４月１５日



公
立
置
賜
総
合
病
院
　川
西
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　渋
間
　久
　所
長

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
13
回
　糖
尿
病
の
重
症
化
予
防

臓
病
が
進
行
し
て
透
析
治
療
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
人
の
半
数
近
く
は
糖

尿
病
の
悪
化
に
よ
る
も
の
で
、
全
国
で
年

間
１
６
０
０
０
人
に
上
り
ま
す
。
ま
た
網

膜
症
の
進
行
に
よ
り
毎
年
３
０
０
０
人
が

失
明
し
て
い
ま
す
。

　予
備
群
の
う
ち
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
理

解
し
て
、
食
事
療
法
・
運
動
療
法
を
開
始

す
る
か
、
軽
症
の
う
ち
に
内
服
治
療
を
開

始
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
合

併
症
を
発
症
す
る
こ
と
な
く
、
健
康
寿
命

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
診
を

受
け
て
、
予
備
群
の
う
ち
に
か
か
り
つ
け

医
や
町
健
康
福
祉
課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

　平成
30
年
度
の
健
康
に
関
す
る
町
の
重

点
取
り
組
み
施
策
と
し
て
、「
糖
尿
病
・

慢
性
腎
臓
病
重
症
化
予
防
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　町
で
は
、
約
１
０
０
０
人
の
治
療
を
要

す
る
糖
尿
病
の
方
、
ま
た
約
１
０
０
０
人

の
予
備
群
（
H
b
A
1
c
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
が
６・
０
～
６・
４
％
）

の
方
が
い
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
糖
尿
病

が
重
症
化
す
る
と
、
慢
性
腎
臓
病
・
網
膜

症
・
神
経
障
害
と
い
う
三
大
合
併
症
の
ほ

か
に
、高
血
圧
症・高
脂
血
症
と
あ
い
ま
っ

て
脳
梗
塞
や
、
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
重
大

な
病
気
に
な
り
易
く
な
り
ま
す
。
慢
性
腎

診察日と診療科目
第１診察室 第２診察室

月
総合診療科内科　渋間所長火

水 整形外科山川医師
（第 2・4 週）

木 総合診療科
外科 山田医師

総合診療科
内科 渋間所長 外科　東医師

金 総合診療科
内科　渋間所長

内科（週交替）
・安日医師
・塚本医師

内科
塚本医師
（隔週）

※受付：午前８時３０分～１１時３０分　午後１時３０分～３時３０分
※診察：午前９時～正午　午後２時～４時（第３火曜日：往診）
※安日医師の専門：糖尿病などの内分泌科
※塚本医師の専門：呼吸器科

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
が
や
き
の
丘
　☎
42
ー
５
０
０
０

▼
対
象
地
区

　小松
・
中
郡
（
下
奥
田
）

　
　
　
　
　
　玉庭
・
東
沢

【
健
康
や
介
護
の
こ
と
】

○
今
の
健
康
を
維
持
し
た
い

○
体
操
教
室
に
参
加
し
た
い

○
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

　た
い

○
体
調
が
悪
く
不
安
が
あ
る

【
財
産
や
権
利
の
こ
と
】

○
１
人
暮
ら
し
で
財
産
の
管
理
が
心
配

○
悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
た
か
も

○
虐
待
を
受
け
て
い
る
か
も

【
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
】

○
近
所
に
住
む
高
齢
者
が
最
近
閉
じ
こ
も

　り
が
ち
で
心
配

○
認
知
症
か
気
に
な
る
（
物
忘
れ
な
ど
）

そ
よ
風
の
森
　☎
46
ー
２
１
２
１

▼
対
象
地
区

　大
塚
・
犬
川
・
中
郡
（
下

　
　
　
　
　
　奥
田
除
く
）・
吉
島

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
日
程
は
、
行
事
予

定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　地域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
住
み

慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
介

護
、
健
康
、
福
祉
、
虐
待
防
止
、
権
利
擁

護
な
ど
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
や
問
題
に
対
応
す
る
総
合
相

談
窓
口
で
健
康
福
祉
課
内
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
役
場
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
ご

自
宅
へ
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
も
し
く
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い

23　町報かわにし 平成３０年４月１５日 町報かわにし　10平成３０年４月１５日

町

　長

　原

　田

　俊

　二
　
　副
町
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政
弘
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事
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山
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遣
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事
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木
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置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　川西
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課
長
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藤
兼
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幹
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子
幸
夫

　主
査
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藤
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未
来
づ
く
り
課

　課
長
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上
憲
也

政
策
調
整
主
幹

　金
子
征
美
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整
主
査

　石田
英
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任
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太
（
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か
ら
派
遣
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　主
事
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橋
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希

財
政
主
幹

　中
山
宗
隆
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政
主
査

　
（
中
山
宗
隆
）

　
主
事

　
田
村
直
之
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今
野
あ
い

未
来
創
造
室

　室長

　

 

遠
藤
準
一

未
来
創
造
主
幹

　有
坂
強
志

　未
来
創
造
主
査

　平
田
一
則

　主
事

　遠
藤

　渡
、
小
林
駿
太

住
民
生
活
課

　課長

　滝田
浩
一

戸
籍
住
民
主
幹

　内
谷
浩
美

　戸
籍
住
民
主
査

　齋
藤
久
美
子
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　事

　猪
野
春
香
、
寒
河
江
桜
子

　

　主
事
補

　大
河
原
綾
乃
、

　
　
　
　
　小
関
未
夢
（
新
規
採
用
）

生
活
環
境
主
幹

　今
野
辰
也

　生
活
安
全
主
査

　緒
形
成
美

　

　環
境
衛
生
主
査

　
（
今
野
辰
也
）

　主
任

　孫
田
之
絵

　主
事

　江
袋
征
太

　主
事
補

　髙
田
翔
汰
（
新
規
採
用
）

健
康
専
門
員

　
井
上
道
子

　健
康
主
査

　小
野
久
仁
子
、
岡
﨑
ま
き

　主
任
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保
健
師
）
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村
恵
美
子

　保
健
師

　齋
藤
美
咲
、
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木
紫
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（
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用
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理
栄
養
士

　原
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子

介
護
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主
幹
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一
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主
査
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任
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域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　所
長
（
鈴
木
浩
之
）

　副
所
長

　安
藤
美
樹

　包
括
支
援
専
門
員

　淀

　ひ
ろ
み

　主
任
（
保
健
師
）

　推
名
志
保

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
鈴
木
浩
之
）

会
計
管
理
者

　後藤
哲
雄

税
務
会
計
課

　課長

　
（
後
藤
哲
雄
）

町
税
主
幹

　鈴
木

　玄
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民
税
主
査

　中
野
ゆ
か
り
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産
税
主
査

　渡
部
浩
明

　

　主
任

　菊
地
絵
梨
子
、
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合
、

　
　
　
　

 

須
貝
真
奈
美

　

　主
事
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橋
和
久
、
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崎
俊
輔
、

　
　
　
　

 

髙
橋
聡
太
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納
主
幹
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内
広
幸
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納
主
査

　
寒
河
江
陽
子

　

    

主
事

　
片
倉

　
壮
、
大
平
麻
人
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計
主
幹

　髙
橋
和
恵

　出
納
主
査

　中
山 

恵

健
康
福
祉
課

　課長
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浩
之
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主
幹
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滝
治
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主
査
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子
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子
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澤
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幹
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査
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業
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事
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史
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光
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友
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介
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振
興
主
幹

　大
河
原
孝
如

　地
域
振
興
主
査

　金
子
満
博

　

　定
住
促
進
主
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明
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任
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事
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藤
由
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主
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藤
元
康
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報
統
計
主
査

　近

　祐
子

　

　主
事

　田
宮
悠
佑

4
月
20
日
㊎
　折
り
紙
で
遊
ぼ
う

5
月
2
日
㊌
　こ
ど
も
の
日
を
お
祝
い
し
よ
う
・
身
体
測
定
①

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

４
月
16
日
㊊

　５
月
21
日
㊊
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　美
郷
幼
稚
園

　５
月
１
日
㊋

　北
斗
幼
稚
園

　5
月
9
日
㊌

　

申
込
・
問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
子育て世代包括支援センターを

開設しました　
妊娠期から子育て期まで、切れ目ない支援を行いま
す。母子健康手帳の交付や、さまざまな子育て支援
事業も行います。妊娠、子育てについてお気軽にご
相談ください。

〈所　　在〉町健康福祉課　健康推進グループ内
〈業務内容〉子育てに関する各種支援、相談など
　（母子健康手帳交付は毎週月曜から金曜）

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉5 月 17 日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

対象者 受付時間
平成 28 年 5 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 5 月、平成 27 年 11 月
平成 29 年 3 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
９・１０カ月児
健康教室

期日：5 月 16 日㈬
対象：H29.7.1 ～ 8.31 生まれ

１歳６か月児
健康診査

期日：5 月 18 日㈮
対象：H28.9.1 ～ 10.31 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　　
各保険者から送付される医療費通知は、皆様の健康へ
の意識向上や重複受診の防止などを目的としたもので
す。ぜひご確認ください。

献　　血
〈期　日〉5 月 25 日㈮ 午後１時 30 分～３時 30 分
〈場　所〉町中央公民館
〈対象者〉男性：17 歳～ 69 歳
　　　　 女性：18 歳～ 69 歳
※ 65 歳以上の場合は、60 ～ 64 歳で献血した方

〈持ち物〉献血カード
〈その他〉４００ｍｌｍの献血のみになります

＊
ル
ン
ル
ン
サ
タ
デ
ー
（
1
日
開
所
日
）

　5
月
12
日
㈯

＊
育
児
相
談
（
保
健
師
来
所
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

５
月
10
日
㊍

　申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学５年生
　誕生日：４月２日～５月１日
■ 発送日 ４月２３日㈪
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ママパパ教室
〈期　　日〉5 月１５日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉５月８日㈫まで電話で申込

こあらっこ広場
〈期日・会場〉
　① 4 月 24 日㈫　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
　　子育て支援センターこあら
　② 5 月 11 日㈮　午前 11 時 30 分～ 12 時 30 分
　　生きがい交流館

〈対　象〉妊婦さん、1 歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や　
　　　　相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

▲子育て世代を全力サポートします！

町報かわにし　22平成３０年４月１５日11　町報かわにし 平成３０年４月１５日

農
地
林
務
課

　課長

　阪野
正
則

農
地
主
幹

　佐
藤
紀
子

　農
地
主
査

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　主
事

　淀
野
拓
也
、
田
宮
枝
里
子
、

　
　
　
　玉
田
絵
里
子
、
原
田
恭
兵

農
村
林
務
主
幹

　今
井
俊
宏

　農
村
主
査

　
竹
田
真
也

　
林
務
主
査

　
佐
々
木
伸
治

　

地
域
整
備
課

　課
長

　吉
田
良
司

建
設
管
理
主
幹

　佐
藤
賢
一

　整
備
主
査

　後
藤

　毅

　

　都
市
計
画
主
査

　
（
後
藤

　毅
）

　道
路
管
理
主
査

　佐
々
木
満
樹

　

　用
地
主
査

　
（
佐
藤
賢
一
）

　主
任
（
建
築
技
師
）

　伊
藤

　敦

　主
任

　山
田
耕
司
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澤
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友
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隆
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長
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田
智
和
）
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勝
彦
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嵐
義
文
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内
谷
浩
美
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前
山
律
雄
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小
倉
繁
樹
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鈴
木
和
子
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奥
村
大
祐
）（
朽
木
惇
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千
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有
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子
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宮
田
将
大
）

農
業
委
員
会
事
務
局
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務
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長

　
（
阪
野
正
則
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事
務
局
長
補
佐

　
（
佐
藤
紀
子
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　農地
主
査
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佐
藤
紀
子
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（
今
井
俊
宏
）（
佐
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木
伸
治
）
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竹
田
真
也
）（
淀
野
拓
也
）（
田
宮
枝
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子
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玉
田
絵
里
子
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原
田
恭
兵
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教
育
委
員
会
事
務
局

教
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総
務
課
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長
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野
芳
広

教
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総
務
主
幹
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正
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総
務
主
査
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木
裕
子
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設
主
査
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江
哲
也

　

　指導
主
事

　梅津
幸
太
、
島
貫
祐
樹

　

　主事

　情野
紗
季

　主
事
補

　猪
目
朱
美
（
新
規
採
用
）

子
育
て
支
援
主
幹

　會田
美
由
紀

　子育
て
支
援
主
査

　神尾
亜
希
之

　

 

　主
事
補

　遠
藤
実
加
子
（
新
規
採
用
）

中
央
公
民
館
館
長

　
（
淀
野
芳
広
）

　調
理
師

　髙
橋
美
和
、 

安
達
百
合

　

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】
所
長 

小
形
弘
子

　主
査
（
保
育
士
）
島
貫
由
佳
里

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

　所
長
（
淀
野
芳
広
）

　保
育
士

　寒
河
江
幸
子
（
再
任
用
）

平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

　島貫
啓
一
（
会
計
管
理
者
）

　栗
田
純
子
（
副
所
長
）

　金
田
実
佳
子
（
主
事
）

　松浦
啓
子
（
園
長
）

　淀野
洋
子
（
園
長
）

　寒
河
江
幸
子
（
所
長
）

　牛
澤
京
子
（
所
長
）

　安部
美
智
子
（
副
園
長
）

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　事
務
局
長

　
（
藤
﨑
良
子
）

事
務
局
長
補
佐

　
（
大
友
勝
治
）

　

　監
査
主
査

　梅
津
郭
文

幼
稚
園
・
保
育
所
・

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長

　吉
田
玲
子

　

　副
園
長

　齋
藤
美
貴
子

　

　主
査
（
教
諭
）
丹
野
小
織

　

　主任
（
教
諭
）
星
野
真
紀

　教
諭

　竹
内
晴
美
、

　
　
　
　漆
山
沙
織
（
新
規
採
用
）

【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長

　菅
井
真
紀
子

　

　副園
長

　小
方
恵
美
子

　主
査
（
教
諭
）
土
田
江
里
子

　主
任
（
教
諭
）
井
上
千
穂

　

　教諭

　安
部
加
奈
子

【
小
松
保
育
所
】
所
長

　久
坂
部
令
子

　副
所
長

　八巻

　薫

　

　主査
（
保
育
士
）
須
貝
真
希
、

　
　
　
　
　
　
　
　梅津

　泉

　
主
任
（
保
育
士
）
藤
田
江
里
、

　保
育
士

　
井
上
美
穂
、
佐
藤

　
愛
、

　
　
　
　
　
渡
部
恵
子
（
新
規
採
用
）

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

生
涯
学
習
課

　課
長

　針
生
富
雄

生
涯
学
習
主
幹

　井
上
明
子

　生
涯
学
習
主
査

　高
橋
豊
文

　

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
査

　齋
藤
雅
美

　

　文
化
振
興
主
査

　
（
井
上
明
子
）

　

　主
事

　五
雲
寺

　良

　
　
　
　佐
東
順
子
（
再
任
用
）

埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館

　
　
　
　
　
　
　
　館
長
（
針
生
富
雄
）

小
学
校
・
中
学
校

　

【
小
松
小
学
校
】
調
理
師

　蔵
田
明
美
、

　

　巻
田
千
香
子
、
髙
橋
万
里
子
、

　小
林
貴
美
子
（
再
任
用
）

　用
務
員

　笹
木

　誠

【
大
塚
小
学
校
】

　調
理
師

　神
保
美
由
紀
、
松
木

　泉

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師

　奥
村
千
枝
子

【
吉
島
小
学
校
】

　調
理
師

　小
林
美
紀
子
、
鈴
木
祐
子

【
中
郡
小
学
校
】
調
理
師

　髙
橋
泰
子
、

　

　佐藤

　恵

【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師

　後
藤
久
美
子

【
川
西
中
学
校
】
調
理
師

　大
河
原
妙
子
、

　齋
藤
久
美
、
平
田
あ
や
子
、
舩
山
美
香

　用
務
員

　松
田
一
志
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米
沢
法
人
会
記
念
講
演
会

▼
日
時
：
5
月
21
日
㈪
　午
後
2

　時
～
3
時
30
分

▼
会
場
：
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

▼
演
題
：
戦
国
武
将
の
リ
ー
ダ
ー

　シ
ッ
プ
～
信
長
・
秀
吉
・
家
康

　に
学
ぶ
経
営
戦
略
～

▼
講
師
：
静
岡
大
学
名
誉
教
授

　小
和
田
　哲
夫
氏

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会

☎
22
ー
５
４
０
１

ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン

作
戦

▼
日
時
：
5
月
27
日
㈰
　

　午
前
6
時
集
合
（
7
時
ま
で
）

▼
会
場
・
集
合
場
所
：
フ
レ
ン
ド

　リ
ー
プ
ラ
ザ
（
小
雨
決
行
）

※
参
加
者
に
は
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ

　ン
ト
し
ま
す

▼
持
ち
物
：
軍
手
、
草
む
し
り
用

　具
な
ど

▼
申
込
：
5
月
18
日
㈮
ま
で

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会

☎
22
ー
５
４
０
１

裁
判
所
見
学
会

▼
日
時
：
5
月
16
日
㈬
　午
後
1

　時
10
分
～
3
時

▼
会
場
：
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

　所
米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
）

▼
内
容
：
裁
判
手
続
き
及
び
裁
判

　員
制
度
の
説
明
・
法
廷
見
学

▼
人
数
：
先
着
15
名

問
山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶

　務
課
　☎

22
ー
２
１
６
５

山
形
県
看
護
協
会

　
　

「
健
康
ま
つ
り
」
開
催

▼
日
時
：
5
月
12
日
㈯
　午
前
10

時
　～
午
後
3
時

▼
会
場
：
山
形
県
看
護
協
会
会
館

▼
内
容

【
1
日
ま
ち
の
保
健
室
】

①
測
定
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

　血
圧
測
定
、
健
康
相
談
な
ど

②
体
験
コ
ー
ナ
ー

　ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

③
白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影

　ナ
ー
ス
の
お
仕
事
体
験
と
記
念

　撮
影

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

４・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

5月14日㈪・28日㈪
午前 8 時 30 ～
　　　　　午後 5 時 15 分

町健康福祉課 町健康福祉課
☎ ４２－６６４０

弁護士
消費生活相談

５月 9 日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 ５月 16 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

５月

期　間 当番店（社） 電話番号

４月９日～15日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

4 月16日～22日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

4 月23日～29日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

４月30日～5 月6日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

5 月7日～13日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

5 月１4日～20日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

▼
参
加
費
：
無
料

問
山
形
県
看
護
協
会

☎
０
２
３
ー
６
８
５
ー
８
０
３
３

日
本
酒
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

試
飲
会

　I
W
C
「
S
A
K
E
部
門
」

や
ま
が
た
開
催
記
念
。
I
W
C

出
品
酒
の
ほ
か
県
産
酒
が
楽
し
め

る
一
般
向
け
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
：
5
月
20
日
㈰
　午
前
11

催

　
　
し

　時
～
午
後
4
時

▼
会
場
：
米
沢
市
営
体
育
館

▼
チ
ケ
ッ
ト
価
格
：（
お
猪
口
、
　

　I
W
C
酒
５
杯
、
地
酒
５
杯
）

○
前
売
り
：
2
0
0
0
円

　
　（４
月
12
日
か
ら
販
売
開
始
）

○
当
日
：
2
5
0
0
円

問
I
W
C
２
０
１
８
「
S
A
K

　E
部
門
」
や
ま
が
た
開
催
支

　援
委
員
会

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
５
４
２

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

　介
護
保
険
料
は
、高
齢
者
人
口
、

被
保
険
者
数
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
者
数
な
ど
の
増
加
に
伴
う
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
量
及
び
第
１
号
被

保
険
者
の
負
担
割
合
（
前
期
計
画

よ
り
１
％
増
加
し
23
％
）
な
ど
か

ら
算
出
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

　な
お
、
個
人
ご
と
の
介
護
保
険

料
は
、
７
月
中
旬
頃
に
送
付
す
る

納
入
通
知
書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

 
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
！

　
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
の

介
護
保
険
事
業
計
画
時
に
見
直
さ

れ
ま
す
。
町
で
は
、
今
年
３
月
に

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
7

期
）
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き

介
護
保
険
料
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

各段階ごとの保険料率と保険料（年額）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
段　階 対　象　者 保険料率 保険料（年）

第１段階
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税の人
・世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額（※）の合
計が 80 万円以下の人

基準額× 0.50 35,400

第２段階 世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
が 80 万円を超え 120 万円以下の人 基準額× 0.75 53,100

第３段階 世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
が 120 万円を超える人 基準額× 0.75 53,100

第４段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の人 基準額× 0.90 63,720

第５段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円を超える人 基準額× 1.00 70,800

第６段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 基準額× 1.20 84,960

第７段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満
の人 基準額× 1.30 92,040

第８段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満
の人 基準額× 1.50 106,200

第９段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 300 万円以上の人 基準額× 1.70 120,360

項　目
第 6 期 第 7 期

 Ｈ 27 年度  Ｈ 28 年度  Ｈ 29 年度  Ｈ 30 年度  Ｈ 31 年度  Ｈ 32 年度

総人口（人） 16,197 15,873 15,605 15,301 14,997 14,692

被保険者数（人） 5,306 5,387 5,444 5,453 5,459 5,492

うち 65 ～ 74 歳 2,225 2,310 2,428 2,529 2,582 2,683

うち 75 歳以上 3,081 3,077 3,016 2,924 2,877 2,809

高齢化率（％） 32.7 33.9 34.9 35.6 36.4 37.4

認定者数（人） 984 1,007 1,017 1,041 1,062 1,078
第 1 号被保険者の
認定数（％） 18.1 18.3 18.2 18.6 18.9 18.9

※平成 29年度からの各項目の数値は見込値になります。
※被保険者数、高齢化率及び介護認定者数は年々増加していく見込みです。

町の総人口の推移と今後の見込値

 平成 30 年からの
　　　　　介護保険料
○基準額 70,800 円
　（月額 5,900 円）
※月額前期比 500 円増

※「合計所得金額」とは、租税特別措置法に規定される長期譲渡所得または短期譲渡所得を控除した額（第１～９段階の人） 
　と年金収入に係る所得を控除した額（第１～５段階の人）を指します。

町報かわにし　8平成３０年４月１５日 町報かわにし　24平成３０年４月１５日

県
管
理
河
川
の
支
障
木

を
無
償
で
提
供
し
ま
す

　県
で
は
良
好
な
河
川
環
境
を
保

つ
た
め
伐
採
し
た
支
障
木
を
、
薪

ス
ト
―
ブ
や
キ
ノ
コ
の
ほ
だ
木
な

ど
へ
の
利
用
を
希
望
す
る
一
般
の

方
に
、
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

▼
提
供
期
間
：
５
月
23
日
㈬
～

※
無
く
な
り
次
第
終
了
（
土
日
祝

　日
を
除
く
）

▼
提
供
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後

　４
時

▼
提
供
場
所
：
鬼
面
川
橋
下
流
西

　側
河
川
敷
（
米
沢
市
六
郷
町
西

　藤
泉
地
内
）

▼
受
付
け
開
始
日
時
：
４
月
24
日

　㈫
午
前
９
時
～
（
要
申
込
み
）

※
詳
細
は
置
賜
総
合
支
庁
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
河
川
砂

　防
課

　☎
26
ー
６
０
８
５

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
①
助
産
師

②
看
護
師
　③
薬
剤
師

④
作
業
療
法
士
　⑤
理
学
療
法
士

⑥
言
語
聴
覚
士
⑦
臨
床
検
査
技
師

▼
採
用
予
定
人
員
：
①
4
名
程
度

　②
33
名
程
度
　③

3
名
程
度
　

　④
～
⑦
若
干
名

▼
受
験
資
格
：

【
①
②
】
昭
和
49
年
4
月
2
日
以

　降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
当
該
職

　種
の
免
許
を
有
す
る
方
も
し
く

　は
平
成
31
年
6
月
30
日
ま
で
に

　当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

　の
方

【
③
～
⑦
】
昭
和
59
年
4
月
2
日

　以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
当
該

　職
種
の
免
許
を
有
す
る
方
も
し

　く
は
平
成
31
年
6
月
30
日
ま
で

　に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込

　み
の
方

▼
採
用
予
定
年
月
日
：

　平
成
31
年
4
月
1
日

※
但
し
、
①
～
⑤
に
つ
い
て
既
に

　資
格
を
有
す
る
方
は
平
成
30
年

　度
中
途
の
採
用
も
可
能
で
す
。

▼
試
験
期
日
：
5
月
27
日
㈰

▼
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
付
期
限
：
5
月
17
日
㈭
必
着

▼
試
験
案
内
：
置
賜
広
域
病
院
企

　業
団
事
務
局
総
務
企
画
課
等
で

　配
布
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

　ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

問
山
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
総
務

　企
画
課
職
員
係

☎
46
ー
５
０
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
・
乙
種
（
全

　類
）・
丙
種

①
第
１
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
９
日
㈯
午
前
中

▼
試
験
会
場
：
米
沢
市
、
村
山
市

▼
受
付
：
4
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

②
第
2
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
16
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
山
形
市
、
酒
田
市

▼
受
付
：
５
月
７
日
㈪
～
17
日
㈭

③
第
３
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
23
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
寒
河
江
市

　鶴
岡
市

▼
受
付
：
５
月
14
日
㈪
～
24
日
㈭

④
第
４
回
試
験

▼
期
日
：
７
月
14
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
新
庄
市
、
長
井
市

▼
受
付
：
５
月
28
日
㈪
～
６
月
７

　日
㈭

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
（
全
類
）・

　乙
種
（
全
類
）

①
第
1
回
試
験

▼
期
日
：
5
月
26
日
㈯
　午
前
中

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
受
付
期
間
：
4
月
19
日
㈭
ま
で

②
第
２
回
試
験

▼
期
日
：
９
月
15
日
㈯
　午
前
中

▼
会
場：山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ・

　酒
田
産
業
会
館

▼
受
付
期
間
：
７
月
23
日
㈪
～
8

　月
2
日
㈭

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会

▼
期
日
：

①
乙
種
第
4
類
：
5
月
24
日
㈭
・

　25
日
㈮

②
丙
種
：
5
月
24
日
㈭

▼
講
習
会
場
：
両
日
と
も
米
沢
市

　す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
：
①
１
０
０
名

　②
20
名

▼
受
付
期
間
：
4
月
16
日
㈪
～

　5
月
14
日
㈪
（
定
員
に
な
り
次

　第
締
切
）

問
川
西
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務

　局
（
川
西
消
防
署
内
）

☎
42
ー
３
７
０
０

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘
こ

だ
ま
寮
職
員
募
集

▼
勤
務
地
：
コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

　こ
だ
ま
寮

▼
募
集
人
数
：
男
女
と
も
若
干
名

　（契
約
職
員
）

▼
内
容
：
知
的
障
害
の
あ
る
大
人

　の
方
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
や

　活
動
の
支
援
（
変
則
勤
務
）

問
こ
だ
ま
寮

☎
46
ー
３
１
０
０

ア
グ
リ
ウ
ー
マ
ン
塾 

　

受
講
生
募
集

　農
業
経
営
に
意
欲
的
な
若
い
女

性
農
業
者
を
対
象
に
、
実
践
力
と

経
営
感
覚
を
養
う
養
成
塾
で
す
。

▼
研
修
期
間
：
全
５
回

▼
募
集
人
員
：
20
名
程
度

　（概
ね
40
歳
未
満
の
方
）

▼
会
場
：
村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎

　（山
形
市
）
ま
た
は
西
村
山
地

　域
振
興
局（
寒
河
江
市
）（
予
定
）

▼
受
講
料：無
料
（
要
実
費
負
担
）

▼
申
込
み
：
置
賜
総
合
支
庁
農
業

　技
術
普
及
課
ま
で
（
５
月
８
日

　締
め
切
り
）

問
山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３
ー
22
ー
８
７
９
４

試
験
案
内

募

　
集

お
知
ら
せ

 

介
護
保
険
制
度
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
！

　平
成
12
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
及
び
介
護
認
定
者
が
増
加
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
も
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
が
自
立
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
く
て
も
楽
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
３
年
ご
と
に
制
度

が
見
直
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
今
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　10
月
か
ら
、
貸
与
価
格
の
バ
ラ

つ
き
を
抑
制
し
、
適
正
価
格
で
の

貸
与
を
確
保
す
る
た
め
、
国
か
ら

福
祉
用
具
の
商
品
ご
と
に
全
国
平

均
貸
与
価
格
の
公
表
と
、
貸
与
価

格
の
上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　利
用
者
が
福
祉
用
具
を
借
り
る

場
合
は
、
事
業
者
か
ら
全
国
平
均

価
格
と
そ
の
事
業
者
の
価
格
の
両

方
の
説
明
を
受
け
ま
す
。

　ま
た
、
４
月
か
ら
機
能
や
価
格

帯
の
異
な
る
複
数
の
商
品
の
提
示

を
受
け
、
福
祉
用
具
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
は
、
所
得
に
よ
り
１
割
も
し
く

は
２
割
負
担
で
し
た
が
、
８
月
か

ら
２
割
負
担
の
方
の
中
で
特
に
所

得
の
高
い
方
の
負
担
割
合
が
３
割

負
担
に
な
り
ま
す
。

【
３
割
負
担
の
要
件
】

○
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万
円

　以
上

○
年
金
収
入
と
合
計
所
得
金
額

　（年
金
以
外
）
の
合
計
が
　
　

　３
４
０
万
円
（
世
帯
内
に
本
人

　以
外
に
第
１
号
被
保
険
者
が
い

　る
場
合
は
４
６
３
万
円
）
以
上

※
な
お
、
負
担
割
合
が
３
割
負
担

　に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
７
月

　末
頃
に
送
付
す
る
「
介
護
保
険

　負
担
割
合
証
」
に
て
お
知
ら
せ

　し
ま
す
。

介
護
医
療
院
の
創
設

　今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
慢

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　高
齢
者
と
障
が
い
者
が
同
一
の

事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
、
介
護
保
険
と
障
が

い
福
祉
の
両
制
度
に
新
た
に
「
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
、

高
齢
・
障
が
い
な
ど
の
枠
を
超
え

た
横
断
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
本
町
や
近
隣
市
町
で
は
、
現
時

　点
で
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

　事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
用
具
貸
与
価
格
の

平
均
価
格
が
公
表
さ
れ
ま
す

高
所
得
利
用
者
の

負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

第
２
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
に
総
報
酬
割
が
導
入

　介
護
保
険
制
度
の
財
源
の
一
部

は
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医
療

保
険
者
が
負
担
す
る
介
護
保
険
料

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
料
の
負
担
方
法
は
医
療
保
険
者

ご
と
に
加
入
割
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
個
々
の

負
担
能
力
（
報
酬
額
）
に
応
じ
た

負
担
と
す
る
た
め
『
総
報
酬
割
』

が
一
部
導
入
さ
れ
、
段
階
的
に
移

行
さ
れ
ま
す
。

Ｈ 30
年度

Ｈ 31
年度

Ｈ 32
年度

総報酬導入
の医療保険
者割合

１／２ ３／４ 全面
導入

性
期
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
の
た
め
、「
日
常
的
な
医
学

管
理
が
必
要
な
重
介
護
者
の
受
け

入
れ
」
や
「
看
取
り
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
等
の
機
能
と
、「
生
活
施
設
」

と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
新

た
な
介
護
保
険
施
設
「
介
護
医
療

院
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　現
在
の
介
護
療
養
型
医
療
施
設

（
介
護
療
養
病
床
）
は
、
医
療
保

険
の
適
用
さ
れ
る
医
療
療
養
病
床

と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
た

め
廃
止
さ
れ
、
経
過
措
置
と
し
て

他
施
設
へ
の
転
換
期
限
は
平
成
35

年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
本
町
や
近
隣
市
町
で
は
、
現
時

　点
で
新
設
や
転
換
す
る
施
設
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

問
町
健
康
福
祉
課 

介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

　　　お気軽にご相談にお越しください！
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

人
生
に
退
職
は
な
い

　一
気
に
雪
解
け
が
進
み
、
春
満
開
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
度
を
迎
え
、
総
会
な
ど
で

交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
事
務
局
職
員
、
自
治
会
長

さ
ん
な
ど
交
代
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。
新
任
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
役
場
も
８
人
が
退
職
、
人
事

異
動
で
担
当
が
変
わ
っ
た
り
新
採
職
員
が
配
置

さ
れ
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た

な
業
務
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　先
月
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
て
い
て
大
変

感
動
し
ま
し
た
。
登
場
し
た
の
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
出
身
で
、
平
成
18
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
さ
ん

で
す
。
彼
は
貧
し
い
農
村
社
会
を
変
革
す
る
た

め
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
設
立
、
貧
困
層
に
少
額

の
資
金
を
低
金
利
・
無
担
保
で
融
資
、
そ
の
資

金
を
元
手
に
仕
事
を
始
め
経
済
的
自
立
を
促
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
女
性
へ
の
融
資
が
多
く
、

手
仕
事
を
通
じ
商
品
を
製
作
、
販
売
し
た
お
金

で
生
活
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
学
校
に
通
い
、
一
日
３
回
の
食
事
を
し
、

清
潔
な
水
を
飲
み
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ
と
雨
漏

り
の
し
な
い
家
を
持
ち
、
ロ
ー
ン
を
返
済
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
立
を
促
す
小
規
模
融

資
制
度
が
今
で
は
60
か
国
に
広
が
り
貧
困
対
策

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
77
歳
の
今
も
世
界
中
を

飛
び
回
り
貧
困
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ユ
ヌ
ス
さ
ん
は
「
人
生
に
定
年
退
職
は
な
い
。

退
職
を
迎
え
た
人
は
高
齢
者
で
は
な
く
、
人
生

の
第
二
段
階
と
い
う
べ
き
で
、
こ
の
第
二
段
階

こ
そ
何
か
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
話
し
ま
し

た
。
定
年
を
迎
え
た
方
は
、
長
い
職
業
経
験
に

よ
り
専
門
的
な
知
識
、
技
術
、
資
金
、
人
脈
、

生
活
費
を
稼
ぐ
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
自
分
自
身

が
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
時
間
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
こ
そ
が
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
か
ら
で
す
。
身
の
周
り
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
役
立
つ
こ
と
、
助
け
合
い
に

参
加
す
る
こ
と
、
意
欲
の
あ
る
若
い
人
と
起
業

す
る
こ
と
な
ど
、
チ
ャ
ン
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
言
を
聞
い
て
、
私
は
勇
気

が
湧
き
ま
し
た
。
長
い
人
生
で
培
わ
れ
た
経
験

や
技
術
は
宝
物
で
す
。
歳
を
重
ね
熟
練
し
た
経

験
は
若
者
や
子
供
た
ち
に
素
直
に
伝
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
ユ
ヌ
ス
さ
ん
は
最
後
に
「
退
職
と
い

う
言
葉
を
世
界
か
ら
な
く
し
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
が
、
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
「
生
涯

現
役
」
が
浮
か
び
ま
し
た
。
私
も
還
暦
を
過
ぎ

多
く
の
友
人
が
定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
か
ら
こ
そ
が
何
か
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」

と
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　

  

　

第
72
回

　３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

　こ
の
度
４
月
末
を
も
っ
て
３
年
間

の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　私

は
主
に
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ

ン
教
室
や
脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
i
P
a
d
を
使
っ
た
脳
の
若
返
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
通
じ
た
交
流
の

場
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
に
は
時
に
子
ど
も
や
孫
の

よ
う
に
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
、

む
し
ろ
地
域
や
人
生
に
つ
い
て
な
ど

教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
活
動
は
ゆ
る
や
か
な

ペ
ー
ス
で
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
同
世
代
の

仲
間
と
と
も
に
、「
こ
ま
つ
☆
ん
め

も
ん
プ
ロ
レ
ス
」
や
「
こ
ど
も
ふ
く

☆
こ
う
か
ん
会
」
を
開
催
し
た
り
、

地
区
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
手

伝
い
と
し
て
参
加
し
た
り
と
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
仲
間
と

と
も
に
築
き
上
げ
る
楽
し
さ
や
達
成

感
、
課
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
感
じ
た
事
や
経

験
を
今
後
も
色
々
な
場
面
で
活
か
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　今
思
え
ば
協
力
隊
と
し
て
３
年
間

は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
ご
心
配
、

ご
迷
惑
も
掛
け
し
ま
し
た
が
、
そ
の

た
び
ご
協
力
・
応
援
し
て
下
さ
っ
た

地
域
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

川
西
町
に
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
活
動
報
告
集
完
成
】

　平
成
29
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告
集
「
ち
ま
る
の
し
ご

と
２
０
１
７
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
の
派
遣
活
動
か
ら
自

主
活
動
、
農
業
研
修
、
遅
筆
堂
文
庫

で
の
活
動
な
ど
隊
員
ご
と
、
多
岐
に

渡
る
活
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
求
め
の
方
は
町
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
42
ー
６
６
１
３
）、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
メ
ー
ルchim

aru@
m
s5.

om
n.ne.jp

ま
で
！

　
　
　
　
　
　窪
村

　郁
子▲好評だった脳若トレーニング

ブ
ラ
ジ
ル
報
告

W
I
ー
F
I

相
談
員
紹
介

運
転
免
許
返
納

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
募
集

補
助
金
関
係

水
道
・
国
保

消
防
関
係

文
化
財
・
医
療

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

介
護
保
険
制
度

職
員
録

特集：別れではなく、新たなスタート
高山小学校・東沢小学校閉校

学
区
再
編
ま
で
の
経
過

【
平
成
25
年
】

○
５
月
27
日

　「あ
す
の
川
西
町
の
小
学
校
を
考
え
る
協

　議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
第
１
回
協
議
会
を

　開
催

○
９
月
～
12
月

　幼
児
施
設
、
小
学
校
、
各
地
区
を
対
象
に

　懇
談
会
を
開
催

【
平
成
26
年
】

○
９
月
～
11
月

　幼
児
施
設
、
小
学
校
、
各
地
区
を
対
象
に
、

　懇
談
会
を
開
催

○
12
月
９
日

　第
７
回
協
議
会
を
開
催（
答
申
書
の
確
認
）

○
12
月
16
日

　協
議
会
の
検
討
内
容
を
、
町
教
育
委
員
会

　に
答
申

【
平
成
27
年
】

○
１
月

　町
教
育
委
員
会
が
、
協
議
会
の
答
申
を
基

　に
「
川
西
町
立
小
学
校
再
編
整
備
計
画
」

　を
策
定

○
７
月

　犬
川
小
学
校
区
、
高
山
小
学
校
区
、
東
沢

　小
学
校
区
、
玉
庭
小
学
校
区
で
学
区
再
編

　検
討
委
員
会
が
立
ち
上
が
る

【
平
成
28
年
】

○
２
月

　東
沢
小
学
校
区
で
学
区
再
編
実
施
が
決
定

○
４
月

　高
山
小
学
校
区
で
学
区
再
編
実
施
が
決
定

４
つ
の
小
学
校
で
再
編
を
検
討

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
少
子
化
に
よ
る
児

童
の
減
少
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

平
成
25
年
度
に
小
学
校
の
学
区
再
編
と
将
来

の
小
学
校
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
あ
す
の

川
西
町
の
小
学
校
を
考
え
る
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
「
学
区
再
編

の
基
本
的
な
考
え
方
と
ル
ー
ル
を
協
議
し
て

い
た
だ
き
、
町
教
育
委
員
会
に
答
申
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を

基
に
、
平
成
27
年
１
月
に
「
川
西
町
立
小
学

校
再
編
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
27
年

２
校
の
閉
校
ま
で
を
振
り
返
る

▲高山小学校閉校記念碑の除幕式

年度 高山小学校 東沢小学校

昭和 22年 37人（最多）47人（最多）

平成 20年 7人 5人

平成 21年 2人 4人

平成 22年 3人 5人

平成 23年 なし 5人

平成 24年 6人 7人

平成 25年 2人 7人

平成 26年 7人 8人

平成 27年 6人 2人

平成 28年 3人 4人

平成 29年 5人 7人

卒業生合計 592人 2,111 人

高山小学校・東沢小学校卒業生の推移

～

年度 出生者数

平成 20年 121人

平成 21年 99人

平成 22年 121人

平成 23年 103人

平成 24年 114人

年度 出生者数

平成 25年 93人

平成 26年 90人

平成 27年 100人

平成 28年 92人

平成 29年 93＝人

川西町の出生者数の推移

度
に
は
犬
川
、
高
山
、
玉
庭
、
東
沢
の
各
小

学
校
区
で
、
学
区
再
編
検
討
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
、
学
区
再
編
が
必
要
な
の
か
、
再
編

の
場
合
は
ど
こ
の
学
校
に
通
う
の
が
望
ま
し

い
の
か
な
ど
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
高
山
小
学
校
と
東
沢
小
学
校
で
「
学

区
再
編
の
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
至

り
ま
し
た
。

　今
回
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
町
教
育
委

員
会
が
地
域
に
対
し
て
学
区
再
編
を
勧
め
る

も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
、
保
護
者
の

方
々
で
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
み
な

さ
ん
の
意
向
を
最
優
先
に
学
区
再
編
の
結
論

を
出
す
と
い
う
進
め
方
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

町報かわにし　6平成３０年４月１５日 町報かわにし　26平成３０年４月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●５月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

● 5 月のおはなし会　おはなしのへや
　５月 12 日㈯　午前 11 時～ 11 時 30 分
　紙芝居と絵本の読み聞かせ。みんなきてね！

こどもの本

おとなの本
『ついつい出ちゃう！日本人のかんちがい英語』

ゲーリー・スコット・ファイン著　
高橋書店刊
　今まで習ってきた英語、使えないもの
もたくさんあるそうです。海外旅行など
で誤解されないよう、もう一度英語を勉
強してみるのはいかがでしょうか。

●遅筆堂文庫読書会
　５月６日㈰　午後 2 時～

●井上ひさし展示室　
　「生活者大学校 2018 で憲法を学ぶ」展

●おすすめ本のコーナー
　～こども読書週間「はじまるよ！本のカーニバル」～
　たのしい絵本がいっぱい

入
いりふねていせんたつ

船亭扇辰独演会 こまつ座第 122 回公演「父と暮せば」

■ 日時　６月２１日㈭ 　午後 2 時開演
■ 会場　フレンドリープラザホール

■ 料金　・一般：4,000 円　・会員：3,800 円
　　　　  ・青少年席（25 歳未満）：1,500 円

父と娘の「命」の会話が新たなキャストでよみがえる
■ 作：井上ひさし　■ 演出：鵜山仁
■ 出演：山崎一、伊勢佳世

『千びきおおかみ』
　　　　　　　　　　　筒井悦子再話　太田大輔絵　こぐま社刊

　旅の商人が森へ迷いこみ、木の上で一夜
を明かします。やがて夜がふけ、木の下に
は狼の群れが…。本のタイトルにもなって
いる『千びきおおかみ』をはじめ、日本の
こわい昔話が 6 話入っています。読書をは
じめた小学校 1 ～ 2 年生におすすめです。

こども読書週間の催し 4/24 ㈫～ 5/13 ㈰
✿「おはなし　たからばこ」福袋で絵本を貸出します。
✿「おはなしの森クエスト」クイズに答えてプレゼントゲット

こっけい噺、人情噺を得意とする入船亭扇辰がプラザ
寄席に再登場！客席の真ん中で名人芸が聴ける、見ら
れるというぜいたくな落語会はプラザ寄席だけ。いま、
落語は若い人に超人気です！
■ 日　　時　５月 27 日㈰ 　午後３時開演
■ 会　　場　フレンドリープラザロビー
■ 前売料金　
　一般：3,200 円（当日：3,400 円）
　会員：3,000 円（当日：3,200 円）
　高校生以下：1,700 円（当日：1,900 円）

高
山
小
学
校
学
区
再
編
検
討
委
員
会

　高
山
地
区
で
は
、
11
名
の
方
が
委
員
と
な

り
、
約
１
年
間
、
委
員
会
で
の
協
議
の
他
、

保
護
者
対
象
の
懇
談
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
対
象

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
は
、
多
く
が
「
統
合
し
た
ほ
う

が
い
い
」
と
い
っ
た
意
見
で
、「
よ
り
多
く

の
児
童
と
接
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
成
長
に

つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
「
子
ど
も
の
た
め
」

の
意
見
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
「
中
郡
小
学

校
区
へ
の
学
区
再
編
」
と
い
う
道
を
選
択
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
円
滑
な
統
合
に
向
け
た

合
同
学
習
会
の
開
催
や
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

の
通
学
案
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
仲

良
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
協
議
を
重

ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
沢
小
学
校
学
区
再
編
検
討
委
員
会

　東
沢
地
区
で
は
、
12
名
の
方
が
委
員
と
な

り
、
委
員
会
の
ほ
か
地
区
懇
談
会
、
保
護
者

向
け
の
説
明
会
な
ど
で
、
可
能
な
限
り
地
区

の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
母
親
た
ち
の
集
ま
り
で
協
議
を
行
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
多
数
が
学
区
再
編
に

対
し
て
前
向
き
な
意
見
で
し
た
。
そ
の
う
え

で
「
子
ど
も
た
ち
の
事
を
考
え
る
と
早
急
に

学
区
再
編
に
向
け
た
議
論
を
進
め
た
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　検
討
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
「
平
成
30
年
度
を
め
ど
に
小
松
小
学

校
区
に
学
区
再
編
す
る
」
と
い
う
結
論
を
出

し
ま
し
た
。
東
沢
小
学
校
区
も
高
山
小
学
校

区
と
同
様
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
い

う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
た
だ
い
た
結
果

で
す
。

　今
回
、
高
山
小
学
校
と
東
沢
小
学
校
が
そ

の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　約
５
年
間
、
多
く
の
方
が
議
論
を
重
ね
、

「
学
区
再
編
」
を
選
択
し
た
の
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
と
未
来
の
た
め
」
で
す
。
今
小

学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
こ
れ
か

ら
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

を
最
優
先
に
考
え
、
前
向
き
な
選
択
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　２
つ
の
学
校
に
通
っ
た
み
な
さ
ん
が
、
学

校
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
ず
っ
と
み
な
さ
ん

の
心
の
中
に
残
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し

▲高山小学校全校合奏。感謝の思いを込めて

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
未
来
の
た
め
に

高山小学校（上）と、東沢小学校（下）で
立派に巣立った最後の卒業生たち

て
、
今
回
の
選
択
が
地
域
の
方
々
に
と
っ
て

も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
「
前
向
き
な

選
択
」
だ
っ
た
証
し
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
新
し
い
学
校
で
、
毎
年
春
に
咲
く
桜
の
よ

う
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
成
長
し
て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。

▲東沢小学校の校内装飾

7　町報かわにし 平成３０年４月１５日



１
年
間
の
成
果
を
観
客
の
前
で
披
露

～
プ
ラ
ザ
附
属
演
劇
学
校
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
６
期
生
修
了
公
演
～

３/1８

　３
月
18
日
㈰
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

「
プ
ラ
ザ
附
属
演
劇
学
校
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
6

期
生
修
了
公
演
」
が
開
催
さ
れ
、
6
期
生
の

2
名
や
菜
の
花
座
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
劇

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
行
わ
れ
た
演
劇
は
3
つ
。
そ
の
う

ち
１
つ
は
修
了
生
2
名
に
よ
る
演
劇
で
し

た
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
お
じ
さ
ん
が
Ｖ
Ｒ（
ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
を
楽
し
め
る
機

械
を
体
験
す
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　菜
の
花
座
に
よ
る
演
劇
も
2
本
披
露
さ

れ
、
キ
レ
の
あ
る
ボ
ケ
や
突
込
み
に
観
客
席

は
笑
い
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

中
郡
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
一
冊
に

　
　
　～
『
碑
を
訪
ね
て

　瑞
穂
の
里

　中
郡
の
歴
史
探
訪
』
を
発
刊
～

▲報告に来庁された長澤善久センター長（中央）　
　と伊藤義隆編集長（右）

３/１９

　こ
の
た
び
、
中
郡
地
区
社
会
教
育
振
興
会

に
よ
っ
て
『
碑
を
訪
ね
て 

瑞
穂
の
里 

中
郡

の
歴
史
探
訪
』
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
本
は
、
中
郡
地
区
に
点
在
す
る
石
碑

を
切
り
口
に
地
区
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
、
中
近
世
の
信
仰
の
様
子
や
江
戸
時

代
以
降
の
治
水
の
経
過
な
ど
が
背
景
の
解
説

と
合
わ
せ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　本
書
は
地
区
内
の
各
戸
、
図
書
館
や
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
希
望
者
に
は
1
部
1
0
0
0
円
で
販

売
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
中
郡
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
ー
２
６
４
３
）
ま
で
。

平
成
30
年
度
も
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
委
嘱
状
を
交
付
～

　３
月
30
日
㈮
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
農
業

研
修
生
で
３
年
間
の
任
期
を
終
え
た
鎌
田
寿

さ
ん
の
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　東
京
都
出
身
で
玉
庭
地
区
在
住
の
鎌
田
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で
農
事
組
合
法
人
ほ
う
の
さ

わ
に
お
い
て
稲
作
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
野
菜
栽

培
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
引
き
続

き
町
内
を
拠
点
に
、
地
元
の
農
園
に
勤
務
し

な
が
ら
農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
。

　ま
た
、
４
月
２
日
㈪
に
は
、
地
域
づ
く
り

担
当
５
名
、
農
業
研
修
生
３
名
、
遅
筆
堂
文

庫
研
究
員
１
名
の
計
９
名
の
隊
員
に
今
年
度

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　９
名
の
隊
員
は
今
後
の
意
気
込
み
を
語

り
、
本
町
で
の
さ
ら
な
る
地
域
お
こ
し
に
向

け
た
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

4/2

▲今後の意気込みを語る鎌田寿さん（中央）　▲９名の隊員の皆さん、よろしくお願いします

▲修了生2名による演劇
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川西町立東沢小学校
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
る

　東
沢
小
学
校
は
、
明
治
36
年
に
現
在
地
に

校
舎
を
構
え
て
、
昨
年
度
で
１
１
４
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　東
沢
小
学
校
で
は
、
平
成
３
年
か
ら
東
京

都
町
田
市
か
ら
の
「
み
ち
の
く
や
ん
ち
ゃ
留

学
」
を
行
い
、
昨
年
度
ま
で
長
期
留
学
45
名
、

短
期
留
学
８
２
０
名
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
。
民
泊
に
協
力
し
て
く
れ
る
地
域
の
方
と

一
緒
に
、
児
童
た
ち
も
夏
休
み
の
４
泊
５
日

の
間
、
都
会
の
子
ど
も
た
ち
と
炭
出
し
体
験

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
を

楽
し
み
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　３
月
24
日
㈯
の
閉
校
記
念
式
典
に
は
、
児

童
や
卒
業
生
、
保
護
者
の
方
な
ど
約
２
５
０

人
が
参
加
し
、
自
分
た
ち
が
学
ん
だ
校
舎
と

の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　小
野
明
彦
校
長
か
ら
「
地
域
と
一
体
の
特

色
あ
る
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
に
対

す
る
誇
り
と
愛
着
が
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。
東

沢
小
学
校
は
、
こ
こ
に
生
き
る
人
、
学
ん
だ

子
ど
も
、
想
い
を
寄
せ
る
す
べ
て
の
人
の
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
ま
す
。」
と

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
全
校
児
童
が
歌
と
、

東
沢
小
学
校
で
の
思
い
出
や
将
来
の
夢
を
発

表
し
ま
し
た
。
全
校
児
童
が
一
生
懸
命
歌
う

姿
に
、
会
場
の
参
加
者
た
ち
は
涙
を
流
し
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
閉
校
記
念
碑
と
、
子
ど
も
た
ち

が
彫
っ
た
石
板
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
温
か

い
雰
囲
気
で
式
典
は
閉
じ
ま
し
た
。

▲文字を掘った石板と記念碑はいつまでもこの地に

▲小学生も、卒業生も一緒に校歌を歌った

地域とそして都市部との交流を大切にしてきた１１４年

町報かわにし　4平成３０年４月１５日

地
元
の
偉
人
を
後
世
に
伝
え
る
紙
芝
居
を
製
作

～
小
汐
山
を
題
材
「
日
本
一
の
力
持
ち
」
を
寄
贈
～

　

3
月
9
日
㈮
、小
林
幸
子
さ
ん
（
上
小
松
）

か
ら
、
玉
庭
村
（
現
在
の
玉
庭
地
区
）
に
生

ま
れ
、
江
戸
相
撲
で
大
関
を
破
っ
た
小お

し
お
や
ま

汐
山

を
題
材
に
し
た
「
日
本
一
の
力
持
ち
」
と
い

う
全
17
枚
か
ら
な
る
紙
芝
居
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　地
元
の
偉
人
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
、小
林
さ
ん
が
製
作
し
た
紙
芝
居
は
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
や
町
内
各
小
学
校
で

今
後
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
町
フ
レ
ン
ド
リ

ー
プ
ラ
ザ
（
☎
46
ー
３
３
１
１
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲紙芝居を寄贈いただいた小林幸子さん（右）

3/9

住
民
の
手
で
生
み
出
す
地
域
の
元
気

　
　
　
　
　
　
　～
平
成
29
年
度
川
西
町
を
元
気
に
す
る
活
動
報
告
会
～

　3
月
18
日
㈰
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
町
及
び
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

構
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
行
っ
た
団
体
の
活
動
報
告
会
が
行
わ

れ
、
活
動
の
テ
ー
マ
は
違
え
ど
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
地
域
へ
の
想
い
を

共
有
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　講
評
者
で
あ
る
と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会

代
表
理
事
の
廣
瀬
隆
人
氏
よ
り
総
括
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
視

点
や
、
若
者
・
青
年
教
育
の
重
要
性
が
述
べ

ら
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
活
動
へ

の
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
て
い
ま
し
た
。

▲事業報告を通して成果や課題を参加者で共有

3/18

江
戸
時
代
の
享
保
雛
と
郷
土
料
理
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
20
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

　３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
、
玉
庭
地
区
で
、

20
回
目
の
「
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
地
区
内
８
カ
所
で
享
保
雛
や
古
今
雛
な

ど
お
雛
様
の
展
示
と
お
も
て
な
し
料
理
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
心
温
ま
る
お
も
て
な
し

に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
２
日
間
で
約
８
０

０
名
の
参
加
者
は
、
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し

の
中
、
玉
庭
地
区
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　第
20
回
を
数
え
る
今
回
は
、
町
内
音
楽
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
や
20
周
年

記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
50
年
ぶ
り
に
お
披
露
目
さ
れ
た
古

今
雛
を
見
よ
う
と
、
カ
メ
ラ
を
手
に
、
地
区

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

3/24
～25

▲郷土料理のおもてなしも楽しみのひとつ

▲享保雛を写真に収める参加者たち

▲リコーダーアンサンブル「花音」の記念コンサート

町報かわにし　28平成３０年４月１５日

　初めて東沢小学校がなくなると聞いた
ときはびっくりして悲しくなりましたが、
本当に楽しい思い出がたくさんあります。
たった２年間でしたが東沢小学校で勉強で
きて本当によかったです。ありがとう東沢
小学校。ずっと大好きだよ。

ありがとう、大好きな東沢小学校

　私も東沢小学校にはたくさんの楽しかっ
た思い出があります。そんな母校の閉校は、
子どもの教育環境を考えると「仕方ないの
かな」というのが本音です。閉校式は子ど

　小松小学校では大勢の友達とドッヂボールなどをして遊ぶの
が楽しみです。たくさんの友達と早く仲良くなりたいです。

小松小学校３年生　情野　廉
れん
くん

子どもたちの一生懸命な歌声に感動
東沢小学校ＰＴＡ　学年部長
　　　　　　　　　佐藤　善一さん

もたちの歌声や発表が体育館中に響き渡っていて感動しました。
　小松小学校は、子どもたちにとって「友だちが多く、楽しい
ことがいっぱい増える」という期待が大きいです。

明治
　６年度 上奥田分校開設（東泉院）

３６年度大舟尋常小学校の新校舎を現在地に建設

大正
１５年度 東沢高等尋常小学校設置

昭和
１５年度

舟山の地に東沢公衆グラウン
ド開設

２６年度小中学校新校舎落成

３０年度町村合併により町立東沢小学校に

５８年度教育の森整備、校旗掲揚塔設置、中学校記念植樹

５９年度
全国へき地教育研究大会山形
大会第 6 分科会会場として、
小規模・複式学級の特性を生
かした先駆的な公開研究発表

６１年度学校文集「東の子」創刊

平成　　
３年度

山村留学協力会設立

みちのく東沢やんちゃ留学短
期留学実施（４泊 5日）

４年度第 1回長期留学 2名、短期留学 34名を受け入れ

５年度
創立 90 周年記念風土記、記
念誌、同窓生名簿発刊

やんちゃ留学同窓会開催

６年度全国小中学校環境教育賞「優秀賞」受賞

８年度県教育委員会「学校給食優良校」受賞

１２年度全学年で東京都町田市を訪問

１５年度創立 100周年記念式典挙行

１７年度町 50 周年を記念し、グラウンドに 50本の桜植樹

１８年度
ＰＴＡ会報「やまびこ」が県
学校新聞コンクールＰＴＡ新
聞部門に入選

２３年度山村留学 20 周年記念事業を開催

２５年度県内初のコミュニティ・スクールに指定

２８年度日本ＰＴＡ全国協議会長表彰受賞

２９年度最後の卒業式、閉校記念式を挙行。１１４年の歴史に幕。

東沢小学校１１４年の歴史

▲▼記念ボードには、これまでの懐かしい写真が貼られている

▲８００名を超える子どもと交流を深めてきたやんちゃ留学

5　町報かわにし 平成３０年４月１５日
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【おめでとう そして ありがとう】は、３月に
申し込みがあった方のみ掲載しています。氏
名は、申込書のとおり掲載していますので、
戸籍や住民基本台帳の表記と異なる場合があ
ります。

…３月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

黒 澤 き の ９７ 洲　島
鈴 木 和 子 ９０ 上小松
南 　 一 郎 ８５ 玉　庭
神野イセノ ９２ 高豆　
遠藤シュン １０６ 吉　田
島貫　　章 ６９ 吉　田
玉木千枝子 ９２ 上小松
荒井　きく ８９ 下奥田
金田よし江 ９２ 中小松

島貫德右ェ門 ７０ 洲　島
伊藤きみよ ９８ 上小松
遠藤かをよ １０４ 時　田
有坂あさ子 ７４ 上小松
安部つぎよ ７５ 上小松

新郎　　　　　　　新婦 大字
村岡　茂人 ♥ 渡邊ハンナ 玉　庭
髙橋　陽一 ♥ 金子ちひろ 玉　庭
奥山　康平 ♥ 杉内　麻実 洲　島
鈴木　佳介 ♥ 淀野みずほ 西大塚
黒澤　豊和 ♥ 武田小百合 下小松

氏名 性別 保護者 大字

舩山　佳
か ほ

歩 女 国敏 ・ 洋恵 上小松

笹木　絢
あ や ね

音 女 一毅 ・小百合吉　田

渡部　愛
あ こ
徠 女 洋平 ・ 華汝 大　舟

舩山　侑
ゆ う き

己 男 浩嗣 ・布美子下小松

坂野　陽
ひ な

菜 女 直寛 ・ 春奈 時　田

小田　啓
け い た

太 男 晃司 ・ 裕子 玉　庭

関河　大
た い し

志 男 章博 ・ 綾子 西大塚

島貫　萌
も な

那 女 貴司 美由希下小松

小田　煌
る き あ

心 男 誠也 憂亜 玉　庭

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ９名

ご結婚おめでとう　５組

ご冥福を祈ります

４月の町税等川西町の人口
15,428 人　（－ 34）
男性　　7,555 人（－ 15）
女性　　7,873 人（－ 19）
世帯数　5,105 世帯 ( ＋ 2)
※３月末日現在の住民基本台帳人口

●軽自動車税（全期）
●水道・下水道料金（３月概算分）
口座振替日　５月　１日㊋
納付期限　　５月　１日㊋

よ
く
晴
れ
た
真
冬
の
空
、
と
て
も

明
る
い
夜
で
し
た

○
撮
影
者
：
藤
本
亜
紀
（
玉
庭
）

○
撮
影
場
所
：
玉
庭
の
自
宅
か
ら

春を感じる風物詩、田んぼにやってきた白鳥たち
○撮影：佐々木英之（上小松）
○撮影場所：東沢の田んぼ

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶５月号募集期間：４月１３日㈮～５月２日㈬
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

【お詫びと訂正】
　町報かわにし３月号 25 頁で、下記
のとおり誤りがありました。お詫びし
て訂正いたします。
誤）遠藤凪紗さん　正）遠藤凪沙さん

©大坪聡一郎 地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て

　高
山
小
学
校
は
、
昭
和
38
年
に
中
郡
小
学

校
か
ら
独
立
し
て
昨
年
度
で
55
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
同
校
の
特
徴
は
、
町
内
で
は
唯
一

大
字
単
位
で
行
っ
て
い
る
「
高
山
地
区
青
葉

大
運
動
会
」
と
、
児
童
、
保
護
者
、
教
員
が

一
つ
に
な
っ
て
演
奏
す
る
「
全
校
合
奏
」
で

す
。
毎
年
、
川
西
町
音
楽
見
本
市
で
は
全
校

合
奏
と
、
太
鼓
と
掛
け
声
の
「
高
山
バ
ン
ザ

イ
」
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　３
月
25
日
㈰
の
閉
校
記
念
式
典
に
は
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
児
童
代
表
の

浦
田
琉る

な名
さ
ん
は
「
今
日
で
高
山
小
学
校
は

閉
校
し
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
こ

の
学
び
舎
で
培
っ
た
も
の
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

桜
が
咲
く
こ
ろ
に
、
友
達
を
誘
っ
て
、
ま
た

高
山
小
学
校
に
来
た
い
で
す
。
外
の
世
界
で

た
く
ま
し
く
な
っ
た
私
た
ち
の
姿
を
見
せ

る
の
が
恩
返
し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。」
と
、

学
校
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
を

堂
々
と
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
衣
袋
慶
三
校
長
は
『
本
校
は
昭
和

38
年
の
独
立
校
に
な
っ
て
以
来
、「
た
く
ま

し
い
子
ど
も
」「
か
し
こ
い
子
ど
も
」「
や
さ

し
い
子
ど
も
」「
ま
じ
め
な
子
ど
も
」
の
育

成
に
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
４
つ
の
子
ど
も

の
姿
の
「
頭
文
字
」
を
と
っ
て
、
ま
さ
し
く

「
た
・
か
・
や
・
ま
」
の
子
ど
も
を
育
成
す

べ
く
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　中
郡
小
学
校
と
の
学
区
再
編
を
、「
新
た

な
教
育
の
は
じ
ま
り
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
高
山
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

を
誇
り
に
、
身
に
付
け
た
「
た・か・や・ま
」

の
力
を
発
揮
し
、
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。』
と
地
域
へ
の
感

謝
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
期
待
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

　式
典
の
最
後
は
地
域
の
方
や
保
護
者
、
先

生
方
と
一
緒
に
全
校
合
奏
を
披
露
し
、
参
加

者
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
立
派
に
演
奏

す
る
姿
に
涙
ぐ
ん
で
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

▲浦田琉名さん

▲校旗を町長に降納する衣袋校長

子どもと保護者と地域が力を合わせた「高山バンザイ」
川西町立高山小学校

特集：別れではなく、新たなスタート
高山小学校・東沢小学校の閉校

町報かわにし　2平成３０年４月１５日 町報かわにし　30平成３０年４月１５日

春キャベツの
　　さっと煮
✿ 材料＜４人分＞
○キャベツ　　　　　　
○油揚げ　　　　　　　
○にんじん　　　　　　○だし汁（かつお）
○しょうゆ　　　　　　○みりん

✿ 作り方
①キャベツは芯を取り、大きめの一口大に切る。にんじ
　んは千切りにする。
②油揚げは、熱湯をかけて油抜きし、幅１ｃｍ長さ３cm
　程度に切る。
③鍋にだし汁としょうゆ、みりんを入れて火にかける。
　煮立ったら①②を入れてフタをし、弱火で５分煮る。
　全体を軽く混ぜ、さらに５分煮る。
＊春キャベツはやわらかいので、煮る時間は短めに

みんなで
食 育

１／４個（２８０ｇ）
1枚（１０ｇ）

夜から、元気に活動する昼へのスイッチが朝食
です。脳へのエネルギーになるほか、体温も上
げてくれるので体も頭も目覚め、仕事や勉強が
はかどります。

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

丈
夫
で
長
持
ち
！

　Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
の
は
け
ご
を
手
作
り
し
て

い
ま
す
。
な
る
べ
く
材
料
費
を
抑
え
な
が

ら
、
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
よ
う
に
編
み
方

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
色
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

齋藤　浩さん
（西大塚）

　今
月
の
イ
チ
オ
シ
商
品
は
「
は
け
ご
」

で
す
。
は
け
ご
と
は
農
作
業
で
作
物
を
収

穫
す
る
と
き
に
腰
に
巻
い
て
使
う
、
竹
や

わ
ら
で
編
ん
だ
か
ご
の
こ
と
で
す
。

　現
在
は
、
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
と
い
う
強
靭
な

材
料
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
バ

ン
ド
の
色
に
よ
っ
て
カ
ラ
フ
ル
に
作
る
こ

と
が
で
き
、
腰
に
巻
く
か
ご
タ
イ
プ
の
ほ

か
、
取
っ
手
が
つ
い
た
買
い
物
か
ご
タ
イ

プ
な
ど
種
類
も
多
く
、
編
み
方
も
多
様
に

な
っ
て
き
て
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く
な

る
よ
う
な
は
け
ご
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
用
や
お
買
い
物

の
際
の
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
、
使
い
道
も
多

種
多
様
で
す
。

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
も
、
Ｐ
Ｐ

バ
ン
ド
を
手
編
み
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
は
け

ご
が
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
直
接

お
店
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
お
気
に

入
り
の
色
と
形
の
「
マ
イ
は
け
ご
」
を
見

つ
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

農作業以外で使いたいほど
　カラフルで種類が豊富な民芸品

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０

200ml
大さじ１

( 一人分当たり：エネルギー　７４kcal　 塩分相当量　０．８ｇ )

○
営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
定
休
日
：
４
月
25
日
㈬

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

●生活のリズムが整います！
　おいしく朝ごはんを食べるように意識するこ
とで、早寝・早起きにもつながり生活のリズム
も整います。新生活のリズムへも無理なく変
わっていきます。

新生活の「元気」に
朝ごはんを食べよう

●おすすめは『ごはん食』
　『ごはん』は、ゆっくりと消化・吸収される
ため腹持ちもよく、脳へ安定してブドウ糖が供
給され、頭もスッキリします。ごはんはパンや
麺に比べ、おかず（主菜・副菜）と組み合わせ
て食べることが多く、また、和・洋・中の幅広
い種類のおかずと合うため、栄養バランスがと
りやすくなります。

●朝食で一日を
　　　　元気にスタート！
　ゆっくりと脳や体を休める

２０ｇ
大さじ１

　高山小学校がなくなると聞いたときは、
この学校で同級生６人と卒業したかったな
と思い、さびしかったです。最後の青葉大
運動会で，チームみんなで協力して優勝す
ることができたのが一番の思い出です。
　中郡小学校では大勢の友達と遊びたいで

感謝の気持ちでいっぱいです

　母校が閉校すると聞いたときは悲しかっ
たですが、子どもたちのことを考えると、
大人数の学校に行くことで、団体行動や競
争ができるよさもあり、複雑な心境でした。
　今日の式典はとても感動的でした。なに
より自分が通った学校の「閉校」に携われ

明治
　５年度

第６学区第２９番高山小学校
が創立（現在の八幡神社内）

２０年度高山小学校となり、尋常科が設置される

大正
１５年度

中郡尋常小学校高山分教場と
なる

昭和
　２年度 現在地に校舎が新設

３０年度町立中郡小学校高山分校に

３８年度独立し、町立高山小学校に

４７年度独立１０周年記念事業実施

４９年度全校複式になり、３学級に

５１年度１年と２年が単式学級になり、国旗掲揚塔が新設

５３年度ＹＢＣ子ども音楽コンクールに出場（以降毎年出場）

５７年度創立２０周年。集会室に暗幕教室にカーテンを設置

５８年度青葉大運動会、教育を語る会開始

５９年度校門・校名看板を設置

６０年度親子クリーン作戦開催

６２年度創立２５周年記念レコードを作成

６３年度複式学級が解消される

平成
　元年度 全校合奏用の楽器購入

２年度旧校舎お別れ会で高山音頭が披露される

３年度新校舎竣工。国体リハーサル大会でダイヤモンドを演奏

７年度第２回川西町音楽見本市で全校合奏を披露

１５年度高山音頭保存会の太鼓使い初めで「高山バンザイ」演奏

１７年度完全複式３学級に。川西町音楽見本市に保護者も参加

２４年度創立５０周年。記念制作（木彫りの校舎）を制作

２７年度学校支援地域本部事業として地域ふれあいデーを開催

２９年度最後の卒業式、閉校記念式を挙行。５５年の歴史に幕。

す。小学６年生なので勉強ももっと頑張り、人のためになる活
動もやっていきたいです。

中郡小学校６年生　中川　茉
ま や
耶さん

友だちと仲良く過ごしてほしい
高山小学校 PTA会長　中川　直人さん

たことが良かったです。高山から中郡小学校に通う子どもたち
には、今まで通り友達と仲良く過ごしてほしいと思います。

高山小学校５５年の歴史

▲全校児童での閉校記念制作。一人ひとりの笑顔を刻む

▲全校合奏や運動会は、児童、先生、保護者、地域が一つになる

3　町報かわにし 平成３０年４月１５日
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平成３０年４月１５日

▼
３
月
24
日
・
25
日
と
東
沢
小
学
校
・
高
山
小

学
校
の
閉
校
記
念
式
典
の
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
式
典
も
、
お
世
話
に
な
っ
た
学
び
舎

に
、
歌
や
合
奏
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
子

ど
も
た
ち
。そ
の
姿
に
、保
護
者
や
地
域
の
方
々

か
ら
も
涙
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
閉
校
は
さ
び

し
い
で
す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
こ
の
選
択

が
、
よ
り
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ
優
し
い
子
ど
も
た
ち
に
成
長
さ
せ
た

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
な
に
よ

り
、
新
し
い
学
校
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
友
達
と
、

勉
強
に
遊
び
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　そ
し
て
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
広
報
担
当

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
３
年
で

た
く
さ
ん
の
方
に
出
会
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
報
か
わ
に
し
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
、
毎
月
読
ん
で
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　大

▼
こ
の
４
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
、
新
た
な

仕
事
へ
の
希
望
、
そ
し
て
未
知
の
仕
事
へ
の
不

安
の
中
、
本
号
の
編
集
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
町
報
か
わ

に
し
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
平
成
30
年

度
の
町
報
か
わ
に
し
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　田

　
　編

　後
　集

　記

　ぼくはスポーツが好きで、バスケ部と東南置賜の陸上のクラブチームに所属しています。バスケ部ではガード・
フォワードとしてプレーしています。体力に自信があるので、常に走りながら攻守でチームに貢献しようと頑張っ
ています。陸上競技では、８００ｍと１５００ｍ、駅伝競技に取り組んでいます。３月下旬には、山形県のドリー
ムキッズの一環として、大分県で青山学院大学の選手たちと一緒に合宿をして、さまざまなトレーニング方法を
教えていただきました。将来は箱根駅伝を走ることが目標で、そのために今年は県縦断駅伝の代表と、全中（全
日本中学校陸上競技選手権大会）に必ず出場して結果を残したいと思っています。
　学校生活の面では、３学期から生徒会長として活動しています。「今のうちにまざまな経験をしておきたい」
という思いで取り組んでいます。生徒会活動では、夏の体育祭と秋の合唱祭はみんなで楽しめる行事にしたいです。

川西中学校　３年生　荒木　日
ひなる
成くん

未来に向かって　～第25回～
　今年は必ず全中出場！将来は箱根駅伝を走りたい

平成30年

4
vol 1167

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

いっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうねいっぱい遊んで、いっぱい学ぼうね
～あおぞら保育園入園式～


